
経営72

測 定 2 1

森 林 測定 研究 資料

II 和34 年 8 月

農林省林業試驗場経営部



目 次

1 . /ラ47〜/タタア ﾡの回京林ぷ査報告 ( 翌約)- --...-1

2 . Bxcuk Coewu&cz 州の内ﾡ地ﾡzおけ る

ﾡ こ 釣7 中 す 頁 林 分 オ 私 衣 .     f....... 9

3 ﾡ安写項時べの塚会法る 森 林 経 它 ----- ----------19

4 . ―测旅分 材訳表 によ る苫烈の決交 とその 正渡友 - …—— 33

5 数ﾡ計2おけるどの 定 -.....     A7

6 . デンタのめ又は組わけによるﾡﾡ  --...... - 59

常救の禄率ぷ武 を求めるための正現才程式の押法 -.. 105

8. ﾡﾡの衆河2ついて ...... -. -.. -....-.... 111

9. イ ンドネシアにちけるメルクシ校の京及の収ぴ ----- -143

10. Codneo& を" の日令林分ておけをﾡか的状深

のポ . .. --...".. .. . ....・... ".......--.....-163

11 英国 に おける日本カ ラマック ー般材表表 .....   177



/タイ アエー/アィアキの旅林公告 妥約)

Co2zducd X cccd&amcdd
/ヌイク～ /ララ

ccozzza 忍yzct乙

世大液路後 アンとeっこ Comu?ucddco?2c はぶ国森林地のﾡ 

一衣ﾡ銀的セン サス2ﾡて そのﾡ采は ノタ812発表さ北た。

大部かの 河 はﾡ頁有起Zよにってなさicた. 全存林ﾡﾡの双えは 

か0正ﾡごあったがな林の形に よ ろかは 多くの次いっ恋して\た.

函のセンヤスは恐尽対不の一部として /ラさ8～ミ9 てお て画 

れたが, 渋ﾡが物してセンサスはﾡ会ないのから占ごﾡ(もの 

コ 0系なdax は飛表されなかつた。

そ 由時 及のﾡ後寂い族ねは再下茶のための没表な基典 ヒ し 

こ新しいセン サスが妥*された. のセンサスは/ラペク2始めらル 

ラクラのヤﾡ外求はえ 3した。

比のセンサスは二っの主は目的そ持っている、 死一 の目的は会図 

#の中 5エーカーヌはそれ上の赤共を図示し かﾡする事である. 

エーカー以下の eCcce を合め ば の出 ¥ は ねﾡ となるご»ろう 

チ= o 日的ﾡ時にﾡけるﾡ各ﾡの#ﾡと生浜並の述え で が

1. そして比の双ち は岬 *のど米現正2対して は本 w的な%の ど»

• 比の団の私有はの同的のため特別2系京さ L訓ﾡこ九た 3 
zよ っ 乙 ﾡなされた.

歩有の枚はみった センゼ スの好をじ平均4の へであっ.

ゅの るプロックは羽春さ とそなたじて ﾡ令ﾡ書 eなiakいて 

・-ﾡ型の林かのﾡﾡ迷2かﾡされた、林分の派が凶示さ』に野外 

の型zついてﾡさたﾡはさ さいほむのも合む示2く5 さ川 

「.,を. 呼ボのデータの次に神号化こ城依他2かﾡし表示ナるた 

pパンサカードに秘ﾡさ」Lた, 表業の分 は Cowxとu.oo. 
のため函ﾡﾡ2よってなさた。

団有林は回有株のへZ そよつて測さた。 同どよ > な報 ・
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私有林のﾡ今ヒ月様2こ録主れた : かﾡﾡ合 Iz も倒 4 o

*cz 2ox 生用いてそ以外の報きが 4られた. 作素の1要に っ 

いその後らかみ校令は作決2げい らろ 今部 三 / たﾡ分クカ 

ﾡが正しく 3os e。 をﾡえるとい ラ キからタう ¥ が 払ホみ

のセンサスは54483422エーカーの zBcaint 2決けん文 

際のそして 岩在的の森株の会奇承2 9 ら いこ r (タ エ - クプコ ン 

クスはそ込上のプロク ) 5エーカ下のNよ分/夕? cc2 
acuとﾡﾡされ. その徐はう42e2クeエーカーてあろ- 比れは 

Gccat aicaz の地面ぶのやく今死2相ヨする.

上の赤林ﾡ板は *の枚ﾡ酸 ののみ2ﾡしてい とな洋 

以外2わ 相 当面石 のカバ林やのﾡ木ﾡを合んている 字2注永し 

ければならぬ, それらの大初かは炭系がはつき 0 し ていはい。

クa&& / はセ ンサス でﾡされた5エーカ ースはそルV 上の点朴 

面務を洲ズ はﾡ 人 の ﾡ有 状 産期 12地才猛 合すしにもの Cめ2 
3 445. 4-2 エーク ーの会面ﾡの中ノ 84今 o4ち エーカ -はイ ングラ ン 

ドZあり C今グ※) /ス44 s38エ ーカーは coceand/ そ (ヨフォ 

3/&,女7シエーカーはua2ad Z存左する Cア%) 所有zついては, 

2,&2S,ララノエーメカー cテ2) は、ﾡ人法人叫のﾡでありな。 

の4ラ23/ </sが株林令又会の経老下)z あろ 国有林と な つてい 

あ. でべて おかね は、ならぬ事 W が涸/\ の祈有 として Cecd 分

けをれな面4の中)乙純料林や他の名の券頂金の石戸忆よって0にュ 

て いる糸はのいくらかの &&ceを 合んて。 る 中 ごある. 比ルらは

昔法人所有の成林と共忆全您目のほんの座か戸、測合になる.

本林の型

総が図の赤株米面名 ば五つの主原な状型)と分け らる . 各林,務ま 

本, 中株 ※太株, 流ﾡ地スび灰ﾡ

為理の面顧はえ幺 厶 /)2支示されている。
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一番目のそ して承し宝委なる林は/〜 /s。 ﾡ又はそれス上公芦 

2令んている。

る林は/アぶぶクラワエーカーであり, その中ノクスラ5ヨクエーカーは 

2:3&and 1z今2う3sくはイccz-2aと 1る/ふSラ24はWzよ4にさ左す 

る金 曲江の 中 /.2s4ラos エーカー (〜◇夕は週人若しくは 法人所有 

てある.

二の型は新永林と中林と そ◆しざ辻 tLHsgeancc 商部なけ 

る敢若な特性ごもる.

新次林のハン チ ユ k入 ろ 面疯ば 30, ララエーカ - と斉 さL. 
その が中林てあり 今はま林である。森本の比の型の大ﾡかく 

?4) シダ以”クZ z 表 わ れ を .

比の 枚告のﾡ三の型ごおる ﾡ人求、は4&>s/ エーカー 2お叙Lて

い2- •-
:ンス対衣倉る発せらたヨ令ごは そは斎ま林が メ太 

のよっ 有用な収ﾡグあるしのヒ以ても2つかぬい 生長名

7 るものN 定 黑 さた、 し。 いその林を祥来 し て いろﾡ確はのﾡ 

の地ﾡが※るﾡに & している.

カバ とカシ は関係の あ な 主妥ﾡﾡである . ﾡ太の会面衣の手* 

上 4cczeamt 2あり主ととて 再び、率や在が、入ら ぬよら 2さくのし 

てな いW放カバの大面ﾡの 存左すろ s ルﾡにあた。

/$イeec エースー をﾡかに湾える面がが花ﾡ地ことてかけらて 

いる- それは及ﾡ太の会て が取 の の ぞ か十公A 生 浜をする な の 

•、、 京 在 する 残 存木が 央つ ているﾡ林形ごある こ聖 の 火 お 办 は玄宗 

グ ス は 元 タ召林の特2 Szp&zudL 中ﾡ 部忆於 け a ﾡ 時ヤ のの き 

※てある。 、 ー

※ 後の形タ炊ﾡ地は計。くイダsグ エーカー と井算さていろ。 の砲 

残 の中2ぷ& 今2s エーカー は/タョタ ﾡのふ月ﾡ こ次ﾡ されにもの で、 

あと その大さかはﾡ一次世系大ﾡのどﾡ2迫まる、ﾡのちい水ﾡ 

の大さ今 くﾡ発) は cot2awcc zある、 のﾡはノタララタめぶ 

月かe始まる . れは3732S/エーマーあ り、



・ その/44482 エーカー 2294nzc 2/4 /ク4 エーカーは

Scot2anzc tzヨク3ラSエーカーはu&&2。 z存左する。

林の令ﾡ

74&e 2 , 4 は表が回の公林が次の s 令ﾡにわけ分認されてい 

るさま を示 している.

/〜/。 //〜-22 2/〜3o 3/～4o /〜42 &/～ふ2 8/～パク 

ク上ﾡ会林の定ﾡにはﾡ川的ム々に五社す ろZビ年令今が余り 

ながっている木のﾡ名合ませるため止九そ主寂→すみ ﾡが逆妥 と さ 厶 

る. 7a4& 2 はセンサスて定された会る林を分析してい»二つ 

のそれに次て表われるあくてdては大々ネ有林くど& 3) = 
回有林 く 7a42 4)を ポし てる.

あ夏の創今上 ②e& /の一にさに Caな夕のy は 力 法 ﾡ と 夕 * 

ﾡ2かけら れ ろ.そっ ナ 森林 は会さ央はうと して 野 来料 吏 Pた 

の と玄米ﾡ震 ごあるの と . いかに区分さ る。

4ﾡ掛

6z2cc Bz:caw ○米 ﾡ林 は P,タペ7 エースーで 4c4,/4- 工 

ーカー< ～ex )が3o 年 *下であ o 32～8? 年 の 闭 のbのは/ 72 
3クグエー - c/みg) ご夜り は 82年スそれ*上 の をの 4274 
エーカー (6%) と双金材 ox?ク47 エーカー cクる) 2州支と てい

本林ﾡ項 会のﾡ救活動のほめノー 32年 ceod のﾡが多く なつ 

た 24と 3 ○ ﾡ係 は Cz&at とzとzcu め私有林の み である ポそ 

示していろ /～<e 年の向ごは2そろ, 4o年※上はノ7% 
翼令林は// みである. え坪ﾡ一8チス上ののは大者分 at- 
Ad 2存左す る。

玄兼裕

4zear 8cctaz 2けろえﾡ 樹る 林の会ﾡの分布はく&&2 ) 
ﾡ岩林と は非常 場 っ に※を し て いる。な米岩林の定かふが3/ 
工下 ごあ 08/ 年X下 のの はﾡ か2ユクるである- 会堀表 o
分 <4クタ) が契令林 として 分娘 さて いる¥2ﾡ付く ごろみう.

のo分は大るか林太ﾡぶの表化が多 いが大部分の林地にネてを会

•の樹木は破场の顔向が、ある, ••• 「；ニ

みが2おけるﾡ樫ﾡぶ

ゅ太のﾡ種ﾡ 来は&4と s, , ? 与えられている 方必 s は会 

を体てヌナるしのてあ 0 ・ ス&と 4 は私有妹のス Z&& クは林本 

ヌ会の旅林のﾡ求地て対するのごある。 .

ic& 今をえル2ecac Bx:zau のる#の$5死が会者スは圭 

cして茶ﾡ林を標求して いる. そして 7%がまこ して東兼曲12 、

日去して い ろ中がかる. ※し三 つの地ﾡごは相台の浜化がおる m , 
ag4and では 封 茶樹•で ある 奇林 は aフ % 4cocCana ご は ラる 

クを期 ごはs5 % ごあ ろ。

； 委材ﾡのか布 はえ分ﾡ味な地之的相 がおる. 英国 ではナラ 覆 

/ ﾡは面ﾡ の33% ご此め 報告のトッ プ ごあ 0 4ccta なかノみて 

=昼となっている。

てはﾡﾡ のう<名 が州 赤松 ご あ 0ﾡか ふ受がナラ 

ごち る 2axいdす. 4czez ッヒの湿有は 会4cocea 玉着の 

クメそちめていろ . ス4& <, 242 クを北タウヒの相対 

•、オい細台は米と し て」秋够な公の杜ま 2頁 うものてある事を示 

ている ル22 Iz込けるﾡはどの他の地方と心塁って会未ﾡ 

aの4 がw な松であ り. と っ と受塩なﾡ硬はス。 を有する 

ナ。 /ふの+c々e ハりそミ々なっている. る8&4.3&&7 
cZ4& s を比夜すは山林意頁会のﾡﾡのさﾡと してﾡ とた 

wa2 Iz 於 け るﾡﾡ分布 のさま が る みaとc求て は日本カラマ 

ノは大体にみて ヨ ーロッカ ラマツよ。 大面役をあめている事は浸 

ョ z ﾡする.

経済経ぼに転すろ株林の分ﾡ

Czcaz Bxzzとn I2は主ﾡ量みからて存していろ小さな 

二 散在 し た 株林があみそ L らは維織的な 森 休経 学のﾡがろるろヒﾡ 

ラとない がら救したク チ入したり 収殺 した 0すろヤ はお価 z つ くのご 

っﾡ由から同じﾡﾡ2入るの休があA ・ /ラク
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のセンサス 2ぬて経済的経2不ﾡ ちな4 面ﾡの#出を支すろ 

ﾡみがをさ 2た .

その手先は次の如くである. 羽たさた赤林のる林会(一区司) 

は. 経済的逐ﾡにﾡちてあるむの,不ﾡ当のの, 疑わしいの2 
分親される.

不区ちの岩に おかやしの は

ノ ネが生産に不覧 当 と方えら る。…. ナる点林加々 比非ﾡに 

巻石の多い地、 塁及に登水こに土地工ﾡのﾡ坪そらけ" い 

地

2 入会地上な林

3 ¥ に爆求のためZﾡえらLた坂ﾡ的&木や他の赤林

幻 主として 及ボﾡ性格 ク小ﾡﾡ殺 したご

今) それらの全面ﾡ2比して長い 先ネ名し っ た ハ 区品 や交地

&) なかなか行けぬ烈立地

ﾡ承象2 向感 ある 時は凝 わ しい aなに入ろ ・ その イ也 の 森状 门火ジ 
分とちめていあから経済的経送2垣ちんのヒしてか郷されている.

724とと & は 今xeat BzcC2どっz そ通しての5エ カース は そ /.

义上 の玄有 林の 此の 分頼方 法Izよる 総※ なめていな.

全面税 1 82S. ヨョ/ の 中 2>, 3ラ. sz4 (83 %)か経 済的経送くﾡ当の1
の とか額 さ L火ラ.4今 <ク% が暴 といんの, 不 当のムのと分銀

ろ- ﾡ台のあのの比率はメcoc2azcc てヌ認ぞき?み ルシ3 ゲ 

ﾡ低 ぞ< < 名 2rAanc ては s/ % ぞ*位てあ る .

茨図森林の材ﾡと生及受のﾡ

センサスの 幹都求京 が比 の 図 z ける sエーカーとそれ上の 条 

株の分ﾡと乙ﾡのまなは著をなし孫げた時別訓栄 の 関な売が生 

産林ﾡちる林、中林2及ぶ2/a 2条めるため氷塁せられた、 

の分泉新炎株. 港木体. 売炎地,伏ﾡルは、林翼加ﾡからいって想 

混しうる。

湯株 と 中林のヨィcん 直径次 上の 立•木材禎は燃作為源木加也族人 
従って炎ばルた。
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源準地からRら Lた粒永ﾡのすはその ﾡﾡが比のﾡ の会林の 

注戌;2•相当ﾡ友の 粧え ﾡを今え るがるルのる々の ax z対 す 
る数字は正碓でない。

ゐ44と ラ)2 与えられていﾡは s エ- 力 - それ*上のネ林の会 

ホ林衣はス<sみ.42<どcx力Lecc と交、れる (又ﾡ4会

Cc Aeeそ テao在et みeズA cauoue
スンラ CcAcc だcc花 イucce ンとc-d<c22

- 2 アラざ Cr-c スとe2 Z2cce クuc2d2u&
ヒの林私の中 →ス82ラc22e〜 cと Act はみ有林ヨフs /o22o 
c#a /ecc グ国有林 ごある漢•林の 金上木かがま樹•で、あ1 通清林 

の千 今がふ米骨ﾡか ら決りユっていろ と灰大すLな米掛の会材衣 

は/s.ce22c。 立方/eet 外涼どは/ダ平方ュ»んとと ごわる、 

町ら 5ミ/ の比2づく .

ﾡ林の をのマ の材破»氏ﾡはスﾡ夫 された. かく の如さた央 

& 刑い る 事の 六木 る 淮一の方法は 存林ヤサ 株のサ の上木 の 本令曲 の 

子白校年る 決人す るまて、おる •此の方法は: 獎注の後々の原因が、扣 

に と 現 の ﾡのﾡ町 内 にけ ろ体 5番の及反の ﾡ天 ヶ※ご 

細は クa&e o と ノノ2与えられている.

久必/ク から 金年 生長罡はァZ タ24 クク/立方 ル7 と雄速され 

そのく2Scdgc)は私有林, 方はくs〜ez2み)はA有救のも 

のであろ. 然、生長番の*<&2eo.coe 方どec ば咎葉越により 生 

-たり のぞあり ス,ククウ ククク 立. 方 Acc はえﾡ谷によ り生じたるので 

ある、 れは "n"をR さ重じてs acze ヌはそ北※上の共
今ほネけるものごある。

及とと/ を見ると米ﾡのる林々たてクタタ*上のものが～

2 年 金時 た 馬 する、そルは小経木からαり, そLてその結ポとし 

乙 ちかのﾡはﾡ短 し«るﾡの用のﾡを通加 しない

米樹の及ﾡてﾡ した木の 生長受は承部が4ク。～のグク立るんとと 

そ来され、 その*3zoo22立力Aecz はﾡ未ﾡとど2年生*上o



ﾡ済ﾡであり攻りのめの < / /% cc2 ) が※ 会 林の ﾡﾡに方 するも 

ごあ8。
針ﾡﾡ休と対象1 2な※料の 生長喜の大 キ は太令なめるの zよ 7 

てい る 即 ら 林太 が、成期 の 太さ z虹く か烈 L c いなとスえる。

2 夕 co,c2 立 才 Pc花 ②会生ち重の 中 /ce。 (_&ce。2 
又よ)はく ○以上の林分ぞめる予大は及択された之会林にかわる 

右 いス*料林が非ﾡに xけている から ごゃる.

上 た 彭 意 と とた材及と生主云ﾡの拉え と分新す2 城合z多 く の赤株 

が笠づけぬため永は家のﾡ家のまわり の啓嗫 の た め の株林 と な 

ているため安は何らかの由てよ り灰持されな ば、ん eぬという平か 

らして林地 の大部かが 多 少なりと利用西ﾡてある と(う市をﾡ 、 

ならぬ 我我 と 生長 量のセ > サ スﾡたは秒五の 以る)て対Lのﾡ , 

押Pないととて 私例太2光項長ろ の対象となめぬ*2るん→いる」

44 タ～/2 の 材須 はは.片火分期倒法こ 方/C片 ご与 えらていろ 

その材項は大枚ゃ小ﾡめ材"場ﾡて笹ご ラと&下, gさ 

/eどc花 下のむのそﾡいている.

(そ62Cz Co2wtdcoz スac乙 石cczc 4,Z 及 /. 3
・ /タ/ よ り: 系と >

-9-

タecccん C2uど.a 州の 内陸地方おけろ 

当 ※ ﾡな中写 林会独表

く /z2vccoz2ど 2e2c22 バルは3 Zand Scuc x4&d 
と タッそccc2z Bzcxと% Ccxよビz- >

ダ G M 442cacっ。 azuc ペE. &acaec

若 埼
プり ラッシュェ ・ コロ ンビア州のがﾡ独は2ヨグ 否ガェーカー( 

スル,ノ44 平方マイル)ぞおる。 との赤林氏源)2司する<一zスの。 

2対するボがとえず大する)ととない. ﾡ中予求の利刑が ら 

.二 らご多平の点地図をと のzBけ と なって さたよ ら iz 林分対展 

の後左をﾡ!2す る助け となると とがでさる と考えられた 。Pなs
※示 ・ブリテッシュ・ コロン ビァ 州 の株野が . 表林沼なさの* ン 

バーは、 この 冏題の研 た: 表たこの北文の系#にあらよちなの 
今の用名うみて さた。

安中野気にちけろ林分とﾡ灰 ○ぬ位に より、 エ→カー当0の 

償 さあらわす上 うな十項ﾡ林分材叔式山 . 内性の二地方2つ 
いて考 察ざれた . こ○目ﾡに夕用 さ/した 空中淳爽 は. 意点ﾡﾡ s4 
ンすのレンズのカメラをとらい、海本 ラ。。フィート の志及ビ稳 

彩 さ ノLた. 源及 は / ミ /Ss42 のﾡ沢ごリン トをるためz、 

/5今点 と坂大 された.

との告ﾡ米は, 火およべ4 の地高にノヲさSにﾡえさ九にの/ 
の ダブル、サ ン フタル名基み ヒ とこいろ. ﾡ確 o 況失な こ 2 と 

た が つて州 そ分す L たか. 上の , <の= ル済以外のなる s 地.ﾡ の

% % につ いてあ、司ﾡの 中 貨材放式をる こ と が 将求の仕 車 

として今斗画されている. ダル・サンプリン グおよ がぷz より上 

才法 を発及 させる よう少がみさ れる と、 交中平負材独対めが及 

2 す こ とが期特てさ る .
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現在ま ごのきX

との同意についての正六は . ﾡき&項メ と好力がボらnると 亘 

ちz活手さ北た。翼在まてのところ 市く中央内ﾡﾡ) おょの 

地ﾡ 4 く南来内ﾡﾡ) は. 林分材浪ぶを うるz 十分なタプル・サゝフルがと 

ゆてきていろ- 仕をﾡ平そするにめ, エーカー当り材ﾡY. 
掛高 お上 び本及の及立炎殺の問に . そぞル査ﾡ ﾡ伝が将在する と 

坂支した- るう樫式ビ巡己ﾡのﾡ小自条解か らはり そ○形出

V=ム。+ ん4 + b2 p
である。
a て

V一和用紀の生立木の/2立ネフィ ート平の エ -2 - 与 

り石ごめろ. 地上類ﾡによって決たこれる.
H-生中冬長のね登測材(んz&a t)でA文さ e 

ときの 委み木の平均料きである。

D -お長よ る書活本夕計 と比扱 L て, 空中 今久か ら ドめ 

らルろが、これは地上波整母 として表わ される 岩;オ：:： = 
てあを-

bo, およ んユ はﾡ小宮糸法I2よって , デーッ : 

etろ係表ごああ.

係数のﾡとルの質者な優は之条ノzテ+
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客 / 我

エーー当 り ぷﾡ く / 考フィ ート位> 

のﾡ樹高 とﾡﾡz→す る一次ﾡ

弁求ﾡ
rgs ノ

野茉樹 

くよ令依太済)

なボ場

<令 内 )

地 4
a 用 ﾡ 数 b。

ﾡ3の係な め,

※ タ ・ ム

1柏日及救 fuHD
術 ・ ペwn
ダブレ・フッレの 次

+955
+ 33夕

ナ 242ラ

・ se
・ «く

/<S

一/スラ?

+ s$3
- ②37ふ

、44
、4

*

- バ/s, =
+ 3ラ9
- 22ラ4

・火4
ラ7

地予 ・

a 河 ﾡ & め 

ﾡうの係激 め, 

宏及 ク b2
相ﾡ及後 ペvH.D

ﾡ ・ ペwH
ダブレ 、サン フ吼Q 数

+4/ 8
+ 2 48
- マ.ラス 7

、夕

・/

/ラ

- ふ, う

+ /s
ー バ4フ

、s/
・ヨ

-2ラ

ー ?o, 4
+ s5
+ o//4

、<4
・ aラ

/&

ﾡ来のぶ

卒/表の坐は気明を姿する。

/ あ系ちよの未京系の台葉ﾡ2せけるバブル、サンプルは、そ 

ぞルの地流 でのすべ、 て の 立木 を会乙表 している るのごはな

い. 光 り zおける ゲブル ・サンプルは, ことLてトヒ (Sozua; 
Pccec ?どaczcc ) および 4a2azpu < 2どce。 .2acoczytz )つﾡか 

乙 時に出 モミ cPoz 7 Pacotca& zxalt)v&. cz 
( ク&nuc Ae2acz ), 北米ﾡッがく &owu&R ; ス&. &tx8y4&z)
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てあつな。 滞る2おけなブンル乙は.

%c2スやc& ・ 4a.ピ222, レ1Cと ( 段cec anPeBnxa?zビc) およびカ ラ 

マッく 4axcん ; イa4z cccどceca火 ) を令んごいろが ye2&x-
/れ4ク22 < Puクd /uo2-dozcdと- ) 合まていない。各地内に おけ 

る地反Bよ び株 Aの ﾡ岡は更ﾡない- 2gyu& u ( 及uo 
Conudzta x 2aそlo&z)のﾡ林ヒ汝ﾡおの紀林は、 サンプルの

不戻から一にした- 乙 れらは一ﾡ2ﾡﾡ因 と の 呉似が少ない

この作米2対する長別, Kaz2ioeddzcz (②znz,tnumるっ

とあと地炊におけるエ ークー当 り地上林 と、 エーカーﾡり 写文 

敖友効祺の 同2ﾡら れる相ﾡが好画 で、あれば、.批列すべと同弱ご 

はない.ﾡ除に地 や z用してみると. すべてエーカーり材 

ﾡの写ヌ椎文服Y、 エーカー占リの地上材ﾡとのﾡの相ﾡは, ※ 

※やに は非常乙ﾡ大した. 例 之 は"地 のが程式2る とづく 地上 

#夜 (ﾡﾡ路経/ペ / インチ*上の と写ﾡﾡが、 &&sc ﾡ 
の肘ﾡで比ﾡさルたとさ その相ﾡ孫なは 2s2ごあった。

子と42乙 そ C22e こuutcど 4こ2る2*- 
て与えら ルたが 彼は日じ交字号災材武表 

ちよいawez の林分2るﾡ月でさろとい

dw . &caん )& よ フ 

て &夕yt2& uce 
ろ見ﾡを込っていろ

写文材ぶ式の紹介

つ、 委次と して林かﾡ及2 乙 () めげろ こ と あみいはェ ーク 当

総材ﾡ の林分及 I乙 対すろ ﾡ係が五てあ ろといゥ / ﾡは、 羽 I.
か2滝ぞあ ろ・/ 去&み るようて, エーカー当り ゐ材 

*树書との相闵は,周防 と 出笈 との車相口より一 ﾡなしいハ 

は多少ﾡいかの月れがである. 分放分析ちよび下検たは 名及を 

ﾡえることよろ効采が ほとん ど すべて の場合おいてて愛 → 

ふいことそ示している。 しし 宏人 の3浜 グ あ表として入さ れろ 

な らば 銀及めあ系 は多少ﾡ大するてあろッ. し ひ し ぎれそ及；、 

ヒとて叔え ばポ &は多少居すが、叔うと z それにけﾡ 銀 a 
ろのてそれ2方と てみ表とじてとり あげろ かどうかのウホ は Lて 

なかった.

ヨ. 地市内のエーカーちりﾡﾡの表勃の大さいことで、 このポ 

2- I2念畑 したﾡくかのﾡ中写天ﾡ量系のるなの、いろいろな 

ﾡ人的季素 くクセ) をﾡっていることの西右 ゲ河 したため •t 
相ﾡ孫数のあるるのは低いことが注回されるべさ ごあ る LかI 
恐がら後と示されるよう)る, う程式は写の地ﾡﾡなﾡ染性(様 

相) ﾡあおよ び本友2 大雄ﾡ したり 匾シ赦灾 をす る 相人 的れ 

検向を考及 し て :契をのﾡ程ご感正さてい る. それ数2、 方宿 

太台体のなかに iA のよい相ﾡのﾡなすることはﾡぷLいが .7

材役ﾡをタう お合2は, 步淤太を ブラフ て、あらわ Lた方が、最.も衣 

fl/といっことがりかっに。ﾡ式は. 各状反紙毎に研通の三つの 

力 ヒして解かれ その#米烈タノて示さルるよう, グラフそた 

あ 乙と に 用いられた。く 地ﾡえおける決※ したに茶ﾡの林分につ 

ての写系材型益え )

7O ビ ジー I0O I。 lど。 I 
株今き (7フ』ート)

光4ねおいる2cとcu.. Cou/cuow。 乐かにっ I こ» 
写兵林战権宏の図ホ
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写 ヌ 技 橫 アラ フのたﾡ

林相その 立 木 材旗粮. 友 2め要 とする供がある 好合. 与 具対原図 

の機 河はダブル ・ ウ ン フ・リ ン グz Bける/ つの同ﾡ とはる. たに灰 

砲&子麻なﾡえﾡがめそふ場今、#積は その地のゲラフ グ 

互株託少これば」い. 現地ﾡ在は. ﾡ物及正の回子 (係救 a 
ラカの！ 乙 火券であみ. 商手に その 応用 の 段巧 麦べ ばスのﾡ りで 

ある。

/. どちらかと きえ ば". ランダムによ つて, 比ﾡ仲多文の写ヌ 

禄本をな相年に記かする。写京でふが本のﾡる と糸及 を 判熒 し、 

零 天ﾡ グラフィら . それとﾡ対するエーカー当りの総材び4 ﾡ 
む.

2. 会よ地と地上書地に対する上広の写項源本つ、 ての比来名 

示す-

5 かく て空宇写真振六から来めら れて上ー) - 左,ノ 総材ﾡは . 会

地安2つい て地がﾡな子材役/地上材覆 の回射そ甲くためて、 

地上ﾡなから将らる工-ク ー 当 り 林ﾡ と他めっく。 との ・ m は, 

ﾡ成スおける各林将寄のエーカー台"の修さた 総材 積を來め 

るのz、利用 される. 去は次のﾡりである.

ピ -- , (二P)→
Pースー

2 、 ごC=地抜内向の地上ﾡ木からえられるエーオ ー当 り材 項 

P=地長内 の 専天係本からえ らるエーカー当り ﾡ

N=地ﾡ内の地上調管zおm る採木ク 数

() G=ﾡ+ b(P-P)
乙、で G=本相号の エーカー当りのﾡ正さ Lた写 ﾡ材ﾡ

を = 地よ 内の会地上ﾡ書のエーカー当 りの平均材ﾡ 
b=上記の (i) 式から与えられろ,

P =/林相内のャーﾡ本 く=ﾡ米本でないめ の ) z っい

てのエーカ ー 当り の 平均* 真 材 械 くﾡﾡクラ
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かょ )

P = 地 内の会グル、サン プル 2フいてのエー ー台 
り平均写貨林石

下はﾡな永地に地浩。の写真材ﾡグラフ 2資河 した例 である. 

火 の流. Cockuan Czece ﾡ均の-神 <3sふク9エーカ 

→ Wとしてﾡ は、れ /た . の写と上のダル、サン プル と

2ョァのシ〜ゲル子天泉本が 験地央としてあたされた。 

ダブル、サンプルは. 地方ﾡな写孫材ﾡ/地上横の回ﾡをﾡ及 

させるにめ2用いら. との地ﾡこつい乙の "b" の億は m記の 

)式をﾡいて ハ3ラ4をた。 この風は, 地次内のある林相につ 

いての 写女石ﾡえﾡを決えす るのに用いる こ とがごさる./Pso 
エーカーの/つの及系し た針未ﾡ林の号ぶ材ﾡたﾡ のが示 

さる.

ﾡとして川いた林おは、 7っの写項と地上のル、サンッル 

と /ふの手孫のシングル・サン フ"ルであ った。 くすなわらな辻 

2の 写女採本 とクつの 地上及ホ ) 地央内の写文と地上みラ4 " 
ダ ブル サン プルは、 上ぷ血zよるエーカ ー台のの子均 材烈 Z • 
3ス47立方 フイ ートくﾡあﾡ経ノ/イン*上)(ﾡ)であり、写 

女椎だI2よろエーカー当りの平均林役はユフラ シャフィ ト 

(ア2 で ち る. 一林相ては、 予負推交2よ るエーカー均0のチ場 

ﾡはう/夕2 カフイ ー ト cP) てあ り、 地士とよろエーカー 

当りの平均材ﾡは 34eヨ シカイ ート ごお っ re - m の cii) 式2 
ﾡくと 次の・ o ごある。

今=を+ b( P -F
= ラスクス +/ジス9ィ <ヨ,/ワ◇ーユフワラ)

ニーカーﾡり ラスク 正方 フィ ート くﾡ宝迫征/ 
イ ンチ上)

地うやな席正を Lみいと ・ 妹によつて写 推え によ なエーカ 

一 当り年均材 利 と、地上当な)2よる エーカー当 り 丰 与 材族との 网
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乙、 ※ﾡ的なﾡ英 が存左 すろ ことは注百 ミ れるさであ る。

ヌ及新 は示さないが. ﾡ殿の外策ﾡの友系株相2 おける他求の 
みそ示 す と

エーカー当 り 平場材ﾡの 地上羽交 )zよるねえﾡ (ﾡぁ 沼委 

. へ / イ ンラ※上)

(ク長本) = う425 士 /夕< ユカフィ ート (2SE 
エーカーヨリ 平均材ﾡのメル、サンフッ ングスよと役た 
値(府 簷 正を///イン チ 武上)(→s株本)=ヨッとク 

ク/グオフィート くユSE) 
である- ◇

こめ茶材次るの エーカーﾡり写項ﾡﾡ必と . エーカー均り地 
上公のﾡﾡは、光済4の会米ﾡ株の担沢ﾡの2g c比eL、A4s 
ごあった。予文材試ねた処の教ﾡは, タeる (SE〜)てあるの 

忆、 ﾡ上ﾡ査とよるみと. この林相におけるエーカーキり平均ユホ# 

及(ﾡ話項径/4/ インす以上)は, ラ～Zの※(スSEご 

を有する. 地上調去のみご日じ有及そっるにめには. ノ/のの 

ﾡ本そ必そとする。かくて、 地才釣な修正名こな写又材ﾡグラフ 

の利用は. 結果的たはその 休相 に おける材ﾡ益えの 大ﾡ命な 収 灰 と 
なった。

地方ふ写材ﾡ/地上材ﾡの同ﾡをめる と, 写 寺)とよる 时,:： 

ﾡえをするのに多くの利るがある. 政ム大さな利糸は, ﾡ戸よよみ 

経ずのﾡやであろ。ルカ、ら をの 写 真 羽密か. / っの地上ﾡのル又 

にm墓 とすろのと同じなつ々とﾡ府てルたされあ. まは事ユ羽 

上翼衣の上 シ &天灰の状がには左る されない.

天2一投に行fPれている上四査は. 然本 プラン グムあるいは こ

X血C方式で配重さるとさ, 系めﾡてさる. こoことは、 し 

は、 しば現光 ごﾡ木 也の况息 を きめをこと が回な禄本2礼 とら&け 

儿は な ら なく さ せ る. タ•、ブル、ザ ンフ。リ ンブ ごは yブル、サ ン ,。

一 1 7-
一の也旗の行忌送定は、( この場合る々の写項てずさたﾡる区 

・ほ所ムの城本 名当ぶ) 見灾えない のみ かむしろﾡましく、

そ こてはラ ン ダムな方法で能浮 と* る減よ上 ・ 少ないﾡ木のなで 

今分病及の が ○どをうるととがてさる. グブル・サッ フルの有 

声更定 は、 ある優及収区仲な炎定 と結ひ、ついて いる, uしい、っか 

°芝上保本が ﾡ種の今. cee 厶•玲 お よか、か質た 期する 知 渓 

2 ラ るためz ・ るよ招ﾡに配てさなけはならない と すルは、そ 

A ら が"え すいと ころに配五すること がで さ る.

ヌ伝え法の利は. 平求区のﾡ型上亡受てある、 ﾡ物y 
2 0を ﾡしく製ばにに地上媒本出. その卒茶区cついて。

り叉找 殴/地上 材及 の 図帰名来めるの2袋ユっ ごあろ ろ. この 回毎 

そ?2と, 外不そ行うとこなとc そ○執茶反内にごのような相 

がざってい てb. そのﾡのﾡ足はﾡとなる でらろう.

み方文ﾡ

/ メル/吠a％を ・F・X・ cocと R A C&ew&o.. /3s A&2
? イ /etc3マ c Z2tye 2udyeauaz . 2: &oceug 
Setoee 4 ezcdt- ・ Bど&x / グイ ー/"

’ みと .きcんcc..とどと ・ビョ4 ,//クsさ よ; 玉ﾡ )



ﾡ交写ﾡのﾡ査法2よる玉経送

ろe CocZa ク2cズ&ccC 
-インt 2*と 42 , イ ezと2ど や4odzン-

A.F 4o&

ﾡ林優硬の分にはﾡめて1要な三 っの会があみ, の枚谷の発 

塁をそたご り用林生産の系林名営動 をﾡてるの2用いることの 

て る気用やなう法る示 すのがこの納えの 日ﾡてある.

一査 法 32 ウ2とz&。 & coue

/ダマ$ﾡフラ ンスの Bedarcoて た 44oゆhe Guanaavc が 

二 じめて票点法を提案 し た. Gwazawcd は 嫌林経咨は能卸 さ 北た並 

的方汝の食 と してﾡ用すべさご必ると主ﾡした 一人のx※倉ぞ 

あち-彼はフランス国ﾡ状の派ﾡ※退を系した. て商店成びに 

存林ﾡについその現在公認さ てい ち足ﾡにも及対した.

/82s 2 G2wocod c7) はﾡﾡ基)スよ り ﾡ烈 と孫そ とな字 

あすろ彼の方ﾡをﾡ表した. ﾡ商ﾡないのては, にの力法は次の 

源 疚キ竭 き 咨んでいる.(ハ ーの系小優ﾡ*上の立木のﾡの測 

*並びに その再 則 ・ 表木 と回じ方法によ るなﾡ太の経気と#が 

の剤て (う 新祝の契ﾡのﾡ新たて系小経ﾡ (笠示求長ﾡ)スﾡし 

た 木のぬ文 c 3衣ﾡに符られた結来を北ﾡするため立ケ平 

化の地方的材双まる用いて材ねをすろとと.

Gcowucved はすてz/ぷ4く平Iそフランスロ有林の承からXいっ 

いてらり, かの有名な ﾡな込 名 ﾡ表 し な時にはフラ>スアルプスの 

ユラに求て 二三の公有林をの方法ご経ぼ してい.

この公有 林ご彼 は 迫分のﾡﾡ名 天現しよろ とざみた ・ 状がxく 

夕は余り法ﾡとはかった. この方法め 発及はさ ら&スィ スの 

Mew2.B2o名 c/&48-/ラヨラ)とよつて行なわにた (4.s4,7)彼 

は /タタ 2 にいくっかの公有林にさらに核ﾡ 7ccckzxど っ 会 Qtn 
z, この優ぼﾡ共を坪入するの」にﾡみした. ﾡはXな法の尿型2X
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いムすためこスイスI2性ん. ますすそのﾡ行にあめ/に. x衣法町 

らせ能類会法2よ必旅ついてのﾡ否西途はﾡ去ク5年の月多く 

の林茶核*倉によってスく ほみされてさた- スィスのu 会地ルﾡ及び 

ﾡ材林の ダ意は状校共て用 いられろ、との初※にとって 好部合 ☆ 

もの で あった, しかし同令林の ﾡ林ﾡ 式が現左 とられていと他の 

地z この方 法 を 鱼用す る こ と2ついては次多の呉向があ み

具合忍いことには担ぶ浜受2 ﾡ祭 ・休地のよ振 び分 ﾡ後 2現 

ﾡす2 この風構万広は. 同ﾡ代にヒなえられたした- eacziacd 
(ﾡ 学株 2xなz と c ) クz&ce dz乙xzc(平人 ま 

といろいろ &名かで呼ば ているる理のおしいﾡﾡの ぬ倉 と日 

L. そしてその一部 Cあ るとかん ゲえ &けL な らない、

Kwnuc&eど (2 z よ Lﾡ査支 の 刑金 は K 林 zRﾡされては, 

&い. 客攻作茶がﾡ行さその縁そ失っていらめ合そ除いてら 

ら ゆる 林 我 た 宮 用 木 る の ごお ろ。い か なら帰合て 作ボ灰 ゃ 

wマzとク子 &项必 次林 の及ﾡい.2す2よ ラ 改めろべさ ごあっ こ, 

そ ルそ 外ルて はなら & い.

球程 はは 或 上 の も の で、左 期 戒 策ズ か、 听 H ま 正 n令改ﾡ政の 刊：」 

な方まご経努水木ない不晃刈&X父次校。 もなくﾡ用されて い 

ろことはた< 型解ごさる。

林ﾡ枚ﾡ右の中乙はﾡ去法を返用す2ﾡて 林分 を公会林 c内み 

て お かね)ダムらない とそって じこいる看が多い。

個去のほ客み法の系#のスけていろ所 ご 小浅は 箱公ﾡガ o 
そ2分布, 决長里, 生えはのﾡな, 8ﾡのﾡ脅う法Wぷﾡ以栄みの 

効承にっいて承の 交#る経客岩ﾡ伏す る. いかし この 方法 は 株 

型・ 及新のための技冰方法 立は 収 獲方法一 ﾡ分皆よが天行 さてい 

て 大 赤 覆 皆 戒 ゲ行 なわてい&いなら 一 の 川 的と受けない.

照査法のﾡ明そ マえる 派にすてz 約用 されたも の z/ えz こめ 

目的のなめに有冬ﾡなう支 Izつ いてﾡ明しよう. 不ﾡ刈位株分 

の 炭長 ﾡとを客を扱ってい合るﾡのスﾡをの大如分 は&A&n&x字(%) 

がそ救した/イくの引用ヌボに合まれている. ん.Awなwe,Ae 々わ
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ぷな法に関す ろ彼のﾡ絶 したﾡえの中に未林生長ﾡ決ﾡに関→する 

ス/◇文ﾡそねげていろ 心m纟 ce は "'次及林のほ客K査" な 

ろ楽栄深い 寄孝 にヨーロッパの着右 会体 に項って 3スの引用文 ボ2 
エしている.

これ叛 外 の 後 め て 価板 め を ろ 平は数尺. Booecc の行った4のて 

ﾡﾡかにらゅ2永ﾡ' と去われている. ノタ32 呼からるム.2 
-: Cheae2 wなc の ブナ尿 を 性続温会 でx会 しながら余マ zA4択 

次林型そまえて いつた- 分っ て いろﾡ りzおいて これか 翼本 (/2se) 
み2and ごの順査法のﾡ〜のWてちる。 Aonc は、ノ。の引用ヌ 

彼をのせた,QwS渓皿 </,バ パ2ノはドインの森林ﾡぼへの更 

ﾡ去のﾡ刑 とﾡ虫 と た ・ ﾡす 27により 大な2型財的択るのB2 
よらに生及を地えず欧乏することを日的としている "生産で座。と 

• eて い ろX業ﾡのﾡしいﾡ令2 それ 纟以せたので ある.

米ﾡごは Bcc 火なe2awと (2タマィ2ラ ? は塚査送四ちA先週 

法の状月ス び特 z Aece 2 wez o ま 海文 ◆林に対してはポ 

木次 木法の 務 用 を家第 し た 我. 初 の一人 で、ある. ﾡ○意想はの。z.
イc名22ta2 (33,ヨラ) その地の次ﾡ林ﾡみのﾡ迎と矛等2なよ 

とた.

A クeと (s・スく・スクチ→?So,=イラつ)は環告まスのスィズ 

/キシコ・ 米ﾡ て月 い らtているそ の 他の 成友邊 決足方 法の 地方 的 

6た用2ついて羽し これそやりとげた,

2ezze (s7) は米において大ﾡ校叩ち州の掲状の本林ヨなにさ 

7才まを用 し た系初の一人てある.

ルク• (/タ) はカナダのパルプちよの以ﾡ工茶込ついての西報2年 

とためたス4 ス。 4 A4ez ○ヶﾡを刑 した.

林今ﾡ地 メxoa _cctcvze

休林ほ営の盗とし 乙の状今ﾡﾡ②利用 く林地の直紙分配を示す 

休かグラ フ ) は/8 クお年。ルク皿セ々 zよ って 示さ た が Bccd&d&y 
パ孫びそれを及 りあけた/S夕2年 ごはあま り利用されなかっだ.
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初ﾡのﾡ商でぞば, ﾡマの資名女商の肉示には余 り方ダが払わ北広 

かった. 猛ﾡ別の本女がまヒ してﾡ柔#を将るためほﾡいらルた」 

町ち三つの 次い名な一 大.* 小一 別に衆豺 された. /8P8 
l2火4ocozz はフランスのed地才のそミなﾡの林分グラフ次 

央衆的な堂 す字型を厶 し, 系小から系大のも の2至る大ささﾡの五 

区奴の本教がを比区枚2示す ことをﾡ見した.

その後の研ご止の並型の童径分布は半対衣ヶ及殺に と

して表わせるこ と が示された、 このみ 法は林会ﾡ 地 およ び、我然 ;：壁 

のが兄ごの分析や応用をぶみこする. Gムヨクノ 

林分横上に次すを妥及ヌﾡは 子& (/4) り6c4 (S) a'Aeecuey
(・ Sck2Mz acz ・ とイいeレぴす (44・ 子222C222 (/タ のりのであ 

ろ. 4kzみん はペンシルバ=ヤの台な殊始ﾡの飛及の及次を決す 

8といみﾡﾡな日ﾡのため2 直径分記め 資料名利 L た.イxd&. 路 

は (4 (42) はガ ナの本林のふ資区数別め互ﾡ工ﾡ友及ﾡる 波め 

ろう法として ﾡホロット の 定期 對奏 ：Z よ フ て好 らした双不ﾡな 

林今ﾡ面の※料そ刑 い た .

クaye c3の が示 し乙 いろよら2大糸林の流経分ﾡはJ丁与型にな 

ろぷ行かあろ. とれは十分)て経号の行の 乙いる狄底原及び京公 

林の大部分をけごは女く, ﾡ会林ﾡは州の赤状の場合のﾡ又 か 

な 0 の若社の小 尤 太.小後及 び大径 用材 を か有 し こいる大 旅林にやい 

そちては* る。

か、、る指数也叔の特ﾡはﾡりあった 直極ﾡの木次商の比ス は両が 

一※のﾡごあることでbろ- 比の帝求 "み" の枚ﾡは相対的状か込 

及, 族相, 立地スべ経優ぼの殺未のよらに林かの特性るﾡつてスいm 
2示 していろ.

/) 至しい著横 そ) 直径の別の材ﾡのﾡ攻浜武 力 弁容 枝%、 

受の推束の 算2対する この図係の利用はﾡ合のとれ た又A林 iz2 
いて ク2z がﾡ略あ西 していろ.
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株羽書法 とと4c - 4-- スcxkea

ﾡ水が*左 し て いるス大 な米料のパルプ用材林て茶が行な わ 

れていたカナダごぼ初めて水上梭、ほ よろ 鹿赤别定を採用 した- «7) 
今日では,土地利用面相,土地とその境界,河)", 盛8 生堂物, 

土. え比図の裂スのかの経ﾡ,用材のX及塚や 

ﾡを描写するの 2統空写女 を 用いて いる.

ケke?t cc (3 林茶におけるﾡﾡ写真の利月について 

ベ 戻いき物を考いていろ。 クoe4nuex (sy,3Sは森妹理2対 

するﾡﾡ項系のﾡちょの様地の写ﾡ zよ る地位分想みつい 

て説明してい今 同じﾡなﾡ令がwとゅ・スα、Bez2x&("s によ 

り先生板 七の 分類 につ い て坂死 さてい る。

ホ状経ご若にとってﾡﾡ野良は橘めて畑4の あることが、足誕これ 

ていろ . 用材生屋の屋旁 計 風 2女てるﾡ合に上手くいるにはビら 

, ょ いだろっか? ﾡコスト で地ホ 図 や 技相 図2改→するの込 

写条枝先を刑いるのが重布ﾡど1平な場合であん。 この地ﾡは刑 

ガ銀や面覆推笈の比事 2昨弟に両単にす る。c%cwz c夕 およい

とゲPはアezedz4oceeP子dox ケ)で用いた方法について里べを. 

と#c2"2c%weacては得られた芝ﾡのﾡ及名上げるため, 裂団S 
た林地の看化系為サンプリングを用いた- Cutae よad ○な 

天料帝では, 三 炭油想 汰一 匹到 さ れたﾡの橋本内 ごの サンリ ン 

ゲー が用いら, 段好なﾡ米が将めた.

設 立 で は 2ozkeaac の 赤林週 査のため改反こ た サンリ ン グ 

動グ8cc夕んa() たより 展屈され 視照 された、 との方 も は写真 上 

この海 化 を相 略 し 写 真上 ご条作 ぱ、れ た フ・a ッ トキだス は太 の 

月り の/ エーカーについて写京プコト そ分ﾡするのごある。 くﾡ 

か 毋院困)と対して /Zuz (34) が用いた枚理仲サンプリング 

ﾡ ゲ 休 木 のﾡ ﾡ団てついて刑 いられﾡのぞあろ.

究的公大をは ぶけば"二ﾡ地" といわ乙いるこのﾡ法ド 

分の経ﾡ, ﾡ狂及にﾡプロ トの保本を分いる ここ〜あって



-24-
なく交価 な炎用ご行木ろのてあろ- 写負フロトの係本は地上 

Cﾡ天Sろ . 地の生産物ぞめろ会材攻スのその 森林 内の与え ン 

ルに#うの径ﾡメ は及糸夏みの平ﾡ状区 そﾡ交するの〜その回日的て 

あ8. 地上プコットの オ求 と写プロト の奴この相ﾡは定ﾡ為 

お材ﾡﾡたﾡ2与えろ 元分な心のてあろ, ﾡた林ﾡの場 殺性2 
ろため2村条ﾡが 才され8 てあろ う- 酒かけ ガ困环,な&2/以:忆 

や者2よる実ﾡの地のE分が不め季ム水状判ﾡごはよく このう法 

が用 い られろ.

Bcelotd はﾡかクラスのﾡ図が不ク場合 (ﾡ ・ o ) ﾡね因 

表う法ャ こ し外の統え写象z版る 方 法のど り 大 @れめ 系林ぶ4 
2このォﾡそ宏用する乙とそ示している. 包ﾡのお, スは消 

※な及によ るﾡ的ム林分の表化2来たす る口a 今 日ぞ» 行 & 

Ptに州ﾡﾡの本林査に向係した. べみ者のじを引いて 

いろのごあろ.

042222と く3フノ は BxeMfcシ4 Cんu?u&rz Cewoルレn (3 か、ルね ジー

facと o 2azcac S&ove の 本休 引査ごま珠的2行 たし の の ： 步,'.

ﾡ統ﾡ表法)2 ついて比べていろ この 験 はX の *を 明 ら かzL 
た・り)済炎そ2 椎 すろためにどられたな迫地上-プロ トスはズ 

リップは委後の番貨と して用いる場合そ徐いて 宏旳遛 た ○)最 W 

のあ浜登はる ・ロ トテ2全林木を分ﾡすなよ り4かﾡS北た年木 

の根本 から 決農 出 来石 .(5 日そ おいて緑 さ Lた一対の考夕 を利 

用すろととは消ﾡﾡをﾡﾡする有効なみ法てある- 文) 卜 

り 森林の ほ そ求めるには. 立方平位め後のそﾡいた方か巻区。 

株分大 いさﾡを用いるよ り及Lていあ.

Qa43ne ははさらに生及祐ﾡ及の株によ み林分の交化 a 左 する 

ﾡこいて 函係汁地の継的ﾡ去をる行う ことizっ いてゝべた、ﾡ 

統%し てﾡ天さ た平ボスは召洲さ れる禄本ー ットを有ナ る会林か 

の求長ﾡを決た オ る 各看の 况外的方法 を記. 阳 してい»。

このう法火原に湖点された次浜ﾡにﾡ ずい ているからそのﾡﾡ 

はﾡﾡﾡ及び回ﾡ程式2令まる統計的妖正にmらている"
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と鉄は:広べていろ、

永こ才した方法 アte とcとtoc /xcevcdec

累法は用才林の経ﾡﾡのためﾡ空予魚ス はﾡ的サンフリ ン 

グ2用いて大現板2海用 ごさろよ ろ)こ 感正 ござる.

ほ刷ヒ して 衣法はある猛叙上の会燃木のﾡXﾡﾡﾡに基づく ※ 

ﾡの光上刃ﾡﾡのﾡわっているは内ごﾡ用さ九た。このようにﾡ

ムをとろ浜用の高いこと多くの国でのﾡ法を校用するこ 

cと坊げていたのてあろ. (最初の西本資#る紙 (通叔接され 

る 林 光 内 ご番 汗新しい ﾡ木 そ 迎力 し 乙 滅初の地上 プ。r ッ ト のっか 

2ﾡなし (ヨー回ﾡﾡ終にあろ羽歩プロットI生すろ央長. せ花 

内 による導ﾡの受化2椎尽するためにﾡ代的&糸林プなの渋ﾡ 

2ﾡいなのゲ契ボ したﾡ法乙あろ.

杯の羽姿はた 2比べた林分ﾡ 法によるであろう. ﾡ大の生ﾡ 

そ容るにめる林かﾡを 改ﾡし, 苫長2ﾡすために本係が&こ 

みであろ フ,

ﾡ火ﾡ性質の 7のなハ 林相又 は地位がと, ﾡ付了ﾡズは不 ヨ ﾡな 

材つい て 修正 されて いるが 氏ﾡのかからない函 化がこ の® 

※乙の一率と し乙ﾡ来さ»にた.

派句 の 書 ノク叱ル^ ◇クezez <xw-

登M の*あ ご野ら ろ逃太ﾡは次の礼のを念むぞあろシ。主ﾡ 

ﾡﾡスはﾡ類別の本な及び林ﾡ, 各酒 肉 の 2ム直 終孤, 極次別のﾡ 

ﾡ . 道 扱別 のサ履 分 布 . 岩粒 およ び猛級別 o 直 経求長 ついての テ 

A命*料を うるため 地上フロット 2おけ之ﾡ本木のあ浜催査 

用 い らしるであろろ。

ﾡ空写貨は と の上 っ は契や祝朱さ北たﾡ正ﾡぬずな休系のこの貸 

夕田" って 木質的 の此の で坊 ろう, 写真フロトは&とんん24 ケ株 

互 し を み顏 を 打 う ため2プりン ト上z スホッ ト さ tるてあ ろう- 地 

」プロットはﾡじ杯にﾡはrL, ﾡ定されるであろら このご



経営がど程 とすろある正ﾡ及を得をのに どな フゴト数名 宏 

太 ろ.

経さ ごのため翼つ た分ス はが分状ﾡと定める場合, 流生号兵 

上て林地2図化すると撃があろう 図とが用いられる スは用い な け 

ればなら ない限矛ス はﾡ営が次に図のある司ﾡごある.

製 四 北の F ﾡ &Coz d c&ocez&x.

全材ﾡを得るにめのうなには, ﾡ生写魚で天ﾡに恐を図化→と 2 
妥の ないことが示さ止た。

手細なﾡ型.株分の大ささ, 政宏ﾡﾡの図化が赤林ほ必方にゝ っ 

て木笑的はしのとでどていた人が多い, なヨなの才式では団化 か 

材秋推炎ﾡそﾡみた めの牙/商C その場合族木プコットは回 、 

のる居 の中ごめらる。

ヨ炊本林優ﾡ着はﾡ天Aﾡﾡを2#ちﾡ米的な後ﾡ名するため 

に所T有地そる林分ﾡ2区分てさなけルはならない。*察的な卒ほ 

動を立てろためほ , 商体米式系場のぺ.R.&oyo&Z (3タ) は林地の 

坂め な公ちと ついて次の深にﾡ告している。

林未枚ﾡ岩は一般z受2名し て ・る源に忍と 依寺はく# 

を もっ てい な. このことから彼今はム未るばけ多くの株相を回

査 経昭のﾡ百で※めようとして系ﾡ2るしているこ乙えろ. こ 

だけではく, 休相図は各株ﾡを約/ ダースの林分ﾡか故しない

ﾡ り 及好のる の と し ない係に忍之 る。

数多くの 級の 状用は火 政の回 ¥ な り, 上 司 は会動 な 央術 「二 

なるのと し乙条るてしまっ てあ ろうといらとと を牧は示 し ていえ

図t法及び地上プロット2よろ廻地県念はんタズ% タタ々2%. zっ 

いて C4oa乙 <2 ムw く44) がﾡ略乙西 していろ。 ス2の林相4 
の林分の径級. 3っの改ﾡ及次に区ﾡさLたボ木図をﾡ空写ま 

から調製す る責用は <akc 州とヤ炎州zわたろ 3s,og。 ◇goエーカ 

一)乙 ついて エーカー当り 平均 Ssセント ごb った。こ、 z示 さ て 

いるクラスの多くは»長 新, ﾡのため2かなり点激に姿化
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るとこ がこの旅に峯組な価ポ図化の作茶を進 L く する -っのﾡ園で 

ある- 地図西裂の々eウ・ ?ォeロx zついて, 細かく分ﾡさてい 

広い 方 に は なﾡ 田2取ろサンリ ン 2よる 受合 を盗月することか 

どそとぷっれる- 表る 地才のス囲の林相を与えらた米紙2 
ついて 航空 写 貝 で、利 義 しﾡ預する こと なけをね茶 してい るのて” ある. 

共分 の経 災スの孫ﾡ及災は森体優営のﾡ地からは一時ﾡのものて 
あみ。

2 ゲ畑 らははなないのはﾡﾡスは主よとすあのに +分 な者書 

グめ力 か 我ぎす れはえ らi北た株分はﾡ可ﾡか否かと いうこと 
乙め8 ・
ﾡ米性のからパルグ市場のある地方でルオと L 乙及糸ごさ 

が任妖のっ林 木 ・ 型』存在 サす ルばそ の杯か はを茶可たこﾡ x る.

の井ごは零項上てとﾡさたろ系小の忍は少く とる4。ェー 

アー ビー很 には/// エー々一でおろ。

作求の細か

大業災は皿ﾡ地形によってこ分ごルる枚区 (4ece) これ 

るぼ雇上の大マに今ヨさルろごあみろう。 こ九ミ めに林と (、 い

Pより小さ い私なに区分さらてちろう。 ﾡ小、平区可ら株姫よ糸 

ム旅林規正には役て立っが、ここ て迷 ていろなﾡ田 にる サン 

ゲリング2よ る社羽査には助け とならす, か えっ 乙 陣害 と なるこ と 

が夕い。 モ茶切の細分ほついて の才法が投茶 されこいる。

だめ ら れ农 回帰 耳 の 耳 数 と 同扱の小班ス は炊区にボ領内のﾡ英 

分の全状地を分列する。 ﾡぶがか& り 相異 して いる ことか分っ < 

々ﾡ合にはこのこと2株 . そ4す2 繁惑慮 しはけL &らな い. 

その目的は今 石本 池 茶さるこいらより 攻林 a 2み年ほ ド 号

*注 C2ez4 (/ は正京を 一旅な液株ﾡあるよう2斉 

さていろ休" と交るしている.
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zする 乙 とである.

枚、 探 予系

各枚廷内のﾡ茶林分のﾡﾡ乱石, , 時項を計動するのが炊杯 

予天茶てある. このこは次子及まごの依林量 の 4 たさ ルそいろ株

につ いてる このようなヨ査 を必挙ヒ するのご と北ス系ﾡ査 

zおけろフロツ トの弾ﾡをど番とする ご力 み ラ.

ﾡと 四 ﾡ年が/04 ごあ れ はそ の期をﾡじてノ。ケの小 延ス 

は放区が末さ る 乙と2皮休予定条は示すごあろう. 経る 互は 

ﾡﾡの依林動そ面いて, 年林こルる石衣, 材伏が込衣さて 

い©状地ににけ率周ぞきん- このろ法てﾡな全み2 る . 炊 し", 

体系がﾡられ るのである_

&続的調会の枚ﾡ RoirweZoa- Zckoucチ2と

快係千た※のたてら北た休地ぞは, 兄を将伝しており、 求ﾡで 

さ ろ. 技初の 湖なご得ら『した金探準用は,枚林査前 ま で 函 し渕ﾡ 、 

れゐてあろう ほぼ、、同数の新 し い地上ﾡ卒地が砲ﾡ林分てﾡめに 

n, 攻区会ﾡ2ヨな2会ﾡの民好なﾡ天ﾡを料るため 同時 

ﾡ交さるでわろう。 ちこなうﾡ統み意から将ら ゐ表はﾡ 

ﾡゲ子来さルて いみな区について, 許ﾡな様受のﾡ正椎えﾡも与え 

ろごめ ろっ. 新らし いプロ ッ トの遂択は &dcslct2 c) ケ量 4 た 

はじめ ◇ヨ査 と日じ ﾡ計的表て依るてあら う。

ﾡた可ﾡの大 ささに度する小怪本 ○ﾡ示坂長, 査後ﾡ洲ﾡえお 

け2残存太のぶ長受スび自数地死2よる消央は, 系初の調査プコッ 

卜の重測によ り株分内 の真の 英胆 とし乙示されるてあろう。 画 川」 

ロット の就項 計算 ば一貧性 を与之 る ため)2ﾡz 河いたものと同じ 地 

テ的立方*位の会本を示す材ﾡ去を刑いて行われるであろ ら、 

このﾡホロッ ト の 継読測定 は於 末の 照 施法 の/" 2 %ﾡ契本: 

同じ妹分 タ化こ っいて の 資料々与之 るで、あ ろ シ.

老の内z は大林本の写女コ ット ぞﾡさて (るとはえち4
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2 の 小 教の地上っー ッ ト から将ら た資料の頼性2っい乙はﾡ 

日をって いる者あるざあろう.

気ぬ標本は本 岩に量余田印ち 茶ﾡの株分状をべﾡして いろ 

ごめみうか.

地家述の 計車はﾡえﾡが項の材系の士ﾡる*内 で必 ﾡ てさ る 

という尿ﾡを与之る. われわれは 5〜/e% ストリップスはライ ン-

ロツ ト細ﾡによる 用林林のサ ンプリン ゲの総※ 2契めている。禄 

*2 糸するた めてﾡﾡ写系およ び立べ的 る用いて神正す 

n ば卜数の プロ ットを用い ろばけごﾡ友つ認いお来がﾡコス ト て得 

ら九と。

許窓なﾡ 番 42aw&2 cxt

表求象とな る 用 #を今むた不がくは公区で与えら と回野平2 
ﾡ じてﾡさ れる許な材ﾡを椎定 する方 法は次のﾡ 0 ておる.

/ 及初の羽衣の 地上ロットの 祭本 から2 w査冬区別 の千均直区 

今布 <エーカー当りの木我)をすな. 举対数方取灰た との渡 

をxﾡする・ 当通牙一回に示すめのと なグラフが得られる。 

これは利用ﾡの受初のさ選を表わ していろ.

乙 C , b. メ次別の及致 く上コット の探4木の我及量或は 

テノ回 の回 の区り I2測 ら北木か ら決ミ される)から o 承 

ぬに子ﾡこれる直径分ﾡをプロッ トする. おﾡは土のﾡ初のﾡ 

ﾡ予ﾡのために部 分 的に我 ﾡされわ 林分では月 かルる.

7 林木の生ﾡし 将る受大の径ﾡを決ﾡす ろ .例では (2チノ)依 

2ス久みと し てあるのこれ外の経紙とすろととる でさる. メ 

… カ ーはど受どちルは平木の場合)て は この 限小 を 上 げ、る椽拈 因 虫 

太め-

4 ォノ回の可ﾡの終りﾡらノ○牙後Iマﾡ特さ る株かの & を 計 

すみ。 くLococc ) 7eこ(3の))cよれ 経きされてい 

ない大分の林分の意及の炊ﾡﾡに対してはき ざ る 原ご、ある, 

例l乙は、く子/) 8=/85 とした.
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5 系後オー回の回ﾡの然り2ついては, 上で引計算こたの

より糸分小さい? を天める ・ このﾡえしてエー ー当 り殺分入さ 

な材ﾡそめつ 平均林かが恐め らることえなろ. ノ2年月にその 

数資は =«み5から8=スク5ま ごヌ化 す a - 浜ﾡ耳 のみり)a 
は、 くスィ スの全令ﾡ米2丘い ) 4 か、ノ今のみとなり行るの 

ごあ ク。 =/クsの 条空径 4w〜2ク必マついてオノ 図示 

してあろ.

6、 ﾡ株 し将る受は = / ク 5 の祭とネ/回回の総りにﾡ特さ 

t ろ 林令 について プロ ッ ト されたﾡとの回の本 数ざ表 わされる。

こ の新ﾡ攻状型は . ﾡ左必系とさる政大の径奴としてﾡに交め 

たスメン以上 z度 している必木と会 乙合んざい 合 .

/図に示してあなよう そ及択さ れる公のは翌に/ス〜ノ4ぬo 
木てあり こめ部かの林分グラ フ ごは料の本数, ﾡがﾡ 2 こ こ 

に なろ ,次の 年/ス ノケ〜ス 火w点ま ご水え ナるz十かな木な 

が攻さたている- 保率地の次目の再列の孫, その, 受候糸 

の下 ご到ごさちﾡ大の用2生ﾡするの8運 L た夕合のとた 

林分ﾡへと 修正 さ北た初 しいみ のﾡ は 2 項 の 守びく てめろ 

う。

花ポ方法 e 2teztoaイ イe 22aZZco

この方 産は 明 らかに 魏初磔庵 に 認 い て ぼう大な西類伝作 米2行う 及: 

受がある、 ﾡ続摂の予は炊林直前まご炊区スはそ 外の正認 

でう斗行 なわ .

この方法のﾡ用は 比ﾡや 程 いっ W え "スooog2 エーカ-ガニ 

米ﾡ内 の茶林分て力ろ ク2e, 22エーカ - ○及初の羽な はﾡ、面 x 
につい乙エーカーきッ バどセント ﾡ茶林分)て ついてエーター当り 

今クセン トの孫用ご3 ◇oe の写兵 プoロ ットとうo2の 地上 フ。ワ ト 

を用いて行うこ とが木/に. このヤに は負ま , ﾡ化スび地上 

D、フト炎置上问保,先行 予負のリントのﾡ用礼念まてい%.

との法か一たんﾡ行されたならは ノ2超の2»,ppp 工こカー

-3- 
ら区のおの おの の 連平鋼春は /2週 のﾡ初の ロ ットY4e 
の新地上スコツト の再測 2災裂 とする。ﾡのリーずーとしてその地 

方)？ 見験の激い技備看, Aウﾡとして対ﾡﾡめきそ夕ﾡすは こ 

の茶は中ﾡのﾡがのある地彩ては的3廻て行える- " 彩か除 

しい程. 浜時同をめ受とする.

台りのﾡ能卒のコストは一写孫, 地上プロット, 写央ず装プ 

a ッ ﾡ化. 史學 成 そ合めて- ニセム/クエーカ ー攻こ2 して 

/ クg"ド ル2ﾡえない てあろ シ. これはよエーカーヨり的 45よ セン 

卜2ちり. 逐委斗としては比政的安い英月てちる。 s～マ2工 

後 に新しい疵空 写真が行られるであろ う. こは. 経客若かそのﾡ 

目&ぶ可ﾡな径な)2な浜する林分 2塚なすろ ことを可!zする- 

この 写 具 は倒化の,义象 か、 ある . ﾡ茶可だ ごなく はった林今は この時 

2方昼外としなけれ ばな らない。サンプル ブロット の、与 支 川 友 の 薄 

タが次反ことから新し い面残ﾡが行られろごあろう. 今え ら 

ルたな 内てﾡにてをﾡﾡとなっに林分は会 てﾡ列のﾡなてﾡ い 

に方 決 ご庶 木 溺在 さ るごあらう.

こ っ互会休の及所は , こが必系的)と と () 入』とらた ならば。

こつ は休分の 委化 と共とすたて し ま う ので、はな く, 茶の効

R/正 堂ド. 安い コス ト ぞﾡし、 ホ林ば毛治 と絶え ず林え物の私量 

の生圧ヶやへと 歌びく ごあ ろっと いうことてある、

( Aaeど # ラ+e0す %./ $- ペo.s Pss夕-Sッラ)
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税利林か状株表 に.る 話ﾡ の えン と 正友、

C

一-33-

と
図 / ﾡﾡそ決めるの)z.クcorutLをどめﾡ

フ. 夕. /ブ G)

切 な求空号 か 分 プ ロ ゾ ト の 話税 を求める I:受す る時は、 

日じ7 ・ ワ 卜&究池で測するにﾡするﾡ向の火。下で足る・ 

[/がって ・ﾡ安子戻に4 る利ﾡ人が上契金の ﾡ及匹飲す る 

な6 ば. ﾡれ区ﾡ政Iに 工 る第! 会 r 型要な為稅調壁みと な る .

旅歩 季眞 に俵；期 丁 1 誤.足か 県因匸 し てて・

/ 零 ﾡ測足のﾡ 愛

2)ﾡ会 ほに ・ る余求ﾡ表の甚規仰のﾡﾡ

3)SIr:フロ 、ソ トク油が送

▼ﾡ犬もﾡ生等産Iにム っか枚ﾡ表い ず :ﾡべﾡ& と京部 

を載基の親習, うけている。4べ訳どはﾡ足&報※〔行う か、袖法 

7ロント救&ﾡすさYげ:工り 式夕 す=とか※る か： 不知ず、ﾡ

クAなY り ては式ら す こ とR茶/いハ.頑統断が:

葵、愛か5除くことか大セ:広ってくる ・ こ承へ孫2 大ミ か 

ﾡ上西去バ対する充生手兵ﾡ査可ﾡﾡヤ利点をえ丁 で e , 
のか文ﾡめてﾡ負バﾡ浜(ﾡ人I : /ュ2と。oてマイスIル
イレメ - を代っバ示トフ7 イ レA )&べって 、ﾡ光会ガ う分ミ 

て っ r 詳 細 な研 先 結ﾡ &示 し<し .

雲喫ヌ犬係 八と

•街紙鉄 Lと回ﾡIﾡ微ﾡ択との 吸佐 ・ 示す 回 部 で携 空券 ﾡ烈 え 

各 ? 及、S 次 p る八ゅみ研 ぐ行「わ4 tr ((0) ・ー3係 総 とは 外 V 
ﾡ&界ﾡﾡ応ク和欲及 [るる め < みる・ﾡま呉 1にぷ ・ < ・ 

ね ﾡ〔うる ﾡ界 囚でめる ここ か てこる・ 社及る 対 awiま、 

チは ・ 測た系件 に 判 ま 右 わ ﾡま及 と(:よ り・長小 白 s m か浜 ベ® 

,○杯まて攻っている。 のﾡI父わf/太が衣/、 ル エ-



カープロ 小上ク3本の承不予ﾡ動の安である。ここ 

ビ Ia プコ ット毎3\ の塔ﾡ 朝)足他 か 雲でかることと示、している。

従って ・その平値のポ誤ﾡi. シイ5～す- 項ロう3へ4Wで 

ある・相 ズ 的 " 前ﾡウ ﾡ季ッ 柔一た て って /◇文でみる・ﾡ 

に て 4各プ ロvット、ついて、ウッ 点 だク 測 a2 回行 ほわて いる

かウ ・ 魚念たはzHろ クとはろe かかと相対甲ウ"及 

て、/タ エーZーズロット当リ おﾡ 2 あか す 方な式久分? < お 

「ば、ニタ ク］ 定銭 とハiるおA の旅跡会22舞て生 s -
校々の永分ゃﾡ表はなが方ﾡ式て5え 1ている。

T 二-5.434C 十 ◇./34 HC
マ ; ェ -カー 7ロ v卜。 プレ 上 o 立方 ス本。 

c; パーセント てなわ ・ 7、ﾡ対 6ラ ッ ﾡ点 .

H ; で わし/:ﾡ分向 ( 5 本、ﾡ高み木 均 ・

〔ゲって C H の利測た係の あを』c ・ 5/:ェる か散3 
ぷ=(-夕4:4.Jc +(o/44 Je)= く o/scz e4/

=・ミ/フ + oo,テ4 H) dc + oc/rく c- )
おみ測足ク採所孫 とそ～4 ・相対ﾡ ら"ﾡほの頼牙ﾡA a 7 

メ と に/ﾡのな分品 c相対郎ウ ッウメハっ、て c/ プロ w 卜お 

病 の 交 屋 ケオ/ 板に示して る ・

表/ 二=示しこウる催ﾡUるIは ﾡﾡ定の照属べ浜呂 

I -I るプロ ット ﾡの項ﾡﾡに プロット4リ c。～/s○扱カフ 

ートてカることの示さ M ている・氏な っ r あﾡ にェりヌ数07ロ 

ット &課※し烈だすれに、本ﾡのﾡ4をゅ5 = z w てさる・ a 9 
プロ ットについて ・ 4 くク州ﾡ西ク2 日ﾡえし:式黙る来か2 彼 

示 Cてある 。

ネ2 利えの糸 としてほ・ 利たな反I独ので ある様バオノ百と 

オ2 回 ク頼測の同 1: / ﾡ」以工 を おいた◆.各刑統 F/によ り得り I r 
平均 プ ロ ッ ト本が こ 部べ てみると、 各判ず風 つ概烈 値 商 の ※ 4統る 

A 向のそ よ りも もか ミ小こいことそ示している。 このことはﾡ ﾡベ 

系 えﾡ契ﾡの あるこ込、 即ろ を者 向○&すか、大 さ、ことをテして
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5・ =クデーターク 会点 ネ なネ 5に示してもり、 これにこ考 

クエしい:こ &示しそいる。

あき プロ"卜に工 るか依:き に るかK e F犬えで 反ね 

?周 と軟 At有ぶであ 3 ・ C たっ て知就為间には童大な乗 

6ずをかる とﾡﾡて sる・ こか Cﾡﾡ信っﾡ内っ余Kは小 ミ く. 

クがﾡ備Xはプロ ッ ト 些 り4 5広方災る =な い- =つニヒから 

ヘウ1死系の剤受価けは. 一週向八羽丁内でIは、かなり一棟をお 

二 とみ今る, え甲 り 例 かめ 毋真 しrプロッ トﾡ本へﾡ4ﾡ 
(内ク限差 と 同 し、' く承r不明 のブロ ・トメま巻1に 工 る祭送 2 
んでいる。二はフロット 本病 &ﾡらるﾡ^4 バま をといわit.

当り ク/立方。てろる。二◆平ﾡ本終は48ﾡ測位ろ 

果て み 名 かり、 系ﾡ的ず星のない とすれ・ﾡ卒ﾡXはク行=/。 

方※と な る か、実業 年 して少=Yグス立方 a ろ 格上 I3 
る, この孫:大さ/示認的ﾡとっろるこY迎当なﾡ地ﾡ、合にま 

< &川 既ラ々系ﾡ的ﾡ送を交めるﾡ由か生ずる ・ ﾡ定で似、 

t 相司 "大部 余は 4e〜夕○ﾡてうっ 向& ば4○〜タcダ乙が 

/. ニカ 通.イ、耳 測定低 の漏 然訳星 ・ ・ る本糸象ﾡ (エースーﾡり 

ク、^ 今立おﾡ)な生ずる・

ニク 松ミに お りるがベX+ クノは方ペI=ク紀園あミ- & 

ロv卜Iについてﾡとうっ 向夕 こ 改※ c ﾡ 天 すば. ロ ッ ト 場 

•”由然郎,空以広慈！： 戒すニ >. ム※さ・ ﾡ爵列足ネﾡ/おAぷ 

:か広り大=い忍器2も～て u.ラ ウる(ネ/ うう人 合こ 

り•く コ 回列た するとﾡい。 = "杯!丁 日 ッ トなAのポ浜 

バプロ ・ト引 り e ○の方ら2なえる ことaが んり . さ 6 に 室契 

だ伯の 契ﾡん疲ば 二れ上ミ/、こく/ろ.

ﾡ会野項によ る か求 積 表未た代のまﾡ

- "金 ・/ﾡﾡ学界ェ る 林爪執 利衣 甚ﾡみ点牛ず送 

タ エー -フロ ット 当 り ノョ が でPる ./ 1たﾡ
ﾡ I、無 N係広 三 ク込、I →相 ﾡ、百 -ろっ商央 ゥ人か:お( る
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及産「るもの乙ろる。 そみ帝照プコットﾡポっ本定4、マよ-1. 
多及ﾡの祭X と枚ﾡ表ﾡえ像のあメる 念い ず広りんu。邪 ろ

Se / Mた 一親

xハ /• ﾡえ位み誤2: ・ ラ〜ロv 卜代税へポ年ず星

& , 一足値の部差に』4ブロイ トが;狽ノ樑摩訳芝

p ;・プロ ・ ト校ﾡ のポﾡがえ

ﾡた復脈ぶが星ふ ほ4○ユ4 ・、2位ゥ設ﾡ/c ノs 
女おみてみるから貸ゅI「プロw卜ﾡﾡのﾡﾡえIアロ w、営 

り/-s 立るで あ < ・ 松ﾡ表のﾡえ位ク本象メほは一て・バョ 

土方 てろるから和 え催 i-エ さ旅象& こ4。立 うス エ り小さく〔 

て 1通方 1コ レ い。

現地合に』るプロ v 卜枚ﾡク系託師行送ク修正

点為 :没んだいくっかクテチプ ロwト に ﾡ地 て期たオ る =と 

よ り ﾡ2号兵額伝へ現地尽合いな さAてる. ニa チ央西去ク 不 

鋭9がそm ろ シ1統 n 前 o 契を 2承く : め の正、係、&。2 引耳するみ に 

ﾡわる・

大宛奥岡衣をは友長登、ﾡ像、 久总特士雪べホ /ゅにいっ て何 

個方のク現地ﾡ去2行 an f2 ぼは ら六いで 二のこヒに 3メ詞玉 

の 降 と E Q ら な い・ 窓合プ ロ v 卜を正ﾡにめる に I 
では 』ば/ら .プセット翌 来 クあ近ほ 一然々 枚尔で ほ次 し て 段に 

11 ないな. 不規則は林分て は大切 /ってくる。 両単"f り ・ 承経 

ﾡにス天さ A1る あ正保数 ほ ・ どﾡ x 執ﾡ o プロ "トハ:L cも 同 

いでめる と依送アれI ・ こ iti次の欲に表ノ ・/tる・

f= v/Te
s ; 修係名

Ya ; 詳合プ □ ッット平ﾡ な橋

Tp ; ﾡAプ p ・ ト の 平拓 毎 A 救頼
虑卷プロ シト の奥ル:御田、 P,る本分、地/.メ相に逆ﾡ二北る
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fで (こかく用こ4 る本糸な> の微送 2うJないこ矛える=と 
ヶでさる ・

R合プ コ v ト の 平均 字 庭 ロ ット本ﾡ ○契X は . 各年 ・ゴット 

°妖を と 岡合プ ロッ ト炊の 秘解s うける. 各プロ ・トク多メおﾡ っ 

孫年あ及は平ﾡ本がのプロッ ト I対 し て /ュ s 立るてァる ことか 

余? ていそグら、 "個 o 平ﾡ多受ﾡ魚 .銀義 は

Sp = =シテ

G% SP " FP ○研みメ てろる。 f= ッ, でら:め。. 誤差の衣 
才決別かゥ

"-+.テ) . ^
F 、 7テ-
▼ =チ( TP)

リ f=()・() •
の方任式&イ:フ い てﾡけ, 

ペ=〔(号)・())

ﾡたの S ・例え。c5対し て ﾡ A ﾡ合プ ロ w ト 枚か 

そをに示! て あ る板 に、字典 松鏡 e f 名に対いてゅ る = 2 .
るc ﾡ積の大たいロットの力かハミハプロ ・ ト くり；•【 抜 o

今 7 ロ ット てﾡ a よめ.何らハる・ ー- に 以受& ロット契 u 
° ～$○でろる・ ﾡだの合にっ . て示ﾡクf & 就. 再 ・ , 

こ . ど位ロ ・ トないる かかr余る。

ﾡ K 歯 去 の 柚 小 a そ

化み3をと本 呉あﾡもﾡ氷ﾡX"ﾡ客2呉ける . これ,、カ 

条X は鶏 A ◇仮ﾡ衣 と定僅 ク契エ工 が必氏係救 ○秋会-一

広っている・ 和Vろ各 エーカーコロ・ ト本本う柚 永& & Jc 
てスわせ ば. 単-プロ ッ ト煮 柄 の他 定位 の無第護爰 Sは . 

アャマー ・♦― 零ﾡ ・ I• ・ ・ *ャ ﾡ 季 ﾡ 「零でで ―••a 番季でマーママ - ** " ・ ・
S =/ SCSp)+円(S)+Sc- V=5 ・ F

士 •較的 1 ーオ 本林・ 林か ・ 承 ・ 林私ヌ は フ"ロw クるはエー 

ィープロ ット 力 平均枚がクタﾡ係 数は 2。～。で»る。_ K



は、 ノエーアーロト やが ズしこ. (/c〜2cダク永

ﾡﾡﾡに相当する ・ 

Sc か"平ﾡフロ シ トﾡが . 利 え ば ヲ。 c 立カの 引 ○%Iに#しい

と丁ば- e I ?0立方ヒ&る。

刷Yしてf=/。+cc5とする. 宇良第登： :45 エーカー 

プ ロ シ トみが○ﾡ衣ﾡ ia
ぷ=V 7-てzす+。25-(。のう= +ダ「2 = s ? =方

Mm / ェ &-犬っ優とす4ボ、教2』e 坪-プロトク 

ﾡが社定Aの裸ﾡﾡ&る呉えないて ﾡ当はﾡ切内え て夕化 こせる 

ニ ヒかるミ る。ニ= で大セ/= とに然安本民かり契犬さ「アロ シ 

トガ族雨 の黑 率気受 うaく 契 c r:ﾡ上ﾡで術 6 Atる さ •ハジ あ 

2倍るろる というこ とてある. Y "孫で埼 ・でも ・ 池上ﾡ本にG 改 
丁 5 ﾡ去ﾡそを得る I= 光上調拡へ ﾡ合っ 3〜4省 o す具 フロシト 

と 列た しはけ iな ぬことと示している ・
=の孫な報タ . おェ び死地尺合に向す る秘明かめ • 長9係教"小 

さ u・小、本本に対 L て I9良西抜ウ双地店合に9寸るプロ" 卜放 

ルuプロ w 卜 で新査て ざ s ﾡ合かタ ・・ 鋭2今支 から 直再执演 & * 

先する豚ク 時岡と質用 i:つt そ乙 ・ 式亂旗鋼左 につ い てえ 

る デり である。

• 逹 里 ―によ る表会

- シ シルニヤ六っ学件 〜e:cdン P～人 さ 

○がで4c c◇工-マ-ク西査ロ 系が2経巻 している 所:川 

した 笈議茂の デー タ と して/史 われ /たもの ご炊相 a 殺余塗 →て おリ土 

ﾡは研ら か1塗っている。 ヲ5P.4エーカー ﾡﾡ林、&合む 三の地 

ゼ りープロック をを感条否査ためﾡ別I/ ○北上ﾡをる 

行 った= こ は城2写呉/ 1 祖の1 ぐハへみ味と な り ・ スnﾡ 
の生中西本の承型&検討する及会25入る もでろる とあえ/た 商 

ﾡ地2 用ﾡ林ク平友苗ﾡﾡ エーカーちりや /se。 立方り ・ プロ ノ 

トサリョo。 力 叭で、乃 る, 佐ず兵によ り ﾡ足 し /= プロ ット本株

-3ラ-

今( っ 4% べ誤、ﾡは所 記 ハ ﾡ リ . t = ロv卜台リ 土 4o 5 
. c =プロハ ト当リ土 ノノミ止方ﾡでるか"ﾡ々のプロント 

、 壊率畝ぎ. は士ノ=二 立 カ ス て.ク る - 土 ゆ正係数 fにいてク 

※に依だする。 5=ギ=/ て評な否をc。Sマ52茨た「る。 

する- 二の為改でfEウるにパ ・盛、合プロ・トﾡ1年c 
,丄• ita 分 ない。

ペ=((需) .(キー((キき(殺)〕一t5= フュー ・ ・ -

クスフロット み・ﾡ およ ひ、航 空. M■臭 で割 足す 「めiSit/= ・ 
=ヘプロ w クバけでなく ﾡ橋 し/2 ゲ p ッ ? てり '5 4tるか " ・) る 次 

1 2合むﾡ 三川1ゥっ7ロv 卜恥 ミす兵上で示ﾡに迷 * t/ 
ﾡIにJ点合ペロッ トは写兵ﾡ去に便われたロw 卜ぷこ

強
夕 

«
- て いる か 特株ﾡう ゲ ﾡでめう・ こAップロ ・ トの デ 

か・ノ図Iテ、(てうる. こカラーン- をえ

J-v= /・/&ユ<

•こ のは点-ﾡﾡな成登Ia.
SVa =

ST7。
土夕/立るら

土 9ダ i5らス

=土*ク 立ろ

土o.oユ

-しか夕 f の称芽索屋 はもか鍵/後是の 発 明 内 にら り

ﾡ 合7 ロトを測る撃のな・いこ と かかる ・

塁用 は求まこして ロッ ッ &合 かﾡ 々 の 林班 に u 
2行 っ/=. 豪紀 的 /設(に』る仕 意。 べ m で手点 ン・ 口 w

. こ、上

.....................

I' ご ミ

列 安 &行い. 測足こ 才 / プロ ト#で名 る 調荷 こる訳をと 実 際 •う 

メと と%隊 して解 2行っ /た- ニ^及ホﾡべ科総択ように示す。 

ク次ハ5 林班 ◇今こi、〜フい,て「正ミハア:今項 チ、校 7费 と ぷ

ハハ り て ﾡ 神相の 今 6ラ べ社た位 でろる =ヒ 人かる ・ こゅ:午 

笈り砲 ほ一にA. ・三とがか そ ・ 二 u 一飾 情正系 タ か個 々 ク 

必近ク ﾡ1次神 式で カ ク t/=/ で IIな くて プロ ッ さ休に っ い 

• ・A5 直. 保 数て、代 こ ハtこ, :ヶ の v 乃 え る ( ハ、c生 c/= ﾡ
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二はピれﾡ的 ず た eoc はは かり ・ ﾡE係名 f 次後越ヵ 

ﾡに対してﾡボに並っ二とほ力り えな しという-こ &箱為 [なけ 

ヂなら ぬ ・ 次段商 a会プロ ッ ク (= っ い てﾡ立:先ﾡ多兵西を2行 

う 二 とてろる。

以妥/は冬祭ﾡ &oc今ヒする. 死を子/: ・ る 当去み プロ > ト 

本積ﾡえﾡXはロ ッ ト 校横太足の象昱 . 相浜、星がﾡﾡ4&、 

修正係表のずとのや3 5 ラリる・郵ろ

メ=ノCバュぶ)-+0.0ユ(マcc)マ+?パ=:ノバ フ ニなッ ・パロットも

平ﾡ核が3。 で均るか・ ニっは、ﾡ本へ父ﾡ係ﾡ
(T= f ・ •

• 5eo
I る プロ ッ 小数、

/→/ フロ・ ト

さ今差 (AE &得る 
ル=(工=(42A こる (C.S- 

.新会牙具 でノコノプロ 

酒がたされ少正保似 f =/ e &ま •, てみ正さ t7:, 
と ? お 系次ら通リ でる。

系ゆ正の プロッ ト 当 り平ﾡ多兵林着 シ・/ 4 C..ft ﾡ正保会 (fゝ

3 • 特のな誤をﾡ面内 でﾡ正係数そ来める rめ Iに妥はﾡ合フ。 

ロ ッ ト数2ﾡ する ごと欠でさる。 本ﾡ文で述べ「ェ う &糸で

i. 二今ダ"ポタて正係枚2求らる!-、 3○～ノよ。プロッ 

ト か 愛である ・ 失際に ﾡな個救保枚 とCロッット営リ平カ 

今矣秋柄 -4りタる・

y 大系1:安項舞本と行う場令には&動係救にば . プロッ ト球務? 

チ良社※.:ﾡち る う※ 司跡にﾡ生ﾡ& 2合ぜ択ばなら 

伝い・ ニの前衆及'助依数は、地上ﾡ査ﾡ2俗:も/り、地上調 

&こ 同 じ消及そ相 るに・ 3〜ダﾡウプロトa 河えしは り itば 
ftい。

- ニカ突走でタ我C た様な 於件 で M、泉ﾡ係数み川、さ八、ﾡﾡめ 

地 同 じ面酒 クサ具 調本 う ﾡﾡﾡ合に撃は ア 日 ッド教よ り y
’[ プロ ットて地上 ﾡ本て ミさことんにさり Lて くラ・

2 面-迫刑さ4る場合には、予えの粋及で生争果め少卓ﾡ 

、クるニビ央所的 でアり、ﾡそ済的て: ある ことなっさリナる。

呼、 「:プロッ ト当リ 平ﾡ本想 ラグ『、ft /。○*努査:

ざ 穴 探 クフ。ロット 当 り平ね着 3 M 6 G.ft
際みみ送 -s&..ft

評 本究& (0cs +4・74&..ft C ア ョg xoos

要 納

/ 月 み地上舞をえ よ り か /に時間2部的でミ るﾡ生写員 1ミ 

ﾡ表式は優然契及と系就命裂Xの2犯容2愛 ・Jてuま. 二れらク甲 

系ﾡあとは超め て1愛でらり、4べﾡたの4ﾡ上/におぶ,

2 、 系統ﾡ親メバ P る /ゆ靴6を多貴視女でば和尾合&行αi ね よ 

広今広い・ 死ﾡ隊合によ り何個かの先を生写&プ 日、ソト か现也で 玛 

※さる。 こ の杯/ して妖»ハデーター か、ゅ系税的叙メ そﾡ丘 J 
■ ため Iに正原殺 % 」す る .
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3.. 用 文 大

/ • G. ン cf ・ 

C. .イ R .cc乙:ov

S. F. , a. X バ ・

x& ・ ・c..aイ a 乙 ら//

・ /$ダ・

.*し.tc X、Q
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/ 表 5湖のﾡ然ﾡ差によるをェーカープロットの 

写材ﾡろ標楽誤差

ニ2、 Mヘイr , D.

どとゅ:t.c 2c

cuた . 3 C.c バ c /

P., a.イ G.H. Ca.t . • - .

s iと.イz..,
c CC,<Z

「ー ラ -

コ C・W2"乙ハレ で

コ.e° ん・(ゥテ:

・ ・ ・ % /.7u/( *

・PイーZ,7てt"u:。

/ cっ、イ H.A. ・ ク5生 Aleq...uo,.c,tそ 一

株 分 a
福 う ラ 商 英 % • ・

2 / ◇ 2

Sc= な Sc - クる Sc - ク1
s& sA

ヵ

S& S2

<パご
s 
パ

sA
ら〃

sク
1

マ 7ア 5 クテ

1 7 ° クラ
, s3

ラ ss /バマ

/2 2 /oと /5 ク ふ /// /a .

どz〜7し cca:cごrz ッイ O ct4"?い ご.t一 c Q :イ 2r( 2 "e

/ -ccc /LcZ ～ >/. 厶 ・ Pん.7 ーアさ・"." とイ・ f 2衣 こ«のエーカープロットの航空写浜測来による

・ " /: ミクミ-ミア- 平プロッ トオﾡ

( チー('ッ" C 吸 デーでくてッ/ /ヘ ノクタノ

系浜、)
者

1
ﾡ 関 値 / 平 均

1

Caご
:

. i

• / 3 今 33 < *2

-2 アレ マラテ , マタマ

24ア 2と2

& ◇4ラ 2 クと , < >2

今 34 g ク/ /<

4 3 <2 52

均 ・ 1 マ ア3 »ク2

次際の平均材ﾡ 夕/< 产/ 3 ププロント苦り
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3忍 ど人め有の行った界兵調ﾡ2よろプロッ ト材及の分分才 5 K 大ﾡ積林の 個々 林ﾡ 2つい乙行っ たﾡ空写 資ﾡﾡ の補采

灰あ因 平和 単由度 平均平方

-
F

プロット 向 <2Sラ4/ マヨ c2夕

¥着 面 485/ < ～2

P*I の交を作用 52 4 々 今 <<

プロット数測波のﾡ計 イ4ラ2/25 ノ三 ノ/ララア

プセット部び値の内 <x☆ァ7 ゴ ラ4

-マ/<222 マタフ
f

4表 いろいろな チ ヒプロット材積2対して22ちのイそ之 

料ろによ ラすろプロ ットめ数

ダエーカー当り の平均

i----------------------------------------------------------- -------------------- -
fのﾡ

呼呉決材 ﾡ
2テ /2 /2

覚委なフ ット数

22 /ク< /ダラ ラノ

-ラ ◇2 sラ ク2 / ○<

2 * 4 ルク o

$22 /ク 24 ラタ

---------------------------------------- .

/ 図 修う正数をﾡムするため2用いらたデー
600r----------- ------------------- --------------- ................. -------------------------------- ・

°ン ト 当め 

平均
平央プセットﾡ ;

平 均 #ひ判 材ﾡ i &けなS
ﾡ4キ炎会 

CSX)然修正 SI正(7e ) -
1----------

feeどジ プロットき り 尸セ

1 /
eラ ー ク

z / S + マパ s

3 ジs2 < 3e2 + e s5

ふ$8 マァ 女 + se

/ マクテ se< + / 22

1 4 345 <o こラク ? + 4/ 5

マ /ク / マパ + / 4e

ょ /夕2 2 /52 2◇テ 一 //

500

400

300

J
200

100

100 200 300 400 500 600
プ°ロッ ト 当り ﾡ渕材積、 *2eざ
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*虫計算に おける族ﾡの 椎ﾡ

三 <ズい&bz ダ Evクz ぬ /cx cdどCzyeをc
KAISEパS.KUMZ

旅送のﾡ坂 ベ パds ダ グシク2o.
起用ﾡ券のﾡﾡの新には次の原因のい づ九 かによる 誤が合ま れ 

z い る ごゐ ろ う。

ﾡ法のﾡ度2ほっ てい る 切 理法 籾 又 は風 刻の虹代 性.

I 製約のある方法てﾡめられた多2わ才ために. ﾡﾡ女列の 

ﾡﾡの数ﾡの燃互有限の形を甲いるだめに生ずる切町授光

Tucd乙ou 2zco2
3、 計 埼にさ有ﾡ小数 受甲い そがあるために生ずる 系佐年 

のﾡのめの妖迫

々 ○4nd -eu〜

ﾡ栄方去の取いの妖り ペ女ゞのﾡし迷いによ り 生ずる計ﾡ 

誤迫でまリ、 このうらﾡ/のものはなをの対ﾡきらほいか 

ら除外する。 スの町妖ﾡは、 特殊さﾡ題をﾡじているテキスト 

ズ取坂われてハるから. 二 ・ ごは祉西U さいことニする。

一方 計 W 炊 毛 い 理 撿 的に K. ﾡ分注玉を払こばる三こ 

がごきるが、 実際的 氐 離 無 丁う M う こ. るる-の率るもっ 

そ、 計算の各版階く経るものてある、ﾡ見しﾡい二のよラ☆潔 

りを防くため計ﾡの 冬ﾡ降ぞ並当 ほ内赤をしこするﾡである 

と思われる- ﾡﾡには受ﾡﾡ系が不正確ﾡ依にきっにy • 計 M

終っ そから受き町るかてﾡりをﾡすこYをﾡるため. 含 

蜂基経のﾡ当の部分&ニ のよ う おウﾡにた く 二と修 若 •そ ご あ を.

この後. この 戸ﾡては はﾡﾡにおける※ﾡされたﾡめの 

星の夫め方について詳しく並べることにする.

4 義疫の養復健を求める一蝮も方ま

@excピ Pzced4oz2 Aoz "zシcイy at -ewco-と -<uこ.xte
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宏んどの題にﾡする誤ﾡ分の 型を京 するためこま づク・うの 

なめて析政き求を坂うこ込と. 後ごハるいるほ支年の際に生ず 

る起り う る近大誤差 を 求める一後 公 式を説店 するここにする。 こo 
ようき公ジと同いると、 いい逐次解材をしきいても計ﾡにさる部 

ﾡの抜大年の推こ塩え木めるニンがぞきる. したがつてあるﾡﾡ方 

法が査当てるるかどう、 町ら張¥の抜大ゲﾡﾡ日-るるかどうか 

2- かさりﾡく夫めるこYがぞ込るびあろう。

数独ﾡに全る. m坂示ﾡの玉本台条-こﾡ分ﾡする二とかて 

きる。 しﾡがっそこのようほﾡにおるめのﾡその研をす た 

ぜ井ﾡ会術にわたる振受分片がT分にてきる ・

河法 2 &4よwx
数を天する時甲いだ計ﾡ が似 翁な もの ごわ る た め. 直之'； 同 

小て表すと受の にめﾡ圭を件っている込ﾡわれるスっの女催 

ぬを加え合とる場合を杉えるみる- 例えばてのリ にs./ダざ か 

a のベリにメ x/x と取った受合ごある- 和のﾡの上区を女/.

必 に 裹われる、ﾡりうる 大ﾡﾡ から族めるにばごうすればま ハか 

これろの数の凄ﾡをゐゐ ¥しよう ・

m=/ +E,
二 , くA、/-/2 十&2

こ - ご&、 &a二らの女のﾡ送てるる。米し そリ っと 貸 近 の 紅 

ゐ=み+7 ば次支び与えられる。

7 =e +es
ニニズ /s=+- (A2

S =&/+ e2
し たがっ て誤そはただ加えるれただてるる。

E,E。は舌通,示知ごるるから、 方ﾡ式CAa そのき。同Iさ

米 二の誤差のﾡるは普通とはﾡ号がぞるる・ しかし二れは工似 

式にいわゆる妖ﾡ長をﾡえて顔送を表わす、致値解析の一我的4 
去一致U 乙いる。
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二とさごき合いo

しひしほリ に

iel全e, ・ IEzIez
ごあるニン び民知ごある 立する。 ニ・ご&大談ﾡ 黒4n るS &oc 
2/,22 は%・/。の長大り誤差の経ﾡ造の上ﾡる与える正のせぞる 
る ・

したがって EaCA3ゝから

Ss/全e,l+Iel全e,+e- .
旅に。 ※大 授送ば

23=2ノ+23 くA.さ

て今えられる-

法 S 乙ど み &cごex
とゐと列年する場合に. (4.a 3 の 代リに 方 展 式日 

&s=e, -ee
25ることはぶらかごるる。 しかし&とどほ特じる意リ えること 

がてさるかろ 名の 我我深至。 =子C48ゝざ与えうれたものと旨 
ごるる。

こ っ て次のﾡ学&法則び反立する。

・ スっのﾡをﾡ返する%合、ﾡスばﾡのﾡ誤圭々っのﾡの抵大 

步 左 の 利 に 蜂 b い。

飛去 / 4Ezcビe atet
cA/) ご与えうれるスっのﾡをﾡ三場合さもえてみる、 このﾡ 

い て 次の 二 こ 分 る .

m - P,=,ル? r , es +erT e, e5
E,e3におそ a く支M, に 鼓 べこ 小 たいり、 ら e, e. のoほ ほ殺 さ 

九るごあろう。
し た がっ乙

/3 = M /
E3 = T e,
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後の 方逐支 か ら

/es /2ノ // e/ +/ /&,/全I,/ez+Ii/ e,
したが2て・ ﾡの私大ﾡﾡさ

e,=/it/e+ ハ /e, (4ダ>

てよえらる。

EPCA.x>そノM/=/Iぬ/ ごﾡれば

一 - 一 + 方一 (45う

したのって 数 の ﾡ大のﾡ対ﾡ 差 を

r- <44
て支るする乙ﾡ利ごある。 ニのようにすると

E? c5う はﾡﾡに

こ互る。

除法 D とoクx
、a て表わされた夕 っの求を洲れば、 そのﾡほ

必 = 4teL _ c_rev)(-s2)
"3 +E2 洛D-- ど.

やばリ ﾡその 平方の 項をﾡﾡすルば

くmMore,-M,eコ)

-名

ea=ポー 子 c 4.8)
この方ﾡ式のﾡ辺立の権対造をとると. 前と言じ方法ぞ、 だ式ビ

パ8i7T ゲ (4)
この方ﾡ式丞ルaノ=/i,/ハルっ/ 不 弱 ば E?く4.今)が得ら れ& 

よって次のﾡ峯 S法町 がﾡ法 z 除去の ﾡ方に遂悟される ・ 

・2っの級を飛除する場合、ﾡ米のは佐は、 この2っのﾡのﾡﾡ 

そのﾡご与えられるほ大のﾡ対ﾡ差をﾡっ。・

例、 /

J aメn&z Y E みと の表から

J。 (00 )二 /4000
J。 (0/>= 29タク
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ふ。C02)=2.Pタクペ くA./e)
J。 (oう) = 4夕744
Jo(の.ダ)= ク%//

J。cax/ をこす るため とz メ のﾡ店公式を点 いハ・ムcシ4Pe 
○相商係女の支ば小冬点以下今まご三確てるると坂こして. この 

ﾡにおけるﾡ大の工めの誤そを4する.

。( o.2タ/»に対する公式ビ

%(2 34/) =A 2 J。く40う TAマJ。(0./) +AっJ。(2ユ)十A, J。(23+4コJ。4) G) 
こ ・ て

A-z =20340
A-,=一の、テダダ?

(A./a)
A2 < 2. クタグ子名

A/= o.sto
4= -0.03«aケ

したがって J。 C4.2x/ の伝は

J。(o2イノ) = 2.28$e3
-の場合、 わご一ﾡ余分にﾡした。

^
二の計年の最大妖圭を夫めるため、 (A.2) の支子は会て万ビ 

6大ﾡﾡケメ。ーケねもち、 最大の点対顔送さﾡ等しい立するく54
■ ^

, かって誤 ※分 ごは <A)に含まれている。は全る答しい 

り て取坂い、

く4-2+4-/+A。十A+タコ)J。 くA、/メ>

○めるﾡ合の 誤差 を天める・ こ>て。にはよメ 7e一5の 点対ﾡそが 

おると仮ﾡする。Ax の長大の 経対談逐* は←メ /o-4 ごるるから 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------  *-〜 ーー ---------------

二 > ごはある女にﾡわれる誤迷の絶対値の上ﾡ2表わすのに、

ﾡ の場合立同じく 大誤送 こいうき素を百いた。点対誤そよ リ □ 

し る絶井授込 が考 条されて い小るこ X を 強質す るためにﾡ天の絶 

ﾡﾡこハう行をﾡいるニともある。 しかし輸き に するたあ、 疑 

ﾡ が起 ろ gハ と限われる 得には"最 大“ zい う 話な権ﾡする。
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cAら)によっそ み*の和の 受大投差は。ケ*一てる る. Aの私 

/ てあるから、 Akの和に合まれる長大の枢対ﾡ達もホ2よ* z あ 
る・ bたがっ て長終的 には <A.ゝから公 るようにそれぞれふ一*ノ。- 
斜 X 小 の 粗障 誤聂を持•っ二つの教の意と 厶る. よっ z(4/a) 
ご与えられる Jo<o.24) の成大の 応 対換祭 はメ$メーごあ る ・

F(4.4) にま り絶対坂送は

2 一 く278 )<タケメ0一 ? 〜クメ/e-ケ

し たゲっ て CA3 て与えられる数はﾡ後の折びクぐら い※っ こ 
い る。

ハき、 長後の析をこめるここのﾡに

J。 ( 0.2ダ/ > =2.タみ $o
このため3く。一女のず巻か歴○ってくる。 ニの授ﾡに前とほ 乾言 

にるるぞあろう。 したがっる222+2 というなよダぐらハの 

治を寺っておリ、表後の*ﾡはめの誤ﾡだじのために と6ﾡ達 

は/ ぐらいにふるてあるう。

A・3・ 晋ﾡの塩上性 /ビル必火 ダ < P～eP&o
教援 婚城の 窗瘦 は一投に, 与えられ丘 数 x,ノ=x---スz-= 

以上の 数 ¥ど, 2=/2--ク, を支める 町理 こして式て表わす 二かて 

a る ・

したがってﾡ該的に 二のM量は/ﾡのa&
fiくと,,と -…・、と々> =メ2・& <4 / ノ

と血じに振えるぎあろう.

与えられた女メ がx だけ友化すれば、 そのﾡの糸。は
Sx4=息 発よx (A.

だ け 交化 す る ・

保数 Sft/ox が余り大さくさいほらg. ※入数x/ に含され 

る不こ長よx。による解の 安化 よ*c は昼く後のふものに振さ氏、 

と感われるから、 二の町ﾡはこし ているといえる・ 迷にこの杯表 

のごれかが非ﾡに大ささものにさると、 ¥入※が少しごも不なに一
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ゐれ"、 解/* &殆治んど、いs 全 にﾡ係の &いも のに り て u きう 

在 ﾡ2ﾡえてしきう。 二の塔合にはﾡﾡは不なこてるるこいわれ 

る。か> る町野は・ 号えられた数x。の正確度を塔mさとる町ﾡ性 

の るる場合 に 振 うここがてさる。 二のよろほ=と か 系さいﾡ

か・る順習ば楽てるか ぼﾡ計的にﾡ預いSけれぼふらs 
い.

A.4 ﾡのきこ性

前ﾡご状った方 注佳 はぶご示されている叩番にKするものごるっ 

乙 特この計等方去とはﾡ保ミい、 bかい示さ支ﾡﾡ2もつﾡ性 

のるる町盟が殺多くある、二のニンビ与えられた x から計ﾡされ 

三ﾡ町挙介数- 二礼区次の計が段隊ぞ導入はYい てほわれる-を番 

4 第 バ合 イごいる二とから生じたものぞるる. いミ ﾡヘ はから結乗 

のなを太める計挙が不な注ぞるれビ、 様4救のめのﾡﾡのため、 

二 の経去ば失歌する ごあるう、

おﾡは・中ﾡの絶ﾡにﾡし zおく本琴の桁致をせばミ 

する二とがご2る。ﾡ女く/*去ヌぷを去ゝの多い 

A 爰斯の一つば・ のものごほ不近Yほる 年が本え ヒ 

ある。 二のﾡふﾡほなﾡ性の大き呂ものにﾡべてﾡ単&

このよう

きものx
* 番8 天 さ

したがっそ、 中ﾡの計ﾡてはい=も 致ﾡ余分 0を表も ておa、 

各に各ほれこいる会休の賀ﾡの 分析 ご示される並りに版後の太宿2 
ムめるようにする立よい。

ﾡには感妖系代のノ イズ)ニ 定 式 するものとし 乙xめの妖送2るえ 

るとﾡ刷てるる- o たゲっ こ与える4た表に峯入 イ ス2ﾡ成す 

るとみなされる談溢がお左している。 ニルらのﾡ送ほゞのかれる袋 

夕6 Pwe24 ペatA2e の 計«度において依大く メド絡人) されるごる 

ろ3。 しかしﾡ森な計筆方去を同いれ、 中町の数を立めるめ受o 
ために生 ずる ・

各計ﾡﾡﾡにおじるノ イ ズの※研登る*びく =こがごさる. 計紫 
の 壊張 し て おく 数 の 多い 程、 計ﾡはノイズのいもの»さ」、 が



-54-

かれる数が イ ズて示ﾡﾡとふるに行う ことのごきる前繁の受さ 

はく る.

r は eT かとリ う る最天の値ぞあるから

2T汽 一 lea ( A.ペパ )

がr のﾡ大の絶対顔送ごある。 cA、4ゝ のﾡ大店対誤ﾡは

A今 計算にるるﾡ効ﾡの矢

とess / -447 ど fic ど だ xと。 めu ② ceP &びxと2%
小数ご表0された太パのﾡﾡﾡﾡの. 正確ごあると考えら

T= rFT 冷「XcI/ - ノ 

あの重み付さ率均を次式で定派すれば 

マ= Nc 一 )rc

くA、a

る最初の。 ごおいな多からﾡﾡし てたからたにﾡえに宏ゞのなご示 

される. 正確さ2すには、 ¥新 透後をのﾡは在似告にに確てあゐ 

に透さ尽い とする 必 率 がある ・ 計卒営に合えれzい る互ﾡﾡが正 

確ふﾡ孫を寺つている透合にのみ、 これはﾡﾡに工め た次 の & - 

しいzみる。

22 さ上 = - ムラ k <A.ク

したがって 爪&xごえわとば そのﾡﾡ2は2ク2/4ぞある。

ゆえに

&タe - デ 2e2e .220 =うc

し eがっ て有妨なきの&。ごるる。 (4./7) から有ﾡ系き の振 

矢ほﾡ対ﾡ送にを来 じたも の に等 し い.

-ﾡの糸x X=/3 -- 2 から-っのXT を求める付第を含匸 

計ﾡ授蔭るをえてみる. こらの数にﾡ迫意eT.ek を加えたもの 

を糞の数とし、 次のがにお2 ・

MrTeT=fくMfe,,3rEz) -- /aTEx) (儿")

*な生はﾡュかの有 妨坂子を様っ ており ・ ほ送小さいとほこ 

すれば、 一坂にﾡ送の平方ﾡﾡびるる。 右辺るテーラーﾡすれ

ば

+er =f<.ゐ -- a)+冷e 2

故に

/T くM, --/) 
er=ﾡc。

<A./タ) 

くA. ao)

上の方ﾡ式から <Aス参ﾡ)
Ier!2冷|救1Ieti4|う|e2

冷 /Mi 一
EP <A.22 ば次の形に番ける

くA.23

YT

z、

入づ く4、スダ )

入

< 三

I を"3 | 

差w;あ|

|き,c 寺

くA.み女)

たがボっここれ頃ﾡ入会の点対ﾡの平テ に広大※数

A入の= 

J じたものてあ 

,: ほいこともあ 

(条 ﾡ 入のの 意 味、は

ァMi子)
く 4グ

る- もちるろんこの係数は/よリ大るいこともあ i礼 

る 。

れか ら i町 する特殊点場合の例からかるてう

ボ S wmumし2ジブィ2
YT を まあ る ため. 一拒の 数 の和をとったごする。 すミら
/ C. る.-- ) 

一= /

ごめる・

故に

= ※ M2 ( A、c8>

入

b 」!、
だルt7 I

くメe夕)

くA、加 )



したがっそ. 和の場合には、 相対送送にの町ちﾡの経対値に対す 

る各数の絶対値の和の光 が掛 けられる.

数が会て正てあれはの=/て、 ﾡ対妖ﾡに対する拡大常 « 台ﾡ 

しちい。 に王の女とﾡの女が珍んど点ﾡされるY. ヶa大きく話 

り 計登は不なこ込 さる. «依計等の ある段ﾡて. 大さ を丁7)生: 

れば、 搭玉不なﾡ立なる.

A.ケ ﾡ ノ。 <cc
/rが一ﾡの次%のﾡごあるとすると. <4.eチ) <Ae4)おいて

くル、-- ・ルュ>・ ケ (4・/)
したがって

音" 给 ・合 なゅ)=2f 3

故に入=ク =/ (4ジ2>
し,三 かっ 乙・ ﾡ井浜会の 登み付さ平アには2 さとら 想】 製 

の女がﾡびられるだじざある。 (423 かろこの登み片き平均は • 

度たの•警気の平均である.

▼=才た c4.33)
したがって > x くん.み/)にさ るの ﾡ対誤差は 商 に 会 ま 

乙ハる西数の数に比ﾡして大さく ほること が分 る. したがって 部次 

の行列式の 值 を直赛求める ここばﾡ々の頂に色きれて いる固坂の : 

おょ が将 号 の 相違 によ ゐ各長のﾡか路点殺の なかに不女定营方法>： 

さるごあろう. 前にﾡ房したよらに役ﾡはのの使之大なくする,

ぷ およびﾡ ノ。 werca a ノcvる

く4.8/)て救がが全る 同じごあ九 ば

r=チ(Y)=2 <A.8x>
く4、33)て点対誤ﾡは全て 同じ ごあるから、

アェr. ﾡと活株 A=入〜=スてあるから

r=スr <A.ケ
Yの2 ﾡはその数の%乗之書るから

パ = アケ- =ルオ

(Aお) さ リ

Y-=チーン

対ﾡおよ び格求 Lo2xct&n。 &L E *PonXゐ

r= ()= & Y ごあれば
,,af , /= /

し三がって く4.aク>によリ

A = テチT = T②7T
はの 対求のﾡ対妖はY がさいか.

くA.おテ

o にﾡかけれ は小、さ い が
生に"ゲ/ に左ければ相対顔ﾡさく旨る-

T=2 ふらば

A- 卜 -/ルI . c4.yゝ

zaり、 この ﾡ対誘ﾡは/の点授ﾡに対し て係*ル/ だ塔ﾡす

//〃 丸められた数 左メタルシ * n 003
管送の 方法ご. ある* が卜 数 点、以下 M 桁 目 で えめ られて お、 れ ば、 

二。我に 貧 タX e-S"「の 安化が起る ごるるう、二 の安化に よ り、 

そ の 数の絶対誤ﾡは塔す 二Yもあれ 式にﾡる ここもぁる、

し かし 起 リ得る最大ﾡﾡを計埼する誤送分ﾡの百的にか 言うため

ば 新に示した誤迫に二れをﾡえる必ﾡがるる- このこYは計ﾡ 

な上ご女をめる 立承終結県の 倍点性が位下する二 をﾡ い<い 

ら りたがって計地途て«をめるのは、次ﾡにﾡぶの塔いてい 

くのを応ぐというﾡ占だけざるる、 求天Yり z、 ふ、3余分の糸 

2付けて塔を行い、 このﾡからﾡの女はまるめて しき う 二こにず 

ろ。 計ﾡ逸中のめのﾡﾡ之小さく するためにば針ﾡの 受さ が受 4 
るにっれ乙、 余分の桁坂を普さほければなら尽い、 殺終ﾡﾡのェ 

oの妖ﾡも長大絶対ﾡﾡに加わっ てく るが、二れはﾡ後の系値の千 

炎ﾡが正確立移えられるかを示す時に役に立っ函女てある.
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A ﾡﾡ分旅えのだ計きの定同

A PP c ◇なゅz ず -ムム。-乙と< ゐ -&o2 ana条<o
上記の 教差分ﾡは、 ある与えられた計ﾡ中に生ずる受大の経授 

差. ﾡ大の点対誤差にﾡ活される。二れほﾡ当ミ長るの営ﾡの 

に合まれているめの誤ﾡを坂う- ごくありふれた方てある. 女 

千・ &万の歴を. 天ﾡ2合C計求2行うここのてきるを気ﾡﾡの 

ﾡにより・ 正と旗の誤 基 の 大部分がﾡ されるンいうﾡい確幸に 

ﾡずい乙ﾡ神されるよ り変炎的な認ﾡのこ告がど手に5ってくる.

しこがって有効致ﾡの3新まて正確息/o4o 復の&をポずれさ 

その極々の数の※大相対ﾡﾡは2/ よ り大ときり • 殺の長大垣対 

ﾡﾡはその ノ"e0倍以上にさる。 したがってﾡのﾡ大ﾡ対ﾡﾡは 

/2e%立さる二Yもある. しかし. 々の正ほのﾡのゐらみるﾡ 

合とについて平均した誕ﾡの平均平方の平方ﾡは. 信々の 誤ﾡa/ 
/7vo。 2ﾡければボま る ・ したがって. 受経結ﾡはふユ% 

下のﾡﾡとﾡわれる く4g。の確字> ct> 摂巻がパ2 え & 

二ほ殆んどきい ごあるう -

二の盗にﾡったﾡﾡ分桁てにむしろ統計巻のﾡそﾡ金につ て, 

○どﾡしい京 がとそてるリ、 したがってこの 部照 は余台がきいの 

ズ塩ご し =.

( KAisER、S.Kuuz、i/umwvca2 Anas よリ : ﾡ&)

データのめ又はﾡ合けに ・る※辛

ど#ecも ﾡ そ°ute? 8そ 夕twwイt みズ

/- ま が

她 ホ, 「

. &/に するG 

東花 九、6 枚

力

、～かucc. e e

デ-9 か統矢量の記係、(/名てうる

き戻眼 し点(広らない. 計祭 デー子る

めに、 /o
るであろ ラ

Rﾡ失2歩わ す ﾡ及に伯下 

。 9 る 現家2 かする 派起 と

こ a余 S
及に. かな

乏 し て

わ)I て、. な

/、ごどで

りﾡい・ 力

Cまうかも

い <

" S....eっuC 乙 し

Gcdo.そ デー の枚 

お、ボすや督 について 

% 天 o 験 による テス 

長 とたの 測た他 と 

-本している。

このﾡとめけ る

さいこどである。

座、か、2.5- じu
け二ぷてい/二人、

る 要件 ミ 法含 せ

Iて ら

C

て
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ﾡ リ 、

. 状

/のoC, /"クク ◇2の

・デ-ﾡ うえyか稚な経.税刈され

し、余リに畑稚 なえめ そする 

し て役バなくるてろ う

、ﾡ係
ここ

る か、

チーグ

f いン

, 一ﾡ!に

デ-夕& ﾡ、な『こ Cてc

いう二

れて

3 わ次ﾡ
かなり各な い

が術 :ﾡゅ s ている

いる レ ンじ&c nt
いめや ざ分 けか、 デ ーア"を的

・ かなり夕込んで許 い < い る。後みﾡ合四 

卜としてﾡいへ 3。。cく。 & くク 

2肉載せた. デー92引ﾡしてメょう

い一っの

ﾡ安は /-ウし

でかっ/:が,

予ﾡ(は・ 税刈仏のﾡがかほり大 

の細分 り . ﾡﾡMXI、

ﾡﾡう二Iは ・し当こて.復、

当ﾡ・ﾡ合ば 救的 I小 三 な 革位 もってい 

す、 に, さを2 »しのし 、-ﾡ/にかど ﾡ
ﾡﾡﾡはス・クチ ぞちった- こよう2クないﾡ2並べられた

员•料から厶標なを戒り収ナニ2により、次のよラたいくっかの

な少なる采が4チらルろ. 次のようなﾡが飛められっぞろろう.

(/ 平 価. ○、2sの ﾡ女 こ して現わてる/ざけでみる .

ォ / Su.ムovt : "Jk。PAz& Eaxxz a & M.c..t." ・V新 (全めニつ幫てん為隊窯)



-60-

(2> 禄 ﾡ及は次の形 み数価 み平カ オY し ご 売.わつ く る。

+ 2./?, +25 t+e.4c, 2: rC,75

G) これ6の組クーつにAする*率4だ4。 特のﾡビﾡび 

付ける二どウ虫点るべであリ・ したがって/ 広るポ子崎 

Xa / 平ﾡか魚、として こくr報 かう.ﾡ 会格 た【； ってい 

る ﾡ合に飛 れ る グリ てあり・ - 2 V47 ( 平 か?t + 2 

のと=に 現わ t る バi で力みう ・

(4> 係本い合ミ れる4- o ﾡ "会 て、4%が.:回じ組かっとっ 

れる ことるゅさてみろっ . ニ ス箭に そポ府他aC とA 
• 父:な

る。 ニ スの気のと びくこY!:広リ・ こ1明 か 

組わ け "ヤなすざるめてミ・ さ f(!a 、イ ン チ位1ラ. 

っ / に a ・ ニく"人か同 c条て るが も和れない か・烈 

えヶﾡになる経 ・ 長か河 じになる= ビ(林I-なリ、・ 

に、 4人力くが 正定(に同ほじ身え2も 叔人松ゆて小さ 

くなるり分でゅ々。ﾡ分「と小S くす れ ぱ.,龍 つなる 加？ 昱 

工六:く/ること が相点 =れ、同 じ標な方 * ル •ウ ・ 比ベ 円小

- べ企の株千給准 5 .つの銀に3個 *入 り. 降りの (R / 

個 力入 る時 o.2y 4 , 2個ずっﾡりめっ/銀に入る請に 

はo.oヒなるよう: でゅく大ョ く広るるあうう。 コ と 

笠: ﾡ示 の個々 ク催 ケ ・ かけば11ている ﾡ Iに は S&ax 

のA王か・ 新用 :れるでゅろう ・ こ 1 燥 本ﾡ 先の來脈 個 

a・ どのﾡにおいても 及 (a そ- ドIにい、ﾡネご大= くベる 

かル、 ボめめ A/た個 よ り小、こく/るという 論税 でゅる。

ズ/ このﾡ合. (太本に合まれる4幌列催のその平炉の

ろ の納及"平ﾡ子るの子方が2示す のに ,枳 卒病 左ッ とい うお 

余2いている。

** ニゥ場合. 』な.0はﾡﾡ後マとった,研平ﾡとﾡホ平ﾡ 

4X として, Z2用いん。脈、平崎 & 13 前のみ在るﾡ終 C た・

( u.4 ﾡ以ス下2 あ、ﾡ、>

二の二 ◇今( みダは、 水ﾡと の平炉におよ 日''す そ の 

彩者 2 . ﾡ坂 つ消してしうてろうか. い、す/1 5父ﾡ性2

ﾡ和 こるであろうう・

C =か～て . 様年価 差 の 平均；2. 舆出 = t たち の とエ く一 

致 ・ ているな、い・すィ ハ場备を も ・ と ◇ダﾡﾡは着 し4大モ 

いこビ かか っ /= ・ 上 の ﾡ由 花 oI-- 額かけによる2> . s 

Q 初来 のため ・ 及 一林!に 布 しそいないみる、点森 ◇ 営 

てはめは う く かベu・ ニハえC て、Z かオ 2キえる 

囲範 o め て めIs・ かなり う よ < サミ. 失索のさ、が一 っ バけ 

の 場合には ・ ﾡ足の ゆ く 比核かで る もの思われる ・ 

統計ﾡ査グループ・SなズiなcoC C.taccん Gcヘ/,秀。C 

い税計的特性2示す、 各級つヂータを受け糸～た. ある場合には. 

ニ ナ I ら ク埼性 は ・ デー2 あ係す る 商用 いらHる.ﾡ いメ め 

+る ものである ここ かA っ/:. 少くとも ・ その一っ例では、え 

だ に 用、"ニ二 っの 枚お o ﾡ炎 っ本質的相全 くe 余的 :>fク 

(<.データク 第女く々み りの数の2 oﾡよてる録=ハ ているとい 

う手げよるものての～/・ /ミ/、 Guxん ia、 データの認 

係力げついく. 材告 するょう苫来を愛け/. ヒい うウは・ = 

の あ査 は ・ デーのあ係か面ﾡなのでっ て ・ ﾡ際の日盤み説ォ 

ビりは・ 回他 でない=ビ と示してい代かるある. ﾡく☆め5 

「ダー タ と解がす る旅に生する 国 ﾡ性 . およ びくめについ てo& 

見か熒朮 これたのて、主として、 *れ か 税、計的解が の株が的キ

本ミおよぼす彩者という ﾡ支、ウ'ろ、 火めの研先 か炎 めづ*tニ. 三 

の研 ﾡ結果 Iは ・ ホ金 Iに 取経め てやる。 二こ示してめるこYの系 

&a ・ 統学 の文ﾡて見 るヒ はて = る か、 まaっ <者 て ia 

な い ・

っ. メめら 六た数色 x凡& o 就みﾡ り

やょu乙 っwしとン。 & ocと6e
れめれた牧位、は、 → の→ 、アロか ろ . 条社人の !入り

んるいる、 キノに、烈 ﾡ坂-兵 は会 て ・ 人 Iにﾡな かるかめ ・料
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基老 マ叔相A のおっ r- 烈! ﾡ個 は. メのゥ4 ( 女低 でる・ オニに. 

デークa 僕用し/各兵のﾡ及より客してﾡ然さるこY夕い 

か\、わ り I:簡戦 K 得 うれ. "当面の日的色する, ﾡ及は鑑さ

ている。即 み. 昨に(a・ s/・コ 分 (正狂に o.3ァ&グ5?$ > 
のり o4o を用いる 合っ エう-- 賢行社昇 を商単にす マた 

めに. 時には, てのべ り に3./ク/イに 用い ち %合っ よう に• む 

を冬ずにﾡわ R ダ/ 少ないん ビ n ﾡ占 て . 質の孫にば 名ﾡは 

なめらる。 a-----------------------ャ----*番--------ャ - **・-- -ャマ-----マ--キ----ャマ-ィでマ番 1 . ■ • 1 ・マ*デャ - ・-ママ ・マでィ ▼卒マでャマア • ..'.. . .... . . *

※ 弊仮ﾡこのEスﾡつ対角係 く/z > ・負経に対する 阳 風 力 (て) 

のよう /に・者ﾡの余数* 相 ﾡ信 o 小攻 では 工な に技 わ ず Yのて 

こなv・ ﾡりるK的広常本ついて ・ 似A べ契らを來払し/-。 

2ふの長げに対してﾡ 学点 の% えバしたるる用いば、次孫 保 

は 通4 そ o ベ数ﾡ及扱 と 簡撃 にサ ることはてこるか、 遅かハ平 い・

,そ。 «位 か 必要！； なって くる。 つの ﾡ合は

て(3/α/$夕2455587ク732ョ8z4 + > &:sシ/～s く小数ﾡく 

下く 術ヨ でエ よ う広に各の 余数 で ﾡ浜 するか、3,/〃 " ク 3の 

」う/ タ 的3小、ﾡでﾡ株する ことのﾡIになって くる。

昇考 办、、■、敗 の膨 て・ 丘ﾡな救を文 めっれた 数 給 小す る 

合/ 次品 c示、す規«5「震 o て E確Iに 九め&行っ /般足すば 

その救はいする ・ み o 小、坂 め 武 の粘で. 2地位内て王 

ﾡてある ヒミえる ・4卜季着 や 夜約る ○利え俊っ期合に a・ • ～ミ 

とIは4てはi少広いてめろう ・ 長&が救か岐 こ t ている場合 a 
系級 の «か会べA ひtるか、、一お戒し てﾡを%める/め "基 

ヒし てﾡいらるﾡ合に比べて ・ デークia 工ﾡ て、ろるビいうる ■. 

から.久さ 千ﾡ線 数には・ なお も かな リの情 報ル合+ こ 

るるみろう・ ニの』うなあ合 列注位か会て同一の正ﾡ及でろ 

は 今え ^ れ /= 烈 値 不工ﾡ:は 単 松&あ る とい う 二 と< 

刃たの "ﾡ位, という ものか得佐するてのろう,

ﾡとして 、ロ盤ァスク-ルて"統みﾡり ,&う 六央る

のあ合2る 久てみょう・ﾡは 長止u.®インタョて、 K接に 

消だ化 ﾡ少*る こ*る= ﾡもい &イン今iで、 回ﾡし、 

制!えば3み。 インタこいっ み・A らいるてわうう・ 衣か:れ 

そ小次の形て森わ也ば、三ば 3.4シ75とバリ、 こiは 

5.424zよ イ ン今(ラ ダっ イ ン今> とs4875 イ > 今( 3先 

インナ との岡にある 救俊 2えわ しており、 Cたたかって 2 の正 

確ダは士 c ◇3/2$イ ン 今以内に過さす、殺りク小救の本か示し 

ている c2ooe5 イ ンるはない ・ したかって 本ほ. 二佐を 

としてﾡ告しよう とする 乙あっうか. その E述よ 1s 
+2.2-タクタ- ○e337今 以スに置ざないが、 こは. 条位が 

シ,22と-5 と.4ec と向にないり ・ .グよりは及催 I:Ct, 
てゅろう・ Cかし 、この+うに糸告た-ﾡ合には、双ク少は、 

手政気なほっこり し広いでウろ う ・ 正確及 を引示する 以受かあ』 

*・区は,スク統み&/タインタﾡ位ぐ寂告すべてあり、 こゥ 

よ ラ な合に a・とっ Eﾡ友は 士 Y2 ﾡ 内てろろう .

ヨ めの規則にその特佐
J%S 2ectnt/iny な. 倉 

小ﾡ形式 てﾡわこ xt z
&t ば えむ Pu7cへズ

い る & 2 特定ﾡ数 の有 効救学にめ」 

「 とす ろ坂合、めほ, " ず次の尻則 に我.っ て行広わなヅばな
\

・ ・

ふ数く て. 表行 こ/:救工.の倉ﾡ数字は ・ 小、ﾡ冷の位型 とﾡめるの

「及立っことを別に(そ、 どの"坂の ﾡ妥長を 示、す ク I-み立 っ/ﾡ 

"枚子でみる・ 四えぼ. s4 s . と e.cedydさはいずも3ﾡの 

有ﾡ数号をる、34,2ダ と345o く345ヒはこ洲する)は4信 

の為多数各こﾡっている。 sz=ee そか、とAぞ
,«s * /oS , ご,4o * /oS , タ,“タフ。 x /o$ をバ味する こと

より 、 4$,個の合 ダな こもっこい え

ズ。め のメﾡ Cetn 2+Ce
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& 各こi る みがの 奴字か 下ぐみ I, ダ ニ 〜 ◇ ﾡ水 クタ号

は を のま ネ て•あ 石。 .

b ) = tる &ﾡク枚字かよ より 大 る い 办. ○より大ョ い枚ヶ 2
件う $そあれば みこハミ 長像 "枚客 a /バサす。

e > さ= れ る 受イ ク 数ス字 ケケクウか・ o /! 2イキ っ 今 てあれ ば、 

一Aいﾡ名 Iにメめ ゥれる ・

このよらI- し.て .小、数*以不2位ヌめると

::N 
厶̂

/なノダア ラ--------------- > ラノ

"宀---------------> …

2, o ダグ ダ 今 -------------->

乙. ce $22 ----------------------- > ^,c○

Cc2 $cキ/-------------> c,c/

= 乙ccグダ$2----------------- シ c,2o

4>項 にイた って W下げゥ / る , 24ttc イ～.u . は会 

てり)項にって"ヤ上げやれるヶ cnム.と イ 出 ズ尺 

しているでと か分る ・し/にかって &>&>は・切 ﾡ-た i る承 

初 の 桎■致 か 区屋 に ちでらる ◇ の以外の合て の数に っいて、 切リ」 

げと切り下Yの向の ﾡ合 そとっ乙いる。 c)項は との桁の叔 

ケノ 3, 今 ク, ?そのばワりエげ,◇ コ / タ 6 8て 

あ は切かて る とfめ るところにより、ﾡそ ろ と する水初の位ﾡ 

か正確Iに 今でが る数のヤ上 けとヤ格てとク向 に同様☆好合& ヒっ 

ている ・ 受も並い 毎救にメ め/としても、Aく回 び御合かペ 5 " 
か少、 ○ﾡdどちらしてもい・この 汚令に は前 の文卓のヤ 

上げと切下けとを入ﾡ=えすばよい, しかし * す、のた め！―は 

動-的な頻 か変 愛であり ・ 私表 - /t/= あ は,. 首走 一賃している 

= と ん 姿 て、ろ るから、Iエっミり と規だし たcﾡと 地々 ・ a ワ( 

べらな い・

二 のf、:っ い z、自添 . 久の よ う な類 向が生 する ・

" そ の位度rおけ る単ーの丸 い.ハ よ チ！：. 丸% 2 折を の位 度 で 

正 めるAに. こ の頑知 (ﾡ、対芝の他 と Cてﾡ家2 ) 2
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乗と し 逸用 す 八 ば. 映 ず国 じ命 果 役 ら/るてあろうか? 後念 

広かと"各はをるめる。 上ﾡの今番目の例は、 二の一→ク合 

である。 どく広るのてp 一回ス上のヤ上切Tげ2合む方去 

ては ・ o.o24 e s/ ケ規則 に 準じ て 小、本く、く 下 2位 てメめら1る 

この話采は ooc てp るの、 二れ “誤：1 り,, いuccwcct 
てある。

オ 3 ◇例4 , 及ネ に浜示=る本 桁救が. 到 読. いて行う 丸 め 

"粘ﾡ 1:総番す る てあろ うと いう 季 実 玄例示 す み ために 用いられ 

る ・ ククz =◇2 ッsx← 今 .....  , 小、本、く下 4ﾡ!に止め 

れば ◇.○4今25S となり ・ 二 の値 か上記に示とてある・ 二 •他 

2規質 よって 6桁 ミメめると. ce«s"4とな5か、 ノタュ は 

今に止め てaooz5〜sIに呑しい。二 41 ﾡ初 -表示こ r 
イ" 小数点、以下 7以上正し い時に 今にえゅる 二 と に よ り腐う 

4る て、あろう ・

このこどかゥ. クし桁 みみか C+ K )ﾡの永1示 して みる 数件 

&メめる ニ とIによ り 製 こ f ているﾡには、 こ の救修 の中には ・ 

7を日の正しくのいものかある三とか余る。 ○/がって, 6おの 

&re の衣 で、 パo= /タペア= ア全フ*e$2e$ペ の今お?低 

8お岡 でメゃ ニ A ハル 桁 表 よ り お数の ルい 表み ﾡメめに工って

めら/も クてめ｛ば. 今ﾡ目 (不 Eﾡ 乙あろう- しか し夜後 

ちa、 このネメy クワよ ハヤ Tか 乙示めず /しそ?ける 

ニビ か てキる・ 例!えず /兵のハノ長, ハタ系 2う咲 > れ たい。 

この表ては・ めかc) ﾡよっ zいな け ば・ ﾡえ の5はい す 

4もイク り ッ ク て各かれ ていう・

○堀にめる 港に用 いう 111石頂•則 n &用 回数 Y 台 保係に・ 

<ﾡえのﾡる同 じ総果 の ら る めみ※ aか るかごう 小/ I 向］ 

二1るでみラう。 Cazk- ©恭した方 は このタが子もっで 

いる。 .

Coyreす ・ イそイ か d・W.上・ Ga.to化ot
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この布表によ げず,森ニハる ﾡ殺 "術の数字 全べ新正 ・ A な い

・ ニは ざの次の数に汽、ﾡ係に切てる二Yと詞じてみる。 

その銘※ 支係 ニムる女 は正象a ニヒもあば.あiっている=ヒ 

もみる。 -の形式るあ数=「:あん用 し.らtる場合に. ﾡイ/に夕 

かっ い ておば、ﾡ教こ rケ・ え ゅ のxえ則ポっ て.その正ﾡ 

なﾡから. た マー放 器の 貝算 そなめタる秀合と日じ ・ *っ銀& 

は ﾡﾡゝ4る 最像 の桁で士/2 ﾡ仏 の両やるるゐろ ;-

例Jえば、 小女た下メ術ては. ョ“/v とc役 イ さ 

の夕 の算る は 3./〜/$今 ク用 い、ら4 るるあろう ・ Cンイのガ 

※は 岡率て あり ・ (ﾡは行に ワ巻< 6 れ 石 か ら > おに t:
昇 oため *本化 する ニとでさ・ 正ﾡ は4 , 数"催 - a る

ま る、のめの回数に負原係 おの女か用う4tる とu う和だは 

あるケ. 内 o規町に縦～ てメめ少れ/桁の核2問 いてﾡ う 1 
る 王桜及と西 じもの にﾡもす るにほ・ そ "後の計昇 に(t+ /) 
ﾡの数& 用い る 坂かお ろという 久だ、か ろ .

4 ・ ダ女の叔利ば の 品 計的解に およぼすえめ のﾡ容

F#e cズ。 す cctot 
そ& ?ンなーンレ4-13 送

&r eー 4Z～C23 がc 4と &" ペ3* プ 

c6o<t-Ccっu 、

4 ・ / 彩者の性ﾡ 4&Zc ダ ど4e 8e cわ

統計師 解 に 用いら 3 測犬陰 ば、失ﾡ IにA 効 と用わ fる 

はチ々 /°スは6 単位で枯 めそﾡ是色を契欲 し 

4。単位乙ﾡめる埼合もかる. 本質師に同-糸件で 

ﾡ後次 番Aﾡざ そるって 良4 " ...
收 的屋 処 公布 する個向かみば. のめは* 

o.-ョの, ozsど, /ご の円相当する

-e7--
には 単 に 

ヒ タ t た測 
の周リニ倒 

ご れ

こ1げ夕して 統そ計駅「・ ランダムけンプリングの株ﾡ芝 

o月 下 —— ク下てか(ばなお良い ——のヌめのm品を 

社栄 してい る*ぎ

八、的には・ め又は銀向用の状は、 次のろっの本印!に対 

す る 解各 よりる。

4 ) 収測ズ • = …… ズx か データ 力 と 4 xc r:泉ﾡ

/におい て . 平ﾡ像ム "ル り/に. 様平ﾡど。c一 て分行す 

る ・ﾡ系父数え "A 左 な名 ビみべミる点ﾡば、次ク よ う 

(足表こ る メヒの ◇茶ネ株た位におよ ぼす九め く 分 

けの予容ごの+うなるのか -

M
三 てバ_ E, ....................-.................... • </)

そ 〒 -7-

』= /_たcx-支 …ニ.............. ピ

y 7一7

るの り依桁令分記係こ 4(て い るﾡ合が多 い・ こ ウ小枚ﾡ 

下 のAかみﾡ に大 して偵 心 ( はゅわほい。 という の a ・ 肉

> なめは ・ え , イにﾡすくム ¥のご倍然「iに Yのよ う i 
※書 おる か.

パ があ て ば当 然そ の着 ま で 正ﾡに 烈 さ れる るあ ろ う か・ 会 

かな本亭を名係 C ・ ニ の型虐像をメ めることA・ ﾡ用 の行A 二、 

あ る . 地にﾡ悠え/た を以上正産に条する ミ とか出未ヌ 

そうしなけ広夕 な い場合に・ ﾡた像 が よ /o,2o.
e , /e○ﾡいは0っY和いﾡてﾡめて 契条 こ ること ん 

ある・ したがって ・点駅向にﾡ一糸件でとゥ/対に(/ﾡ足 

値か、平ﾡして点5○平位の炎2生するﾡﾡかあ/LI、a金名

上の定のる と で、は、対にしデニ a ﾡ位「D 平 ナ ※、は

26//て=、<ノ:$38eである。 つの平均をかくでみればﾡ国 

ﾡ / ◇は ノノ2夕38eソケ =.224ずに相当 し・ A向岡 2o につい て 

t同ズし て支まる。

(例えば FんezのStotdatccaC MutんcC Scバミ 今)
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C フ めは ・ ズ , 夕基ずくん ビざ に向す る ぐ久を"ﾡだ 

に ど"の ェ; に彩ﾡ するか.

この邸では.あﾡ核/か大 全いﾡ合につuて, この向ﾡ のA

答かキえらう』るであろうっ・タﾡには "の小たい坊合 か2

〜 3 の合ヶ勢 じてウリ・ 2三 で4 ゥ t /帝果ほ、ビの』うな

"の後か大ヒみな ビの工 うは4&小こ"&:な け ば な 

&いか と いう 口1受7年 に余ロ&チスた。

42 タムメた&z4 のズ正 メa2cC2 Ccczとcそe?u

* - の岡にダえ る/た-y- . c容伝えﾡ数て)"Iに C /:か

っ て余行 ナ る 遊線成準改: 故 力 K☆く 4兵画>"承平

+e
-。x"ゃcx)«x(K=ノラ4 )G)

ズの&と中みて2 (2= o, t/,士 2 .- >Tim の部:国小リ

るここ でる らるヒストグラムのK次検年

土 P
wく =>

ヘX+- 
々/ は P()t (K=/2.3. ・-> 

d X 4 一 4

との係2方条 しそみ 上 う ・

え長 か ゥメ K'は, か求 団のxの く原浜司 りメ ギ でんリ ・ 

=のあ合Xは地統名女てある. 一ち型税父女の4は会て・ﾡ会 

なE産Xて ﾡ Yることも. 契係する こ ¥ も不可ﾡ てみる4 

ら、ての 安然 s r 個a-般に・ メiた俊てかろう し 

ズ: - ( xx2+ <りタ> とのにあるてク 信a会て x ・ し < 

あ係 されるるあうう。 C/たがって,あるﾡ条てはVKはての現 

火的な祺卒て•あり、メKはﾡか何なが幸てる。

ま ず夕の んp(x> >○ハ回る Joc2 &牧!2&岡 で1' •

※ こa,ﾡのcの伯に太してA分Pce)=L。.+c<> aズかC ; 

り小 ミ い産 新に号しく. あらりるCの仏に対しz0くP全 て 

p<-○= P<+〜 =ノである。
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イニXP"cx> が有ﾡて. ニクﾡ町 くK=/ 2, 3 ・ ダ 

i=ノ・2・ 3.« -.. て運新そ らり、ォ= IにP(o 

ヒ P () (x Cル=ハ=----- )が この 趁 回 の 曲轩 て o で あ 秋 

ば Vie ヒム'KY-に次の肉魚かる ・

レ, = メ )

v: = ん: + |.

Y: = ん + (ダ)パ j
Vん=ン+(ギッ+ザ I

一-----マ ・ ーー ーーーーー〜

I な (c. (ギee+!.-., )

二の埼合-0く1く々 ては C； = K ン/3(NT?/〕 

r>K こ は C = o *

PCズ (阿する ニク三- ク六件 I P(x) >。広るﾡ町るもこ 

銃tで、おる rけで点く 、三"ﾡﾡの面めぞ○ :並づく ニ と2示し 

でいる。 し/- ウ つ て ーニ ～ - よ て 一木 - 公布 3 ろ ものv

U 学ﾡﾡが対 学字型町ﾡの よラ,二、魚イ負科/' 効2もっ ﾡ幸町麻 

は時かれる・ ニァニ～^糸件. cs 次魚般究げに成なす 

る/=り:、 父奨にしそえかな糸件てらる。工* の依足 て 絵外 し

/= ﾡ合 ついても. こ Iに い くっハろ 税- かb (5 (イ 

八阿伝ん相 られ た ぎ*

(5? 保係 は+・ メyおすルェ o &本部分布Iにズ し< ・ 合、I- 

表こ 士；K ニ/i 4 . こ4つが条か付体す ミ時/に: u.っなも 平 

して正し い,二 とか示さている 6っとも 一及的ふガ※ 2用 い

_ こ菱4 をwる 数__________________ ________ ____________

SMt4z ? "Ae Pzcんc&e- Yc.c.e . Ceuて～.る 

ﾡ必場合 Bd. , "CounccC:aてk:バ～.ct "
= —力協 合は ル々 ハ ,.an eeuzsetS.e.d...'でる*モc2u:

ク 姉に示しこある EX.U.tet.Pi こ.wル と 以e3g.、し*z .t,P、.= ハ 字
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ほずて描 ウr 一ﾡnガ※で、 回iに"等ﾡウクラスに 今部 

ミると行る. ニニてta/ より大:い4 名 o ﾡ数 てかる ・ 

ﾡ率公長動永Pく◇ が今えら t ボ、 ニクように 盗余 たたて

俊-さ応する ヒス トクラムはﾡに 次式 、ノン 夫たで ら う .

^c)=「なこ,P)x° (ic / (ど)

P(X か産幸本及女のとこ!にほ・ -の令は命舟たする 
と フ ft そか ・ ズ 3/番品子同中 ・ ごP名-ミ" 私本 

ヒストケラムの糸品の点りつポ率,Wっ火x. H とか停た 

する くﾡFろ有ﾡである ) 畝 り に おいて、 (の) に *く C / 印 o F 
で姫 える さ ろ ・ (4)て たこ 4( そ 私 ニストクラム 対 - はt 
こ ・ m ツ ウハクラス全 mTi 小 クラスに諾もかとd こ 

より .(ﾡ/新しいヒスト 7, ラ A / 3 ニビてこ

る 合に はて。,X/ ----- X～. +/ N 含み 乙ﾡか劣合 八、次

◇み合には・ x, x= ---- X... と合か乙ﾡか給合こ4る・ こ 

ろ っ ヒス トグラムそんな/に対応 M. a て . 点品 百り"ス キ 

V(5) 8= / 2 --. だ4ケ A 1う段り (メ 

4く/= ﾡのか 茨犬で ミ る ・ V< マ ▽く(4),』=ハコ

っ［/感の千な&ﾡわせ ば、ゼ ハ x件 た 丁 るWスり • とイx!
:a, 次八具 ラ な 肉林 グ ち ろ ・ 

ブ, = ん

マ・=ダ+〔/-・ー・.. 。

アク=ん2 +〔/-糸〕・ サ +〔/一る。)・〔s一ﾡ〕・-

〔→> ©ゃごす「ば・ こ力ﾡ玄め名辺は・ ろ たべ (>の対 んs「 

る式となる. とい 0 → でのと さIに u →イK とな 3 ー 

である。/るブイ aV< の千ガこしての感央を失なわ/い。

クげ示して ゆる 4ム2c.* ・ a 吁 ・ Cawxx, の今文 S 今滑
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〔「^って て “)余位 の 知 ケどうかううこる、一般に 方ﾡ 

安)が及は すう ・て9ろ"じクセクションか ダ橋良 とtるメゅク 

格チ & ・ さ ク&人阿確率分ﾡ /に対 C Iま部 するという 

ﾡ目のベ行について、VK ヒ/くが有ﾡてわばそ○商にﾡ 

A ナる平ﾡ 的 広 口然 &このキえる・

上:示。/-締ほ4会< ・ 点点、と してyっ/ 回犬へ At/x.ヘ 国 

り2横平肉すョ w oでゅっ て ・ こ^Aクイ魚々、Y り力 

によって女るるゅうう・ t/:か<・xル 振夕 そ板わc 
ご・利/ / /今 ば.ムT ヒ V& イ バ. ズか状いてヌ分4/Y 
たセ^ときうるﾡうっう,しかし・ﾡば/に公ﾡル xっ余 

布平ﾡであ ギ. 6 t るﾡﾡは両 c « ゅうう.

ての平円八思りみがﾡ生表わす/ゅI ダ,ソ シユを終なばに 内 

係式)は文式ﾡ当 する .

Y =なノ=c 、

ニパ+ギ
レョ 三 (c J
— Iハ> "r"V4-&3・メ=すす ノ

(▽)二お日^方経式ヒ ( ニ=> とと比秋してる こ xゥな 

ヵ八 種. 一& 上Xく で 表n こ/る- ヘ 今京 ・ 平八畑 ・ ク= 

次 o AA率 A^ かKK ら/ムコ ・ 余ﾡ ツ/ュ ー = ッ と 
アa マ -根 今 c <い るえゅク訳、をこクネ点に寄しu一 

と/え「そっ しいモ とこ示して い る・ コハは、 スつォ、:

・る二と&ﾡ示している・

ズ=x+e (y)
XRa a 以 内でユめう/x&示し e ほ , -4 と

・ろo商で-様 &確 底 よ2も～て. 触立/ 今布 こている 確料 

タ枚 で少る・ (帰 式上ク="の 木件 ^ 下 て放店 /:正 し く. 

・あ" ﾡる A "得佐す るビox うな 系件 ク下Iに おい も 
一 - 正 し い - とヶポ、ば (証 こ4て いる
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者近はV かんくこ式足こいへごみるかA 工例Vく とu 
みtと田uてK につuて所か5. とのﾡ係次とおりる 

あ る .

イ, =V= o 
イ 2 =レュェー 

火ョ =V 
u ョ ク 

ノル" = W4-Vュ 十 2。 

---______ *さ

んK 2ﾡる/りに Vx にほ ビ こ う 4 正、I ① 尚かけ ウ J.ん- 

/a1イ の 神 と 才てtている・ 前-示し/た』うIに た 内 ハ ﾡ号 

w さ o 長本的 余布 /: 破一争第 に条響 ナるならA年 ヶ今 A 
する西にはい～ても・ ミ ◇神EIは 均的べﾡ正 、- して*当 

そてゅる. 二っタホ件Ia 何え 非ﾡみバけ2とりっ 

る 受致力植か丸め ゥ 41るあ合 に ﾡ小フラス 極小位 と して 

○かとらるとは同ない という ここ 2え味していろ・ 点 

長小ク ラス ク 中や、は 小、ニ ベW e植 とAるそみろっ。 パ&aイ 

カ及初 れ依延が両と 屋 ない尚厶f ニ. メり益子確ﾡ的におか

tてuほけハ・節の紛正Cする と・非常 Iに 現 った t し エ 

り、 gにIﾡっ/ろ向 /正 する こと ソル カ ろ てPろう
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(/0)

4.3 Mゲ大>な時、 メめられ「:個のﾡ測仏の平ﾡ盛のか布Y
& り taかっ/ "網 の本利位 の平灯雀 ○余布 YoK最

Ccプta この・ 钞 c/ke 4aズui&cそwt チ r化e スンとイ # 

ル’ ン-tc.cC cK.czx-c在c。 a..C cんs 4tuiKt-o. 幺 x& 
とし ダ ゲ cotこcrt'toccC cKa.tut-uてce?cJ, c.-化c.・ % c
イo?
.&-/t 〜Lcイ ? 荷 正 iは・ / か"大さは時 ・ 』ら/た ル倒 ハ 

和 列悠の平 ﾡﾡの 公布 れめゥなハっ/ V個 ? 品利イ の 平 

価 o 分布 との商単広比殺をする ニとルでさこ。刃ﾡいて、(y
「記う こ杯用 し

交。
•“

= 三
ど=/

てR び
ん'

Y*ミ、

八仕 て

る えスど I 、X G 個

メめ/:個 で P リ . 二 1 ( 巾
の 左 はイ を回

IL••、 クラス み だあ っ

※

必»

7 Cル3 ？
&s～ム タ

そ リ は G,4 シ
りおら4a 
n/&数XR

・ ～'/et と み文こ $ーパ、

? I4Iは ピー分 グを明 している" 必"/ .ム「く P.ク4 
ク 訳. 明 し /んs ～y の式るt→〜こおくことに I 
・ 入K YLk 夕め5てい、広い.ス女て*めゥ

不女ﾡをうハす x 才1(ば、 二 » 内イは 商斗Iに

次よ うIに/るィ

入? =ヒニ»こ (-/)L 乙-t8*1ヨス 入.ニt+/ = Lにコw +/
ここで Bu Iて 番目べルズ ーイ数 で ろ う

したが?て 入4 =L4ナ ツっ。, 入』=L4-ツs2 , 入y=L5+ ッ*。 --

L なる, こ上ﾡしいを明は Goテ , <o(ot と Cc ・IVet と令思と北たい,

すべん「るものごかる。 ( ン&ン" 2イ 

tば, Xﾡ 上 に六冷 I:犬ゆA/る)

さ " /に

分朱団おけるてク平 位

午系 団における工? 余依

ビ o 4 国平ﾡのﾡり のx K次々が年

w-= a・6x
ごする ・

u./役は平ﾡ役 . 分« . 委ﾡ .共及に っい

"分行および 平均僧, 

そ衣 わ してしろ。

./表そ調べ

(/) 交 , 文。
てりると

は い, ず も

の依、犬かﾡ こ川/け

=メ7:そ

= とtユ:x (フ>

=そと ( K=/コ •ー、

c5

こ、 そ R っ今 よ x
余 ざ こも → 正方今 布 上 みﾡ

次のこ とか余名、

のめ 平坊 不偽を だ位 でヨ .

J&f/uczC のズ市正の数ダ因そﾡにつ いそﾡ し く灯り/:いﾡ々は 

にL. »き女こ試/るコ こ こおするゅ する.
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(2) のか区 は 又 ウ 今枚 (/+)伯てみる。

s) 支 o 今布 o 番& (くPuot ク認乙5でY =+Yア は ス 

n 分 o 登え と越え べい.

( 交a 分布 の 糸及 (Pzao3ot のま〜Y2=@= -3)はヌ 

。 分布 の 共え よ り 小 こ い・

c) M/か大ヨ いYミに(: えvヌa はあ平切ん:X ?月りIに 

立4的 に正規分布 とする.

紙分りされていない本救か正方余れこしている場合は 常 

童. 要 でみる。ごのﾡ合乏 は 同 c林正爆分4 & するん、こ 

かほ対 家 て、はろる ケ、央長 は ア令神 よ りイ ハミ小さ く 

私に く っ。x/( ノ+ベンA - で、ある .

"-般化 さ At^工規部終 "に因す る Gna. - Cf.t&., "帆扱 * 

ら次のこヒ ケみる . に ク 共えク& t. こ 余 办 (中 u 匏 ,, 

ぶ7ら+.フ c- C 岡 て、A低か- 川、こ . 面税 ともら. 射 p

分 土 2,5どこュとなえる師公におい て も低のに小 さと- こ商テ 

商てaかIに入そくつているてとと示している。 係 な 

われるえめ ay5Q=w/さ</ ﾡAに -の8ﾡは名んビ 

総ﾡる さるるあろう. R.A・ F.んz . 正用余 ・ I s を 

数 N 力 "個 の独立にメめ1-A、XてK かん , ル: * "減 だ 
定 愛 (/+4/ョ - a/=xse + ---- ・ ・ミ/*ゥ 今投 & 

もっこいる=どを示○ている"。 (/:かっ て代 り に支 は H 

い た 肝 のﾡえの代下は低か 4S.sp。 ご力るか、二 A1/大咲 に 

め&する緊にa. ﾡ3か/:魚、設 乙さる。

総か ヒして

a. Y◇位八如何2向わす.Zく ぶXの 用平均ノにハ乂 の 不備億 

像 そある。

b、か大sく、 え y wイがゐ細の場合 , K う

・ジ =く○+ wショ ン// そ来んる二とかでさるな別 . 

x 修ﾡﾡﾡち ェ o正規ﾡ& とみさる (モrッ ヾス)/：

-7だ5--

: よ るムバ:x"伯ハついてク 総き 9ほ銀本ﾡは 似Gに 正に

いる.りろ う. 為 ろ N 八 矣 の分布 は っ塗ﾡ " 乂;* ・イそ

cotx ec としこいるか (H今 JLe//taz イ保 た か 工しい

ん ハ nーチ か• X の き各る ミ 3 価 /-つuて ﾡ卑的 に こめ 夕 れ て 

いるる.表ど^両者が同ﾡに番ゝ it ている・

4./表

年を*» んg っﾡ立てxy川/僅 ・平» 分布の平汚後

今欺、登タ ・ 米夕 とy ウ A( 広ハ :メ«み余布 おて ご王規ふ 

不 ?対んすると ?比災: 丸め^商所 本年/A た2ﾡ位 と ;

3 合
今 布

め な わ f な 
のっ冬& て 住の平 文マ 正ﾡ分石

阴
....._____

メ :x x : X

- --
(/+ フニ3o

-----------
& &(Y) ブ - ②•： X o

_________Y :て____
ひS先ア 2

1--------  ---
, メu:x

x- - - 3 百 女 ニ ニ
ハ/チ要尸

o

Z,4 ﾡ測ﾡ2えめた跡Yメめ点かったﾡの』分布のﾡ:ﾡ

ﾡ救か大さいﾡ合

Cucuiaのt d ccc ..めcAZne # J 2

tou2ctou,ccC cKez.い.cびご～uJ ノ tcだu w(e ucCec

2c.. イイ 4 :uC

ノ ctutcズi.tJ

o イと .

4

/べc xa:(こ = z-

4.2表乙( 』その平ﾡお

(Xei-又c ゝ-
.-

イ )

)

よ て ど め

/

※・ 千Ccz " lxwCciatcca。 Fercn.イxt3 ソ Pヨ42
ﾡのY 次の糸件

ている - : オーの 糸件 14 X

/に お
は / 次

, R Iゴ (/>X 

平拘の平う 対す 

る月 ○平ﾡの比

同l

る

ど

～4次の傾ﾡ た

じである

ャ の余

〔ている
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花恵 の余布 &cてい る場合るろ リ す2 の糸件は z ベ・正ノ分 市 

そいている場 合 でろる.

4.2な をﾡべてみる と

比
』っ分坂/く ラ。平期>

え の 塲 今ェ り の埼合ウガ かr術 小 二 い こ ヒ かみ ろ 

しかしそクそ ( 低かて ・ 合ﾡ G3/メpi^ &= と < / ウ

ﾡ合に a 一般!:や成でさ るてあえう ・

心 んw大ゝい 西 には くゲ-/) 。/(e + ダム >こくル-/)/とi
4司じなくの立似位へﾡリ・ 刍由 咬レ-/ のど 市とす ラ 

て力ろう,

カ ズク 分 かﾡ次へ校ﾡ& もっていうかく の.2 ﾡ て 返 べ ^.ん- 

ル4 のラっク 糸件 会に高 こAiていか)ん W 格 ・か c 
○株なてさるにG して魚 々 皮りハ4ているか 安1両名 

～西ﾡ秀生4て u.tば, ノa - ツ/- I ゲ2如何 こ 商(4 ト 

x o 年分K o の不術花 低 るある"

く/-/ C - /a )/ッ ia &= ッ ヘ松y < 1' 
ミ くない限 りの»て5えらるのベり(用い てんい 二 と 

ここてaっミりどﾡこるてかろう・ このﾡ向は・ こァと? 

かﾡ a、(/+ aシュ )2っ !数だナ() でテえらハる比 のか秋 &

※ イベ小てめっても. <・2衣こ示してあ3平好役と 分武/(1均伯 、 

の向係 ほ当てはまるが・ く ク分行並読永布 にる R 今 ウ 、 

函 ボ け か"夕 氏上不可ﾡてある よ う!3不ﾡ統なものてみる。(,/部 

歩ﾡ> ての&みメめか株本の袖出こ［るん/ﾡめめ4るなら 

ば, (は c の 正ﾡな椎だ &える と&にハレムな は あ ゆ た ・ 

こ k /にス してまホ ※m x,ズ2 ー… xル か畑 出こてか ス 

め4るなば。 をﾡﾡする/めに xR - wン/〔2 c-)〕 4 & 

ﾡす る xを略系 した。 か大 し、昨、は. その私は矢麻的にば

ﾡかﾡﾡて冬る か < ﾡﾡ にはﾡﾡてある。

て 分の"だたの 場合も上 び正メみ場合 Iについて 438み平均 

ﾡの平方に対する』ゃの余ﾡみ比をに対するるのと比ﾡし場合、(a=yなx)
<、2衣

X ク 分布 批 正、 も

t番 4 42 4
Z 均 催 (バぎ) a

、 -ュ 十 こ
-ノ_ Y

U + Ya:xニ /n0
"-/ "

2

とえ、 2 ク /た y 一般 I X4く か 不 正継に なる とわ/る 

B る ・あE され/分引,余4 s + /ュ 用いらAるな 

そ o 結 ﾡ府 られる比 余政 は の)る5 え 分 Ht る 比の余K と 

なるてみろうか、 平ﾡ催は(/+z) の 区救だけ小 S く

か り で

ら ばﾡ、

同 c(に

なるな
ろう。今多に『こ. ネ骨 に よ £ 用い 奴 吋平 が蓮 (+"に) 

かﾡは(/+ュ) ○因牧だけ③大となるてあろうう,

○o位 のﾡ岡平の " そ it /に肉 す るﾡ計ﾡ依&状えは

つに示してかるように、 メR について行うﾡかみり、 そ(

ついて 系 件 や t依nイら4 るそど正し ・なるでゅろう.

結かヒして に』まで述べたた我明は『えね +タム内にメ

yゅ、巨 田度7 2も っての位 分、ﾡ泉 から求めゅ /て る ﾡ合

cも迎用でる こビげを目すべうである ・女えるだ 要・が ろうるの

会体 2通じてん-/ 代 "2用いる こ ご バけ で る ・

xx.dont 今々におよにす*めのみ彩留

そ冰と 4 2ctetdii? cL 展/ イとイどv オ メえイ と

「( X -x:x 、

・

__Y(そ -ん! : <)"

txR _ xロ ・ .

とすう・ここで 乏.こ は (/) (〃), x < は(->バ/) と

同い てあ ッ・ メx (交4 価 に おげるて 平均位, 口裸#: 二

おる x復 K ク立 r 色 力 但数でろろ ・ ___________________

- 1- あ4平yク属り-ノx 〃 ねす ﾡ在すさこx& 糸件Xる
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ゲ信"ﾡユな祝ﾡ他が正人か和か ゥどゥ/ﾡ合もて ん布 

は / 月な.イct ク と 永 とし て知少ている・ IFつ の糸の下 

て2= と/- の分布 に A年 ク/ﾡ <引 用している 文 て-

&n6 cょって始めて今え夕/6のてウるこYをﾡめて、 こ 

の」う:ばている。 ニA& 號厚 する緊 x.いt は 正点好央 

因かダ uっ/独 立なﾡ烈区か ら 計キ ・/時のヌY』の独 のﾡ 2 
利用 [/たか, 殺自所は又z』お よ w 工 と うっ糸年宿因係 政 :1
こ の 条件 のえるば ○である い う ﾡ欠と産立し たに過 ご い。

際上. 又』クﾡ広ﾡ受然件である。 正ノ母兵田ハみヒ 

っ/:速季糸木にお け る , その本立性の水株なﾡ羽ォ / 大表 

(た/って文考て Fo&ec " x. &ァイ Iミ/るえものてかる ・ 二 \ 

a , ﾡﾡ的てある かノク/今年 :ﾡ次こ北:相囚イﾡの正徒な 

ﾡ本分行(肉するF化のﾡ文 の予術的段階Yしてﾡ衣さ【 

/= ・

二年前 (にス ほとさゥIに 一般 g な ﾡ教 を与え乙い/か、6/: 
xる』&.どwt のみ布 の気会な密聲 は ノクz4年にFLんxIミ 

よって,始みてほさん/。

本年 の/ポで引刷 した一節 で t.Cut か相着 している4う 

メめそし/鈴茶 ・ メめ /叙列催つﾡﾡ株木の株木平 ど 係 

か樣ﾡ倫ﾡビの向には相向かわり .ヌと』x かﾡ立みWでてもヌ 

と 』xR はﾡ生立/分布 Cないてあろう、 そにもかかわ .6 す ・ 

よtcdotの条映括果 は txR のか布不統性 &格忍で る ほ 

どか大2い時には、 txRクかは 並的iにtxの分布ヒ- 

致す るてあろうヒいうことを示している・ こうなることは / 

ス～ タ次の積用が存在ナ るYい うﾡ件べけの仕短の分布 を 

x の 合に ついて, CxR の 承ﾡ ク4っ の賃 平2ﾡべそみる と四 

かはる。てについて・ このェう は依ﾡを契け ば、 工4不 

表登「よるtの ﾡ才 のダ? の終率 つい て Ge47 " "チえへ六 

ﾡ Pん i D.ん0m. d マスイ で.wvcCt C.t4tcZoud ノ

※x fu&。 "Aw.&catu&. Ditcc&ズeoe ツ

か しxRのﾡっの』政くにまる。

tくア綱クダっクス平はﾡ3な示しそあり、 三の衣で火し.% 

。 t 分布 " Rネ のタ?2A 印ろ てか正X分布 の 特 の ヒズ 稿 

キ と か比殺= (ている や

".3表とﾡべ<みるY ・ ウオーヂみ爪までIについては 、 

ない4次のク績ﾡに影者するべけで、 との利番ば. ハか4致 

円 WV力A=ケくノであハば 正ノ定母兵回(Y:x=e t:x=o)
• タノ5 ?太ク秀合に • 明 ろ か/二 無温 を = る ・ G.u2女坂= 

れ/公式&飼べて少ると・ ての 今布 な対 家的ではあるか、ず 

し も 正ﾡ で な い 合に ば ・ txR の/次とヨXクそ-* ントに 

少、と。 ノ。 オーダーで•Oであ り、tx8のは // o オー ダー 

で 工人ク悠 でみること かﾡ年 でこる・ 字ﾡ、X か正規余行 & し 

ている断Iにほ. txRの分ﾡは、や ほ リカ? コの オーダーて•正規.の 

値てる. し/たがって ・次のェう云えるであろう。

txRのか布の不統ﾡを魚流で=る在か大キく、 2○次小 

さい昨に ・ エの 分布 *・岡くのなﾡ2っか・ メめっﾡ手か 

ズ o 本で 三 石 ﾡiミフいて ペ為 I ﾡめ らているか・ を の 両 

当2 ・ ておば. txお wtxみネ布 'は 日いオー ー 4 
値のﾡりて 株ﾡ何な仁 余 -従うる力ろう ・

d NP aら 4.4 ﾡク ()示、してろる停 正佳 てないもクを Lca 
ウ分&に用いQワればならない 二 と:※んする 受かろる。体 

正償2月 い ほ、 ・

, ・ V ( アーノム:と ) . の7)________________________________________ _______________________________________ 

イ" G.ay ・"D.2んる～ 1 火とt &Cょ- '

txk ク早ばカウオー ケ- "ミご示して ぬる . a っ人n ※次 

汉上の 夜 喙 魚猊 ミa w いA ・ 浜ネ "グっの 糸卓 に知する G。 ② 

-般べはノヨのオ-グ"4て正ﾡである。 txg。 お*w
s クオーのﾡばﾡっ(e) ﾡの脚示してめるズく の 半木 衆 

ﾡ之用いてﾡてﾡる。



-80- -81-
どはる・ 三クガ合 /ex/ >/'cK / て、力るか・今 の、:x 

が角 ﾡな俊Yなるﾡ合かヌ くなる. こ ろ に , メシg ュ tり 

i、ミ い 時・tcく o4 & 数となり ・ にのェラ 場合 -a 

認係 二 れ る ビx8 の&.I:4Sんゥ か 没が 2ﾡすルﾡかろ う, 承 

/ す れ ば FzA" ゲ云っているよ う "二o( &zイ ) o 

補正は、 ばえク/ め！二周 う べ モで あって ・A 生 ウ検えに 1 用 

いては広5& ・"

又とノえと か倣立、かイ していマ とみべ>Aる 1っな城合で 

あれば, 8%が* 士ッz 以内にめウ/たて •力 彼 と台田んに 

. り 余数公ヌ はとの他の方云に+ りボり夕 t :合に も、 

前 出の 発狎 ほ逸用で•を る,ﾡえるﾡ呉かろるのは.会ﾡ 的 に 

ゲ-/ &7L:おさかえる /ざけ てちz.

今 正炮が束田 かろ とっ/ 小数のク祭列省の統計ﾡ解林( およ ぼす 

めのﾡ毎

つ けナ/= 合 バ/けﾡ索のあ る こと かかる。

4.3 表 ケ倉ﾡの/次〜グ☆っﾡ宰とﾡっ社ﾡの年条田か5R

A " た//顧 の4広 広メ めら4r:枚利個 のが本にﾡずいて u る場 

今 の ぺ&.cしッ の とかケの 般才 の4っの板求と. 二対する 

の t 分ヤ の素率Yク 比終

(a=ビ

匹 為 ク/次〜4く o 様 辛とっ46の5ズ回 E x

ね

イくt)
... —— -...

7, x / 7
ン" ・94) o
っ(/+Y:x) ,/、 /+ -77― ホP(7)

んか - 十〇(九) o

Av(o)
--

#(学-501 3 愛。0.2)

F#ccも # 2◇wtと子
22r4rz。 メ cKe-uいzZとot

、,イu-d..cCxダ,/ 卉

t っそoそし c26 ペtタ ・ <7 4 S 
/uor と 〜イてm.4C か一ut化乙ot .

今出 にイ ら1「:結系a ・イ役 I:株K係、であるが、 こ 1 て- 

のﾡ裁ほまと して枚利数の夕 い.残合にっい て る った・ /ビし 

/節の メ..,.t 引!用女は例外である。 この 論文 好！』、 ﾡ 版 : 

並 い の条団 かゥタビっバ4- み 杯A の短いメ丸 み の 記 窖 に つ いて ン 

ﾡに鈴じている、 この→算か 、株本のi二い場合には- 又

u 』えz o 分布 の 不 ﾡ株 な・メめにする糸も1暴 なﾡ都 て 効 るコ 

ヒ加保 っ モリ する," た 固发 すれ ば. そ 化,4 攵 R の 分布 の ス 

・ ﾡ、はメめの向ﾡのみ小にっれて , (4々 の倉 呼の乙向 て) 

その数はﾡうケ 更 殺性はﾡ り. メレ&mえ才ば、Mクﾡ 

にって、 その数にﾡすル回 ﾡ性は 段小する ことか期付さ 工 る

______であうう ・し/がっ て__クナさ3.uの小 い三 とと位ご

※ Fこイz , 4xxズ caC A(xイe0。, 頂 半 の 徒 D 第

今、2 ある正規番会団かゥとっ/:大いさ 2〜ヨク棟太における

イ の正ﾡなか布

Fペ〜eが イっれこイしのい す 々 iu x*.d d = '.イ う ho.

& 7tcンt4パ heプイてxr
今、2/、 分 の 例 0 &cotcdze Dとi&cttor..

正規研条田 か と ら た小、ポ点 i:もける 』のか才 -お

よ す .Vと の 結 合生 た糸孝と明か、する /- . 正.認

研兵田か Y っ/:大= ミ 2 ﾡ本 おける えa o 正 軽 ベ 分布 か 

/=。 /z / bル iペ ? いて ﾡ こ(/ ・ こ a ・ 4/,

2 ".3図げ示してやり. 負由K/の ヒtて か布 す 

るイこ の今イとに歌るめる, ム./図には、4、りのの)そ方ふし 

て

x = ( / +ーー J のP>

の 分行 もﾡ庁、して力る。

こ !に示さこれてい る 』くの 余布 大 たは 、二 か行 の
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不 ﾡ とはっミリ ニる。 "六 い合にほ、 イz "布 さ 

イx。 公布 よりも 』えx の分市 <虹工ずくであうう ニビ

ﾡの)る今ﾡたこ(る。./函がろ "=2 w-=ユ八時には 

二のEはﾡら0げ糸えでヨる. こゥに.会て"ゃて こわ阳 

般頃数 に全に 近似 t/平済は前紙を求ゆる 二とは羽らか不 

可ﾡである。ﾡさすば・メのィ-村し・いか、スIは こ/t&える

え スはそ の 庭率 I・ 不則ヒして k の分布 クダ の 水平 

分と ガえは x"分イ の条のくんう .,た "役 : ・

マク ・/ 厂一存 しいか、 に A とええ る え の浜年 に求ﾡ に並 

奴 し てい、るてらろう .

4・4 区では りノ=ゲ"と-・ 正祝 午天 AかっYっ/大さこ引 

の杯本 の ノえgか布 2 ・ 今及 に a 古失 2 o xショ x し て分布 : 

るメえっ 分 とt段している. 442ク/図ヒ 比俊 してみる 

と 、と@だしてイを2から31沼す. サ少みの大ミミは成る 

か それど 際彩 て ないこと か余 る ・

今.z2. えめの手のポジションよるﾡィ 

F# cた す 2%- Pe.toc f ck
今えゥ 小く/二αの金Iにズ し て撃は/の大た こ

イd レ cc

ついてのﾡ向

(各え る前 4.4細 の(/)Iに 示、しそりる 0く と ・ が と 6 
ってﾡ用でミ うよう :する/ /-. /ヒwとﾡ/たと ミ/ 

え 内のおす ウポジ シ/ョンが ぶ。◇余ケ お ずす浜解につい 

て、A命を E て (率 に あこ明 するのがよかろう ・ 4.4衣oっ 

.4うに 千月明ﾡれ/メめの子ウニっクポジショ ンI対ん 

する, ゲ=ユ,W=ざ. /2 / ・* o 小ik ○正丞な 分布 かバ、 

数、く 下クまて示してある。 この場 合燥木 は、E.規ﾡ条団が 

4Yっ「ものてウる。 この=っ 位後 次のようI ﾡ てい 

る。

ポ シ/るソI Peoiイmv エ

その平均2ニ→メめク 子 S 城.午 こ-ﾡ:る。ﾡﾡ

示ﾡによれば、 てのﾡ平か京や、にIギ1/Iは ﾡTろメ/:

Stが このご商の*Iに おる工 の.& そ示すとす/ば. 

タ オす の がたの 位ぎI-対0て

St- / <スニ Stt 用 ( =o, 士 /.土二 ... 土な 

St=くt+> とな"ば9メめ2 *字 の仏Kを定袋すさ六ゅ

似えるてみろう ・ ○書日のごﾡの系が黒点( x= ○ゝﾡに は 

6=。 る、あり ○乙向の下ﾡが魚ﾡ.のﾡにはe=てるする。 

e= と e= /+ュKえの文めは国じものでおろ.

つ こで、Iに は至数である
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ん= ン W/ = </ニ N22.W と

4・2区

えめの向ﾡを卒ﾡ炎の手かし/の 正メ«糸団ゥ 

uっ/大 ・= 2のが本の か と 二対鳥うる x
の 並統分布市

えめウ 商「を林ﾡ のと-(「と: 正規父 段 J ら 

とゥれた大たさ 2の株点の メえxのか と 二1 的•；" 3 2こ 

の埋ﾡ分布
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W/=ィパ=53

メめのﾡM &株 ﾡ4メ、番 し くYっ/ﾡの 企火 の系田か 

ゥ / 代大 >こ+5のﾡネの余布Y、こi対応する』 

晩余布

-°7-
ですギ 9= -く 2/ -/)たでﾡることそこれほﾡ味してい 

る。 = = て2 ・Eス1ヨみ4ﾡつ委枚スほ○でるる。

ボジショッ ロ Peな～ I
xのな平をくめのZﾡの中L 一永:«る. し/ケっ て、 

6-- 2なる / 二こるイはEスほﾡﾡのﾡ女えは ○である ・ 

27ネ ニ Q 二 っの 女. わ Q 抹W の* ジン ョ ソ:コ足する ・メ-3, 
w=ざの i 正2なネが 小数F以下ど俊 で示してろる -

2 " 浜 ス ゅ "お手の一番ﾡのポブ ショ ン -対は す る ・2a=Cxkーズゃ./2
? Eﾡ な分イ

二のﾡ合えめのみ商新ﾡﾡ絡ﾡにし く, て,Xュ は正、

二 !、示し て あるの位は32 -までァ引な合るを合ん

規野未田 とれ/:ﾡ広広風列俊くある。くゲ=2,c=6x>
一 と x!る基4

六 ション エ パジション I

2○2◇cc○ /・の◇2◇cec
・ /L . * クアェ ラ/◇ク フ 2. ク:2o 8

二？ « ヌy ア7// < .<9 Pア よe
ブ

ノつ , ○ 少 <*え 2.2 よニ<2・----*- ----------------- 
«ン ◇, c/ ジ •’

-- <◇タノ< ◇,◇e/P/ニシ

.ノf つ,◇◇ビノマ/ テ ◇,^2c ノ< P

バ ・ ○,2ぐoceジ ,。 c〜2<S

* 尹. ◇e ○c-< <,。 ○◇〜・コ
•-. ■■

工 - ! 上 .< ○ oee ○, c。 o ccec

• 国 み / ミ /,と Pう 3 3s 幺

て ン 
そ スシさ◇3e> ユ, お ッ/ミと <タ/

て、い る e
45表 めのすn一合 め ポジショ ン - ョ す る メu(ス-XRュ2

の正、ﾡなみ布 このﾡ合なめこ向mは旅評メげ守しく

X, そュ は王成な共田かとっ立な税利ﾡてみる。



笑2んと4る登字 ① 
イレ

ポず"eッ エ ポ。ゲシる T ポジるy I ホプタ I

o イ◇◇c2222 /2coO广 7 “ね , 22 C // P c. ◇ce / ○

先 0,24 ◇4◇5ツ ◇8< c ミフ ク= d c ce。 ◇ニ/ ラ・c・と Cコ/

○ククフ ク 2P ◇よナクフ テテ ラシ 2 c cce c ウどク c ～ ごc ダイ

街 ◇クラコミ☆ク C ジウ クコミ<< ミ コ ど.◇ ccec/ C.ccnoce/

2 ◇・コノみ5 /cク ど. ユ/ナ /・ 今 ・ メ上 ◇c。 ◇ と と /.←◇occご

咨 . ノダ クタ J ◇・/ノミイァジグ
E(o) 

x
% ◇zとPS /ニ /ク◇P ヨ/ V—岩 22e «/ 9 ◇ぐe «/

外 乙◇ユ→Pマ ○. c マユニ ミノ テ

$ oe。 Pa3sク< 〜 e c シ タ<

死 c.ce コフ クン ・./ ク /

y(夕g) 
7

ニ◇みミク ア$/ マe み3ク Socc c2 .ソノ ccccジ 5 /

/为 c.occ2 二ノキ //タイ2ニ/;>

/ 2. c◇e2 Sニ ラ c.cecc ご フニ

㊉ こ 二 -示 しそかるんのイi3 
この表テ し てろる確辛は 

てiれ/ものそ.元これる 

こでみるとじら/ている、 

二の計弁全て ・小数 &.く 下 

令人に今朱2行っ/. 求ゅ

2 まで・のﾡ広位を公て合む 

/ ﾡ規崎 ﾡの従字" &用し

v 5 武枚 の術ク/単以W々工ﾡ

/ ○位スaを上の 汝催 と 用い

A1たﾡ々の経平は、 ここげ示して

みるが本でえめ「合 、さ の 及 クﾡる/ 以内の位いど 

らX｛る,

これタ永おび ポプシ/aンI, IIが王げ正ス対のﾡ染を 

SxR およダしているということか4、 次クょう はﾡﾡか 引: 

-こるてろう.

(/) =2 o町にa 』ネ /wケム バ再 しいか、 こ をだ& える2科 

ia &=〜てあれ I小、故汚、ス T4イ1て、又α / て、あは"

-89- 
一 I :小 教た、 下?まて. え丸めみ格子のポジションに』るや 

各2受 な u・
• 2) _= 5 o 町 には ・ メiが ゲしいか、. こ そﾡえる確

は,α=のて あれ は"、敬 技m 下 aで* ゅの相子 ニエ → で 影 

解さない・

) 文めゅお手のボシダソかJ。 の分布I、およぼす受は・ 

祝ﾡﾡの炊部タイビ共(す こ と はっ さ り c/。

ど.4～«7不 で考条 し / ﾡ合 クと そ/t iっいて i /g 
○子女僧お」び分敗み こらの衣に示してらる。 このdは 4P 
表一おこ・ 4.2表の公式る計昇した 平均の位と比ﾡしてろ 

る, ネ正人兵町か分とっ/た イの独な測催Cめ 

ゥて いる かゥ*め"れた時 Iにa、 こ ク 平 ク分ﾡ!に ﾡする 

2え の公 式ばスのよう にはる。

4 の 平均 のみ取 ニ ラデ (/ ・ 若"ム ) p
二-で 4= u/一 " てある.

/ク古は個の独立ん叙列1伯 そ 正八不西かやI-ろ1ミ 

% 3 , 一の課込 し式行でイらn る ふえk ○かﾡの平ﾡ 位 2示し 

<いる。二の易令メめの本子のポジ/ョンは 統行 とほ病国標；： 

条るに永犬こ点ている, えxの平ﾡ値っ平均ク依は、 xの分布 

の8のﾡ容を受 けはい み.今 二 の位 は ピ か汤合■か も ・2うの 

公式が来めらる。 4.8みがら次へつビか分る。

レ) /w2スに3て.の一 o場合.格寺クボジション1お工

ひ ポジ ショ ンエの 4zR の平催は ・小数ﾡ下今位スは 24 
以上を て 相Ζ ほらひ ﾡ齢的 A y一救しこいろ。

/六さい即ろ ( K-//x /ク 期合 Iは、 公ずく>は 正 

税「声 町 か少 と ゥ itベ/ "社立な "今ハ/ﾡ 烈件 予 ・ 乂 

/: ミ ( 二R: ー メ:x ン n 分数 についてA . Fし人。z み イHf- 
レ/ '

～イじcC 、ダ.レイ〜ご一u " Ps&ユIに汗、している式Y ぴッ

必 第メム/4C J46 Prt, J 営 Pれc火% Feteイt ・ 工で一致 して いろ。
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乙.と表 め ク社子 一番ﾡの位区/に対する dおa =(ズa,-/く。プ/=

の正、雇な分布. このﾡ念ため2向ハヤハはノﾡ偽てx ズョ

(a 工点 午点 団が.6 と らit/並な税 ※ てが る,

くゲ=2 V= 堯 )

© こ -げ示 し そあろんの個は コュシ/す まての可ﾡな 合 てを合くて 

い る。

ゲ
一 zんxは:ﾡ チ ® こム とo:ﾡキ

ポずシンョン 1 ポジン ン I ポジ名ン 1 ポジション エ

o ク 2cc ◇c◇o / 2d/22oc ら . ○2-のーグー 2cc<。 と

彩 ク:クイ ン 〜 9ク< ニク - . ・/2 ジクー> ○一2/e 2ィ
外 • ク7 / 2°o ク/ テ/ 多 2. c<es アア ◇cee* ウ$ア

ス ◇<s ク 4* ッ o445224 ク cseマ?5 火 o,ce。 コシ

名 s ◇よs <4 ニラ= 夕3 c◇c ノマ ク / c, c //
多 c. <x < ニク 3 〜 クイ /ニクラ ど. Cィ。 ・ク/ , 2c22 ク//

万 • ジ / <イ5 J,ミ3 /gイクタ /み ○. cceeジジ ぐ, ccee タテ

% o ジ /ジ← ○.2バ/ $コ 名 ,c< e2// , ◇ee ◇/さ/

二 • ○.ナ 4グ<P3 . /Ps+<P3 % ◇,cな○◇c ご< ○.ccc2ダ

差 . /5_ z4< c./ぶs << 24 2 のceee○ユダ ◇,○e cce = y
タア 今 c クs◇ケ/ ◇,2ア5S c / 一 C, "○ccc// ◇◇occ。 1

っ c ウ ブみ 乙. o イフ フ今 み ee 〜ee の,eeeee2炎

,忽 ○ c ニシ ェア ◇ ◇女=5 P ◇◇e oec ◇ / ○,◇。 22今6/
◇,◇マシ ケ c, o ニクミユ$3 ラ本 ・ニ ◇e。 c o ◇,eoece ◇ ○

ヵ 

ン冗

と ◇ ニク3 ニ53
と/eグダ/

aeク/ /

◇,◇/<<2/
E(O 

ゲ
イ ◇2 e<ぷ

P <.e イ2 ・クラ oe ◇ダっ2月チ y(dj
フん？ ◇> RばP 二。>○ク $<P

cce ・ラ ク クヨ o. e esクP3

4ク表 めの本その-番のポシる ン:対するょス=(xくこ又、ア

Eﾡふ分行、 ニゥ»合 九yク2ﾡのmはﾡ午&"年しく

x, <z X3六距、規研ﾡ岡かりビ"れﾡなﾡ後である。

(=3 W=o>
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x9
ジ zx となる丞卒 必电 - 2 . 匕なる確率

ポジション エ ポジa ン エ オ°ジショ ン エ オジション T
/◇e eco /, e ○◇e ? o,eee e/ O,○ ◇c <o/

% ムタ/ ィ ク/ 今 コ 乙cc2 ニ& .<な アテ

/ ○. $ケノノタダ のゲ / ゲ • ◇co2 2P ©,ccoc2P
/ • ぶ»アュノニ ○ :み み チタ

ヽ
/二 ocoec ニク G c ◇ce ア

多 d / タク ミニ ク クe コS 阳 c.cece? ど・ ご〜ee /夕
3 c. ○ ク/ P2s ◇◇ッニ ◇ク< / ◇ ◇eo2a ○,cce2c夕

ダ , ○〜e <P . ◇ ◇ /のぶ る ク シ O クス ク ニ ◇◇ooce二

チ , - フ 〜ク ,c=ク // ©,2e ce ◇ / ©, ◇cc cc/
2 ・ 22 ぶ P/ダ <<よ 子cP メ 上 クタ cco <o ○, ◇cccce

◇,<2 /ニ O, cc5/二 E(40 
> イ ○ Pぷ o イ c Pミ s<

2 2 ク2 ◇.co二= 〜
°<

/ ;二、
------------- ・--

_→4 V(42ン イ>2 Pe夕 < />e Ps/S ○◇ee どニア ○. ce 4 4f 2

①ここに示てわ るイ の 僧 /4 て・ の可常 な会 て を合く でいろ, 

(フ イが2スは3て,α=の の場合.ﾡ号オジションIお
ツWジシ ュオ五 の/h っ余数は 小な浜.以下ユスと 

上ョで, ﾡﾡならびに 命ﾡ 平均の位 ヒーﾡしていろ ・ ス

全た ◇場合には、 小救糸し下3ス上一cている.

P-&。 は本のネめっ脚ﾡでを高に/ 二の+うなﾡ客。周 

期 ﾡ に &す くﾡ方添2 用 い て・ め向商 "ボメショ ン か 工 

今布か Yれたﾡ本のﾡへ , メ显 のそ堂におよ ぼす系 番に っ 

い て調べ ・ 内所かが術メ (ﾡ しいえ» っﾡテのポ ジショ プ 

よる子べ の4りa、 ハョクア*/eK下のX"ﾡに対してはヌ○ 

状あ差 o メ。以下 となるるあろう と 計昇 してvる. ね に → い 

てa、 の対ぬするIa ハク5*/o"、 イえロ の余終 tに つ ・ て i ・ 
/、3 V X ノoて,ある。
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4.8表 。/=ヵﾡ係の平 区 お!w象Y み.2表>

り 勝 睥 工れた 描. 七 カ 比 序 -クﾡ合 め区問の 

層 芸に普 しく,Jえx 彩正規 至乗国かけ と 马れた 2 4 :3 個
ク枚並K 紙期私る A 求 » r- : バ て.分 ろ .

の4 依
子ポ

ジシ/ヨ ン

』 ハマ xなさ か々

* 保 S 氏 公 式

ユ / I ズoよ5ター / < 5 ユグc:cラ - 5 シ→
/ E イcPSミ う イ css シシマ ユ ンS ク ア - <<コジガー-

% I <2。み ミ/コ /oっc. ;ョ →cタラククS/ →○よク *oe
/cニ◇P シ/ズ < ○-c2 ニeどシ→= /

% I イee $ ○ ◇ニ^フ *<P ○二◇タア ,

2 面 <ee ニ ◇Sテ イc< コ2 " 一-フ ナ ニ c-○P//
3 / 1 c <e Aヲ ミs <z・ ・クe ィバ

/ 1L ◇&5 ヨョ4 <e855ミ <クeパ/ イ/クe う /

① ポブションI I ハ人兵 な 急 、i- 一いてaお.二、用 :うF

上ま乙の()(二およ ご Fczんee ウ ﾡ 研「から次、う/ゐかする。

(3 え め の格る のポジショ ン かf人番糸 田 か と»4r-点み こ、 

』の平ﾡおよ び余ﾡ におェ Iぼナ系容/は. め ? 平炉 @ る系

• 対て 契係 こる.

() <ルくY、 工規4果 団ら と 夕 / 小、深本で は 並分 

布によるヌに ¥ 』xその分布 ク 並依 次肉係付 け ら ね & い り、メ 

ゅ低区すろ ・ え。おェ びイラ カ 分布 o 不 連•就 校 I てpハ 

格すのポジション』り品かに大= んゃ容 2およ ぼす ・

5.3 正規研点団から複され/場合に: イゃの夕係の分布2 
統分布 I- よ っ z充分4 こせう るﾡ木の大セ こ X 或 y, C商 ,

Tとの 組合せ ・

4cそCd frz "tic& c/s c.C
tc 2ctttイッッ -やルccx4

じatcとc ov
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そンん..びこ e と , 

ツ、4部の (/) ﾡ

今 c Cor&ccc.d イゼー

"本't <化e 2イ"ン・ッ ら。 /r a ～〜とn..6 /7t.Laてと.t.
で示、し:ズ2- 依か.え 託 的 には え分 J倉 A布 な

みわ ずであう う ピいう 二 とIにモ/ 

ソ 太対し て な株点の 大 こ

対し てﾡ/wの大モ E っ

( 兄 → か つ て いな い・ 』なの か

て 、テスらめﾡT 
=ゲ および チえゥ』c/o 
い てク4向に対する人皮べ解& 

。 不統件 は、 / か川、こく、の

か比ﾡ的 大キ いﾡ合. ね の大脈 のか &統か で表わ そうと 

す る 合規る 函ほﾡ の主ﾡであるから. そ の 爾もは明 ろか に. 

今えたんれ/たﾡ阿に対する 』ヌ っ余布 の 不航&か名か ヌ く. 

% oかサい*ﾡるこ るﾡ小 ミ い Y ヒと ○t合2見 すこY 
かかっている・

“夕 父 ガia か正、メ4木 ゥ と バ c/- 、或. E /； * パA ○ど※

似 基 すて い 3 合に Jミハ。 .っ E休 パ t 3 を.

"型 "
・平必メめご向ク m (a= ッな

/ S 4 2
22 ルNク/ < ク< ②,c2クマ 乙,cうC

3 __ c.(2二 ___ <.◇フ ・ cc
そ ◇.2ぷ c,<osぶ <ee .ece/

" 「 ・
$ 「 逃, ◇ 夕 cP, cc〜7- -

◇,cc5 c.cco/ '
ク 一 C.c</

規が兵団かり却こi秀今 ざつ分行の不るこ 

こ： で エ る ん' ヒのYク 凡 & 、 当っ/こ w •、点 -ついて、5 
ク とク :/ ロジ 今つ その 表こ 製する = と 

ー ・ りえ= /t っ &P J • . い -, 二 っ1 う 表さ 試区する o
;る 昇 のグ ス 決な も "でみ と か、ら ょうな 表が知

用可ﾡなるるは ☆ぶみパなベり. K的に求るﾡ区 

※&%ずる 方 クエ い4 う:てわfる. L r か。z 、 5えル
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ルとα ○後 バ対 cて ふのoしく広 るﾡ午 2 テえ夕 /ゲ 

ヒ w ○対 かﾡ足てヨるも ウのどうか2める 委祀 とし て用しる 二 

と を朱 する・ もっとほフニり :そる/め. 正人な兵 団の少A 

出: itr= :のてあろこい っ4スたの 栄パら(る

P『5i=elww｝全 o.eo/ こ クグ年みの 示してあ 

る で並水くか 』の余ヤ 9穴ﾡﾡにえこる並久とチえると 

wの位の反だ税Y C z株用する -Y 2ﾡす 2 .

工人とﾡいゥ "油 対する P = ○ ! w7 "ノは ・

と ( :) るだ の合 1 こ 

祭ﾡ魚ﾡ &平位 z し a

ついて 4.7表に示 しそろる。 なおの と& 

表 ハ、a = ッ の ﾡ合なわしてる- ニつ

石えの ゆ く紙合 は は 次 のとおりてること が余 る ・

a< ee パン 2 (番へ t る>

a< 
a<

/e
4

"2 s 
> < 3

a<
4< 
a <
. 第

/=

シs
/

の (). (つ) ケ

"2 土

/> <
"2 ?
. 深ク仕 ﾡに保し て ・ アのゅ く結県2

生みす とﾡ符 <Hて いる糸件っ仕 た ハ 定表 を ee)"額 合せ ク

わ す - と そ見疑し て は、い、けない・ (2o> ・点、合は クノ ﾡへ&

が用しr & 住 な - ン o 方 か よ い か よ リバ、 三 く な

リば な少ないヒい う 一般網は 取火 り と 右ﾡす る・ ﾡィ伯する 

ものとほがえゥない・ この一般的な双秋めの回ﾡは メめに魚

す るパラメター ○えﾡ泉の ・ な/下 をH部するこビ て あ 

り ・ その上えめこ向のﾡの行なえる場合と 図係のか る. これに 

みして (2○ のm合 II,あらいメ め 泉西 す る株、ﾡ燃& 力 戊. 

下 と は同倫な く・ データ ー が杯洋師方ﾡの商¥ &4Eでﾡ しく解 

林でもる 糸件 の大 まか は格標 ヒoて 米矢 ミ ハ たも のであお.

今.4 小核のメめ らた役利位に もxすく ﾡ合の Jt.んt のotx 
か段 比 の か布
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Dとるcc...なの: 6" てtcc,.ズuta.. *Lc c?intcc

uそcrt- <t.cイ b? シ a <E つc:とz t 2cc,4&. ノ乂必/スみ千 

x.ハIt /:ﾡﾡ僧 クあゅける 函汝み余命 と同じく、 26部み方

ﾡべ(/4 で※殺さ/ている(xRの布は逆統でみる・ しかし. 

ヌマ タイ と ぱえ のか布の不ﾡ銃性は・ ﾡ合これ て とxスの分布に 

彫者方るから ・ キえゥ/こ何における不能ﾡが枚は ヌ。, 

スxR のか才 のそよりも安く , 一般 そクサみも x の余介 I- 比ヒ 

べて小= くなる. こにえし<、 a かOにﾡしい時 は L っ て、も、

ZQ か西平千メババ:てI:しいﾡ合をいて、 二ば余すのﾡジに

っ て とスか+ゃ又は-やゃ、なる - こ八場合txR +/ ヌ は-/ミ 

ョ し と 受表 てさ、そ ○不 ご は 各用 $の式現に 確季 てみるY 
いう&報の歳神に よって、 合年に め ら れ る

派受 に べ たような 爭悪 に. x:x か r ○倍数て ない 限ク起 

りﾡホ, ヌ例入そ う いク 可■記佐 4むった として も ・ 者 しかメ 

ないて 力 ろう,二:及して . txR ク年の催は ﾡいスめの行 

わ ft/:呼キハ (a ・ 小ポホ例えば"会 4 てしょ～らうたるで 

ゆろう こと4?ﾡ ゥ余 る ・

し、し キえら1r-んで行んわfたメめが(20) の取り スめに 

従っ ておば. 七xR の値か不た/にんる確辛は。。/ Lx下 とはる

てあうっ。 こら/- 二の上う〔てめゥ』/にりほ、 同時にとx 

のか布 のササ も点ﾡ てきることる示すでろろう,即ろ 夕際ﾡに は、 

txg ば 域萍 的 ヒ み却 に従つている —— ﾡ猛 (るえばヒx ついて 

"正しい —— となこるでわろ う。

橘 な考え方か、二っ の平ﾡ方 4ra , J 。のFく ◇分 

カー 四1えぼこ13メか行伝われなかっ/巧合,『7 とぷ 

1そど台宙及, = ズとヒして独広に余布するてかろう一 

にﾡ用こ れ る.
--------- :- ------------・---------------------------------------------------------- -

こ の ﾡ& .殺ﾡ、なる ・ F == / は常試ﾡな え表と 思 わ t、

も=%=。 も常歳知 とわ れ る かも?= Fてらる/め. に だ安 (は 

02=/ 2高(はい。
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4 に 4えか○ で ば Fx =』,え&/』2 Iは oとなり. 5x r ○ 
であ点ば 不 となり. メな ・ メシ ケ共に○のと=にはノと 

え校さtるてみろう・ Fa の4→の正英向余布か、 久/～47 
表に〒 ・て チ る え "分甲 みタ t1 : 、/:,-,= = / 

W「= ゲ・ ゲ/2 ・ «/ と / = スx =2 い=ど ○Aiに ついて 

る条レ r , 予堺 していたとおり ・号 えらi六: こ商 ては Fao 
スﾡ品は メふ " 分布 ウ不地品んょ り 6女ケタ く ケ 
も小さかっっ。 F4=O,FR=/, Fx=+c○/対応するケみが・段 

大てみっ/ -

にの砕れているグラフかっ -ク=のケ い 7t, ,クし 

とすか、んそみすこと:+り. を病 てこる大らさ/なるん っ 

・ Fa ▽分布は失用的にほこしつかえんい似催として千分 

布 て表 わこれる てわ ううニビ か余 る-,(=ペ,+/) 

イュC=ユ=+/ と共品のメめ②向Aか 上ﾡくユ○つのﾡ省2ﾡ 
ずゥば、Fa は矢用的 IZ I F 金 っ て 分布 ォ る と みA e 

る乙かうう.

//気, ノでKなっ「メめﾡ商 u ュ よる ものそめ 

ハ 口： Ta の分年 4 F の 分布 に対 し て納 っているてみろ?・ F 
株え 平常 ﾡりに用 いれ る 易A . 3 ～未知 で あt バボ、こ か

府 り/は 去 てさない,

4 衣や+びﾡﾡこ/た悠の統計師佐質

d4aそ4c2と /z7/ve2tuee す と&4zaz &ntcC ctンtrZd 
み-そし .

統の本1る乙は. 表の誤委は、どめ散戒の衍て. 女 単 

◇向で 一ﾡな条気夕 26っ てか布 す る 確辛数必と "み:Iスと 

いラニビが よくるわているし、 ヌﾡにほのめかれている。 

表 のイ用 営 ( 今 点 vかもしは い が、午えゥ ft/:ネ他。 メ め 

の条上は明りか I 一夫の営 &も うている. ま えられた我祖の咏 差 

は そ のかヤ パー 版、 米ヤ しているかゅ どんは表わ し方こ 〔/=
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どしても が表数るある こ Iはいえない・ 説計学のテ キス トでみ 

ゥれる二"立- 受数 ○表後 &用いて 計昇 2行う場合に、冬新 

合無件のもてるは. 一あにして方条たれる個々の 表償 ○認※は 

iぼ一ﾡなメメを もって ﾡ役柄の -火卓化 か今夕 単位商 

にあるてあろう こビ&ﾡﾡしている と解こばならない・

ﾡに に ﾡ備 か会 く 不が合な こYこもある。 し/がって、午えら

• t/::役の -部rサ ク教ケ用い ろ tておば. —— 価単には は 

→ 三 り う入べいﾡ合に も一試えは会こ 円行5 そもっょう になるか, 

ﾡ& 2合すは.=ク 自女な ◇符えっﾡ町 ついて、今え % れ 

7:小、数く々、く下 八術故ま て示さ れ て い る功合の函数の制 ク分ﾡと点 

するになるであろう ・ 央: 季備 ク好布合ﾡは 次 ホ対 し て 

ある-～ クメ数衣の よう、 a数か表に示 さ41る 単位 によってﾡ 

る。

々/。 4 イz 4
タ・P</ PP3夕 -/ ◇ 夕/歹/* = 2

Pとご ゾ・Pク5ア <←c /ク/ダ
ク < W 4 9P4o 2?e メイメ<
P&<4 →レメ<e s～ ァ24< <ン ○
タナイ W タ2と チク/ ラ/<ク
PP<< s▽ワ チ/ っ/ / メタ<P «Pッ
夕ぶ<ク チタ*/ / タ<? £ / /
みP<ど ククタ2 マク/ ククク ◇ = e
タP<5 ククシ ウ/ ク/クク/
ク&2c ・ Pタクミ /クニ タクク= チ /
デタク/ マク>イ5 < 金 ?ク < ダ

ク2 ンと e チ/ /メク〜 $ ～
ターフミ クククク ク P/ クク ? * P c
タケクタ ラクンタ P ・/ ラ/ ク< <◇ラ
クPクs う チ «チ / ラタクク < <
字よク< 夕/ タテク5 <ク
ククク 2ク < 3タ/ ラタフP

ラクP〜4 < o タクめ今 <=マ
PPクア -> Pクペク /ラ c メィラ / <<4
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三 対数 に小数点、M 下 クﾡ、て正 し い ・ イ 'e イク 他につv 

て 7術日の必字とﾡべて グると・4 研2 イr ゲィ◇記 と今

た交ﾡ2 用い て 計新=nれ. が上iの 回に F ら t ておハ#, 

ズ必の素そに4炉目のメ。年4の月りに兵→まリ. 明6か 

ど桁目の一そﾡと+す率位のﾡﾡて /aギーﾡ、なか方をしない 

て、あラう= と4rかヨ ・ これに及して,計ﾡ 4の&タイ o 

表2川いて行わ// ず、/ o4か上 : 示、= r後 た s A 

こいても、対数のﾡﾡは 4約引の-戦位ヒ+ 単位の範残 

乙かなり-水 に分布 するてあろう./ r &名 のおの イe 常&A 

後 て 訳送の分布 に はt ギヤ ツ プクなた 1るてめろう。

自 我数 の 近武 ・/4に対する 正為な図政療の 胤 には一足の肉澡 

かあるかっ、同じﾡげ. 小、ﾡ品.くTﾡまてﾡしい衣の後とメゅ 

る コ とによって生するﾡ及(向に る -ﾡの収係かあ る ・ し /たかっ て

おにメめたゆﾡメ、 矢愛には・ 衆りの&ク承スのﾡの年 

位の-り夕 と+ のﾡ田て一林分れする継率長数のﾡの広ﾡ 

催とは得てはない: そIにもいかわゥす、ス くﾡらばっ ている 

留及 叡 之示す 笈牧の表破 2顔べてみ る と ・ 桁2越える な4 は . 

及々究り ク長衆の終名の 弊位 て。 ヒノク岡 てﾡか一林、かっﾡ広 

か布するとﾡわる分数となるてあろう, こらに. に系さ 

る 因の条須必ス は起越次数の時に は、つの大といﾡ,ﾡ日を 

越え る 小、必は え々』印 爱救力 ﾡ向て. 一杯かっ公立 にん和

すると忍わる 分数 ヒ広りヤすい. るろろん柳卜るかる。

例 えば小女に及ﾡ しﾡに。 ヒ / ざけ1： なら 陶 象/クフク . xン, 

/on/Pク7 奇(〜=○+/ . +2 -..... > ほﾡ式のどの仕も示 

さい。回様宛会なﾡ教なは. 広んらか欠ﾡと林っている 

てあうう。しかし、上認 ◇性質は ごく普ﾡク ものてあり、ﾡに 

魚理数ャ起超限以 を 小数及囲 す る ﾡ合に そうて、あるヒいう李欠は 

タ ・"あ合 表 数後 "ヌめによるﾡ准は 表に示、こ1ているﾡ 

ﾡ桁の+火年位 ヒ-ル2 単化の低ﾡて.一様かっ独 にん布 し 

ていると兄みすこ と が有 ﾡておろっ と いう ニ とを暗示 している ・ 

ハ C ・個ス の場合バ 三 の依たかっ ◇基えをと地用 す る ﾡ合にa 埼 

営にﾡﾡするニヒする。

ﾡﾡの条件で、衣の数位のメめに』る誤ﾡか+く の向にカる 

昨に 契震e+%。 g向 で一禄 な麓卒, 変及. を り っ て今布 す る 

と依ﾡc よう。ﾡろに次の-と か洋 か れ る .

+ -
あ&の平*個= チる e4e =。 (

・ - 3

+g
○ぱ=メり余阪=そ 1t es4e=学=conssw-

した かって、誤星 のﾡﾡ術ﾡば
り

Ge = /万 =の.288フ 绐

(二^
こ"点糸 ・ めの 繁た と ニク認計 今税点、分 ダ 跳% め ホ ば、 不経式 

メめにに府りかない. 即 ろ . メめらへ表ﾡYﾡ女の条像向 

左の平1は○ヒなる て-みうう という 二 と をﾡ味している。この 

#た計続児、か・今 委えば. +" 以下て"正しい, K の表省の誤 

の和は 次法の麻 生 佐の救足から ﾡﾡﾡの/でス て平ﾡﾡ 

○ の 風り (分 まる を も うう。ミ ろ/く ニカ 今布 はメ> 4* o ﾡ

合には伏的氏分和 (子〜..aビペマり )をする。

二の結県&おﾡ し/ 州Y ・て P=テ :ついて (パオバ && 

所 し 六 ﾡの ?個 ク名 に向する 小、数スパル下 夕術てEしいとﾡわれ 

る表をる無くてみる・ ?イのイの相は/e○eesてある。安の位 

か・30商りo.eeeca は 其乙ﾡりと3(/ここそ示してし 

るのでらううか? 舞意るこるﾡ大のﾡりネ c.occosoﾡ 
内にみるかゥ ・ が象 ? て い/:こいう ﾡ欠 な 経* ほ/い・

ccoo/単 位て 烈 られる . 就式知 こ/ﾡりは 似 納 /:

詳部にっいては. 7ﾡに示しそある Bなt, aイ2 , 人ジt ・ 

&今y のか父をみ、ク ニと



TOO-
の 正ノ 私にﾡ女すろ, 

・ 
規術及か○かゥ2ケ6 上は広るﾡはoc/下 で 

あるから 計子を条してみるﾡのる, く祀らく和ハり始め 

ら/tる。)
力

メノ と Icetイ は自求名のイか号向ﾡのﾡ合のﾡ仏の 

条そのか布 &永め るためI 二 の 然計的 見解 と用いた。

自&数 ク商岡 2#位に v り ・ 納向他2求 ゆェう とする自夕数P 
の イ良た合•心らMを ク～ / と Cよう・ /eyzo～パs .の荷岡係 数" と 

用いて,ﾡ& I よ 6 すﾡ向 か行 広わるならば. 術向のﾡたに 

そね &ボめる/めに点 い た表 ○&多で ﾡ 単 Wネわ すことのて:る。 

・する 二はﾡ差の "何河 ・ PルインCaズ。ぐある。

一次ﾡ式のﾡ向の 契た (2な=(/-P)e。十 pe, 

二次形式の覇阂の誤龙 (さ&

= ア(p-/e,+2(/-ラ)E。+p(p+/2, (24)
・.* ー ・--ャ*ィ#" •- - ・*- ・"・・,' --ィ------*で*ャ *-- - ・-・ - ' ・マ * ー * *一

2
7t

2つ又のよ岡?あた = » Acp)・ex
K=-2ur/

今

2xマのﾡ向"契X =» A*cp>.e
- 丸

# このこXはノﾡの//永か常ﾡﾡこる・ そ(は正人名ﾡ ゲ

Ke.cos メ上ヒなるか 一Kocot以下となる確ﾡは2(ocob)て

あるか てある。

, Pk。 ad ル&.イazイ / C tkc 

w&ッイ ・ イ ..

3点、から / / ・ の 補向に対する

Dとob&ot。 が /6 Eaac2

この係数の数ﾡにい て は

fcefe"なex6 J・4&e n*% ・ のJ4&a オ イ/ペプゼペ" 一Zプcdadn

Qがcecる。 そみ照の-Y・ ニの保名の公ほ ニの衣の質

ﾡ明 し乙る。
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うの&争 の誤たか、共通 の 分お户 を も っ被立な雄率会塩ヒみ& 

た4るならば. 自委枚Pに対するヶたがに商単
T(P,r)=»(AにcP)〕の cs>

K
こて ﾡす計は Y=2の時に一?+/〜〜tヨでのK

「=2mル+/ みには. -れ 〜+ 表でのKにさするもでちる, 

為 "

T(P.2)= a・canPda の=補岡の公ﾡ
= ((/ーpゾ+ア'〕b== ［ノ～ スタ(/一ア>］ b, oSP</ (のゝ

T(P,5> = (PcP-い)+4c/-2ヨ+ PcP +ノニ)。ヨ

4 -

〔 どが(ゲ_ハ+グ〕どズ
=---------- -.......... °全全 / (-ク

倣今に 4 り ・ 了(や,5) の最小ﾡはア=士 / 「対 おするもの 

てその位に -一 =②42s2°ゲ でうるごと か赤犬で きるか、こ 

の位は 卢 = メ に対天する T(p2> の 限小色 即 5-= osceooA

より大ゝ\。又oP会/って さの 承大企 はﾡゥか I

T ( o.2 = T (o3) = T </2 = V(ハラ=ざダ である ・&./◇浜 

には (2のいゝﾡﾡ商(=/25«)つ®合ク▼(P一)っ涙心ﾡただと、のくPく 

ヒC«»点神向の場令の -4 P zヌすろ 矢ﾡの最小ﾡ*と 平均値 ヒが示してろろ 

受部すハば、ﾡ位の源たが共流の余枚。 をもっ独なﾡ辛* 

数と少なさ @ 安数 の 發 生位乙向 においてーポ に余布 して お

公式(26> は F.kez と Wイwt c P. 9> の示している るのビじ 

て、ある ・ﾡべ ほ (ユク)の代 り .(マク) の わか - か ゥ +/夕 rえると 

たに ○か4 / まで父る女数PIつい て対符の式と今えてい る.

くんく/ に対する(2ウ+/ ※、ズ 向ク場合に p= / 2 

保点にごび, K=-tで「はなの数«2て、 K=ウ+/で、ほ数字を才 

え・ ノ-P を点ﾡ数として用いば, 6っと E産な神 同&行う こ 

とかて:る・ ニの※によれば,ア(あ,2ヘ+/>は ﾡには 

P=キア (ただし/が/>/>で 受小 仏&とるが、 P=+ムで 

甲的な役小硫となるでろう 。
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リ・ K か騒故でみ』- ◇くP<, Yかふ数るあ』ば . *: <く 

なる 白永区2 /に対す る向 として Y活.商 と階た E 年： しい： 行 、 

っ/たバら ダ、

(/) ﾡ岡4の ﾡ辛 ぶメ。 分散 ( →?-→ク &役の分ﾡ よ り <

小 * い・

a,―间破 々雄平最装 の分教 は 一次刑式(2ﾡ)ﾡ向の場合 

:ﾡ小 てある.

(5) (2?+2 ﾡ.ﾡ向のﾡ平ﾡメ公区は C2 ﾡﾡ同のﾡ 

率委送 ○か女よ り大さいか、 C2+/ 点、ﾡ向 の確率祭炎っ 

か数+ り 小さ い.。

(火) く2m+ョ ﾡ創向の区字えのか本* (=w+/ たが向 

のみあた のか家 1 り 小 ・ い、

(3)と() みろ / く2)尽ﾡ点て字正み及ﾡI ・ 
( 2 人 十/) 点ヌロ( 2 m + 2 ) 互 て 6 4る4う マか川'ﾡ 

夕 の伯下 を長小 にする/=ゆに(ユ+/) 点、ﾡ国 より(コハ+= ) 

だ、&用いるのか得ﾡてあろ ス ニとか 分る ・

この総和は. 進比 c /浜ﾡ か訊.を か. か& も っ < ム、

に分布して"ろ ヒみはこAる = とけ とﾡと C ているのバに同 ○はけ 

ならほい・ ﾡﾡは ◇ っ ぽう火. りにA、四するものそら～て 、

-2 と+M二o同て 一ﾡなﾡ辛盛及そもってか布していると 

G 依足 こAていない.もろろん ニィ総具は・ 立性 似足そ 会 

張でそる%合は. (2ユ> て示し/○=2と月いてこの場合 

! 二 過用 でさる・ しかい. Pんoa と u:んa c4 /4 ・ 後 o 合 に 

フいて、締岡値 の 設ﾡへか命 は.総か、いメく、Y のガ に っ(て 

正規 ( 8ococt ) 分布 に 並ずか なく広る(Pa a2.2バ立冬、 

3 ¥ な ム ない )-こ &為 L rた.つ2&&eCL_ や Co.c. 2.4d
* cY+/☆, (r+2) 忌 ——神 间か Yだﾡ宿よ り点に大とα 正ﾡ

となる とﾡﾡなかIに ・ ご着 (ﾡ心(はけ tば/っない・ 午え ゥ

n /た乙同で役ﾡす 二 やみ 枚および roﾡ加に件って ﾡ火 が 催 下 

す る 岡単広なﾡに いて /は小ェeu.e. のJtuイ・ズx PP.引、す夕こか、氏キたu.
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4,/0本 Yなべがクどゝ-t oヒ /と"向 Yか 命数ク 秀Aに 

は、ブ/ と との向めある台求&.に対するY点.相向の余ﾡ 

の※小個 と平ﾡ催 ・ バ 闫及款 •他の呢译m•単改 己向でろ 0 
表伯 のぷﾡは 共 の余数て数 玄 に 分布 してしミ。

ﾡ 小 か な
C ¥仕.)

子 物 か 秋 

C 学位 ダ)

/ &. /2e ・eo /。。 ◇co2
コ . (-*) 5cce ,<< c<
ラ . クク/ Pクダ ◇クラクs
2 &. ,<< ◇ど ◇,フク < <

2 ・ ,クメ2 ど2 ◇,チクダ

と 5. ◇,ク◇F ○, 2 〜
. ◇,>< s クP ピタc ニア/

s . ◇,?*ミテ ◇,P< テ シ2
—

〜 、 /・ 4 ◇ ◇◇o /◇2

注㊉ く) 浜ﾡ間の会にに、 二こに示してPる低はア=/タ 

て生する欠際の& 小悠 て あり, ( 2 +/> や.却向の形 合 に 

P=+/2 で失生するﾡ的な及小てろる ・ このﾡﾡについ 

てA . テ キス Fを分隊のコ y。

花 G Fc&v2 と Ifavt と文 ﾡの らP,P. タノダータバ5. か5『 

用しrもるある・ こ平ﾡは・ (-れ>点ﾡ問ではem 
0<p全/ ついて. (2t+/)な、ﾡ向でE商 

-全 力くキ についてヒ®iれ/ものてみる。
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の 不ﾡ式° は逸市てこる か- 莉同血 "え中あ准 の測及 と こ て みみ 

卒店炎"有ボﾡに殺余命的:る 。(コタ) かろ- ネ向ハみ&円 

ﾡ何ヶﾡメ に ・ 9 す行べわ マ 汚合く印ち Cxrca,チe の評 商 

係牧 そﾡいるに・ 疚彼 たの-次肉数てあ る か れ •理 ^ 

談姜 /- 弊 丸 て. 叉 ウ分散 2もって L分布 L て て 場A、- 、 

ﾡ回俊 o 賃ﾡ 4エノ余布 す 名 も あろう. し/かって、Eﾡな 4.. 
り / 〜2人分に印別! して ある表 数化こヤね てに司し 委 ・ 

も 正ﾡ っ人炎ウよ いﾡ間&2うえる て あう う ・ 「-バ し o
合 を倒 .か 集萃備 圧 ほ 与•な ろ たてボ•ジ •範、為付 地"余K2 

もって 平ﾡ位 ○のﾡりそ ほぼ正ﾡ か っ本立に分イ しているか 

みとする ,
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数のﾡ準契ﾡを求めるための正規方経式の解ﾡ

4 dCot 必 

xa., u: cc Eu〜o 
ク み-cLLwat

ス～zっt yxaと-eピ ゲ子

* こバミ (②.uどa.が.

ッCc

P QI yZ^ B.ce ・

夕くの総ﾡく/・ ・ s・2、$・ 4・ク・ぶ・P)豊は殺ﾡ 

ﾡは対 す る 添形 布経べ& 5合ゝビる時用いられる 工堤不経式 o ﾡ法 

と工入し/. Fa.z く3,タア. ノメュ～ o ) は袋 C な る雀 & 

○用する 多:よ って数のポ新浜たを反→る平かて= るﾡ法を社 

立 した• 、

木か*の目師は ビ〜な3 ラ : ・ <ﾡ懇2用い て常数こ訴く か、 

ヒ ・ て如何に C て ・ とへ布ﾡ"桜*ぬ准を決えする oにはう. 2と 

L うﾡを頃っ けるか&示す5う,

ペこL <降みﾡ 八は ・ 度 ・ゐタ ・3ヌする ペ保 & 示すへりに 

fcu/? にって 似わ xt～力え < 欠係に似用 してッさ.

今えろ/催X Xョ X ッ々ク2橘足感が次式で太ゝムる 

と た すると

? = b,ズ+ b= てョ + b; x
ﾡ小 二森ﾡ» れ る L版布ﾡ式は

Z< b, +x Nn bっ +x,ズョbs =こxx
二x,ス,b,+こなb- tニX:x・bs =こ*パ

こx, <ョ b, 十 ニス= ズ- b-+ x bs = ご x
Fな.ん.。 ｛： .I っ て今え夕 At/:4む"値 と えば上記ガ式は次 

バ堀くなる.

*例として は 大sw*at才 の E cctc?tc Crtue6 す Q..&xイy PP 
/ク4 -ノクク をﾡ照、.

2 イヂジ炎・b,ーィクマ・ニb2 ー /nム/ね = //ヨク," = こる

ラ) -クク-マ・→bノ+ュPPク$bュ十〜夕.ズb = sy f= エス.；

"う タ=ペ/b/ +タ くb: +ク742 St3 = チパノ = こ ・

才を変 に於 け る;b/ ク 保数の経対償 てるる准式 2 ・ ば 式 

符る ・

今) b/一2ク?二$Sbっ +@4クククダぷb = ◇sPア～タナ
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三・222 $/? 934 一 </ 子

4 -b,+ & /夕○グbっ +.4 bョ=-○っイs»eく
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こて:/の個をﾡいるす!よ-< s より兄1すﾡム来る。っ・ . f $
FC 次ノく xる,

eee /=夕S 6e と<

b, + ど,/ユク ニ sb- +エッイcゥ少 二 ◇イぐc27
= c,2oxeシ-2/お とXs

次ク-(てb, と消ますろ,

b=一 c.ecc ゲミゲアア <メ/.ウ・2 - ceee/5SS=

( - ・ う 十 cぐ2c 2二/』 くx夕/ S

サスミ bs = c. e ? テク く = c,3◇78

〃つ に bョ ウ 催・べて b. っいて解けば

夕> ニジ)+/、マ メニイイ bュ 十 C4マミどミb = - o./ク? クコ ア

= 十 °ec/コタsee 三っす十 C.42今/79S工*#

夕 =ど)+7 ) 、 タクノージ し + フeグF«チニ bョ = o2ン ィ/

= 2 ee/ ク e 三そ + P/e 2イ ニて

たI:
/P )りっ ○./Pア クー bs =-oc5ミ クダぶダ = P,222 /6 24 " ア エ// ク

+ o,2ee3タ7ピ7 左 ズっ

イ bっ+の$コ/クeeb =◇ク ofxP2 = ② ◇ce5sッタ/。 三 X: .
す 2eeeコクタラグ ニxす

b 之湾去ば

○ /コアレs = ◇ /o2 ク/P
-C,2 ◇○/SY< グ 
十 のpc◇27タS2ッ

栄って

ノニ bョ = 

三 ズ - o.cccc sニ Pd7 ズっ み

こy ノ

◇,う◇アデクア

= 一 乙,ocozS4クどS
十 ◇, cce ぷユ/& ニニ

二 てィ ー ○ Ccc/5$$ゲ Z工っ 

二x,
名す (ば

b= = 一 くニンビ◇e(°3e?S8>キ Q*of 二=-ク/ニク

= ◇*ラ4 ee (- occ2s«ク7 ニx - o ec2/ssS xx- :
1 乙； G #二/ オ ニニ ミスラ号' + ○2◇2ラs2$2 二X-? + 
。 cceニ アチ ダ= " るす

& 二 bz = + C,ee2ミ4e 7今ヨ *す 十 , co2 /<F
- 乙oec/s5S o ミ ズ:? y り

故/- '

/ bっ = Cc二xす + C-= 二x:y 十 C-ョ ニX
リメて、 Cっ= ○,coo4o7S

C.> = c.cce 2/45く

Cs ニ-P・ ◇c ○ /さざS5
のAは ノ纪 といるﾡて ウム . ム 来=・

之は次の知 く な

bュ=一 ◇.//二e火

b- 及みb ク4そべ入する乳に+り オ クうほb を 見 

コア るの:用 いる ﾡム示る。

b/ = - ○. /2? ダ25 (-。 /2c)一/89242o ( e3e フ sみ >

+ ayどezク = と,35ど2 名
/3> レョ三 Cs 文そ十 Czョ ニ 十Cジ ニxみ =-2 /コア シさ ョ(。 ◇ce «e クジ3 二 +②ど2c «ざぶとと4
凑 て・ C,ァ ー 一 a ククバ

Cz -- ,22 /今今

C $3 P2/ み
こ/小ﾡ的に Pcloz "得たものYﾡじてかる。

- eeee<ssSse で - イ *パ°°

(- o,ceo<s22くs ニxチ -oeec/s5ss/ こ ズy

十 o,cocP=/ Pユマ 三? + 乙cooニノs ミ Xョ ー
/ / J

茨くI

計算 の 味 としそbs は Ca. C-・ Cs と二xす 二Xっ b/ = +乙.cecよ sc ク3ア ミX T 22c。 zグ～ クs4 ミ ズXっ
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&/=C *子 t C/ x 1 Ce 二 <: 
C～ = ccoe Ps ・ッ

Cユ = ◇,2czイ◇ク<

/ よ り

C/s =一2・cc<$ーフ

b, 二 ◇.ミクェッ

bら " 源卒誤た I-の 方ﾡ究 とる 空すﾡ に+ リ /ョ> / 今 >

か 今 ら 4 る ・

例えば 夕 <スボ、著相る

・ + x= すコ 十--- +Xハチ〕+ Cbョ=Cョ (xッ ( エュ

+ ズュ= サ= +-- + Xっみァ〕】 +Cs ( てシy, + xリュ+-

-.... 「 てョッot )
ﾡろ=( Csて, + C-ズ=% +C»ョ) y.

=( CsX4 + C- ズz2+ c. x2 ) ッ
bラ の委は又の位ケ呼え二れてい 3 み、 み クd :ﾡﾡﾡな四 ヘ 

i p る ,

*の "③に対すう み 

日 c てうる ヒタたS M る

偽准 14 同じある

クﾡ ウ旅系術乏はズのる位に対す 3 ピ 

ﾡら ズの上I 処く /る- チ 値 力 ﾡ

bョの旅卒ﾡえはそ(ﾡ

のbョ=

S バ孝 二xえ+C 工* +C5, 二で+2 Cs C=:こx,x 
+ 2CsCJs 二Xス:+ 2c Cs 二*・ズョ

比父でS は株発4"坂4扱えてちる

行利 る とな うﾡによって 最役 の 式 aメの如 く とゆる。

のbs= 9 -で,

とa "ﾡ納業は&に

0bョ= 4.3ヨニフoooFみュ =の.ノニコノ

同析 にしてb/,bz の 株半綱ﾡ は大々ﾡ Cスに 示 ず事 ゲ 出 未る. 

。 b/ = S才VC 三 タカ ニク/ク coexsc2< = ②/ュ<P4

そて

のbュ= SVCラx = a•.タM =ア Vocooz,cxz = 。cxsx2
あ卒 ぶﾡこっr常枚 イ

b/ = 
b =

ヨ クイニグ
一の,//ニロ

C. ク フふ分

ば

土

土

土

・上、 ?方 (郊d何 に し て

ク/コ ヌ S・4
, グ ア

C・/- ・ユ/

C の 疸や又 日ノ心 術 秋 さ 出 すか と 云 うも

〒し、わり ・としてﾡバ式計承表をう琴か※る申る示(こ
いる ・ にのおﾡはﾡﾡする の) なるな ばかり て. なく 新る 攻え
る

/

A

5)

至 もな て,ある。
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緒 言

一? ﾡだ学"る決 乙 寸べてﾡ条"永そ Mf品 く ばoxiyo.ccd
2-こcなet ) か や かる と 仅送. ・こいろ Cかし-のルaこて 、 

ﾡ/【F こ な ・., 会 円 てはu.= と!ついて(は -t1こ ヌ 

4の気躬力、•な こている・ ミハ "資缶にコ ・てa —い/呻 

/ク〜3 &n *成衣 と= t/=u.
本M島 ケ円チ でほいこと ハ2 ・ 承ﾡ面々様の キ.5:多をル す 7 

クタ・って球称計用にもむそ一生する。こノ ろ ノノ 気 を き 新/」. 

ﾡ:る人々箱西断ﾡ(c&〜な:ecC 入,3 - acet.otゝ 月 

るいIばニっ2 千為 円(と ”, -ム4Cir. ) 小 3 な っ 初n ル ゅ に 

いて新べてい.ろ・Aiえ*Cce&....c タュ2 たn/"•ム/ 

/タニフ. /クィ3 g, /deシとそ/ど /クニァ ン。ル ノタ ンタ, 
3ピkPeムe ノタ"*. "WsJNd ク$$行2見』. こハ 4 ヵ 論 
文の弟るものは- ど→0払る～が宛についてもき及(こいる. こ(ら 

の研元方交撃当とﾡわ4るﾡ向は. 大ﾡ分の樹砕か. @.々る向 

で色々 な凌後 2有 o ・ 扱六径 と 浜小名 o お a 吋 大4 & 用 1 ： ‘< . こ v 
かタu.ことによさもでる。 しか Cメ※は的面ののパ 2研々 

いる 文ﾡをﾡ/ こ と ケな い・従～乙格Pメハニっキメ 円 ～お 除 

野の路 米 < く oc&イ )として工いかYろかという 円ﾡ a 未決 

者 スー, 7 ( 4ば広ら/ い・ 欣 円 と方 え るみち※。 欠なI 工uミ, 

(PP・ 2$・コ"5 &見ようにﾡ可ミ(ている。

次にMGっ形る 会点犬 性 * に ﾡ川できる&スな ﾡﾡ渕 ク 係A . : 
?いて ・とェ う広二と がい,えるかと西べる = とルﾡ坂と 思われる. 

*25 う なが究は断ﾡのﾡがと欠 黙的 にビクよ う:ぷ夕す/ ょ 

かとい う - とクキかかり &も5えるてあろう、

Cん, /において後するェうに. セなそ*は "凸4*1 
( Coメ P二nv > "ﾡかで ある。年 いユペ城 (っいては多く っ 

明確な 定 感("品…" )がを明さ』ている。 ef.ekL. (ョ 

F+4) 念敗。8v Curextt,. 糸件 ハ ® ¥ いっﾡは総書か*

a「そ vか・ミどいう-ど 

んuじ& そ c Ac.～tイoz

-1173-

はがに 法、目 すヾそ ことこ•もそ。c "o._

“セレt〃L F.ccu
Cuイて 4じ

釦 屋"心/シレ と 2ck a a
Kou.cxitxX en.e ac6ce F

乙どe/そとパ®*d4t? Fcシyezcoxeqt みととんe- イ:ot " ) 
ﾡ円のﾡAぞ バi{ るﾡみ .1 つ ハ ( .一般糸件の合2 ジ z は そ る

ご Y がv卒、明 さ«るてあろう・

代々 は断乱 の数何学的ﾡﾡみ. ゥ 生ずる 訳ﾡのみ を研えする = 

る ・ 列営名 - ﾡ 全 しバ u
本文:おい てIT=つ向ﾡ"数学的*ﾡハ諾ﾡの以をべる 二

イ- 
oc-

と I:

ビ Iに

へ る - 依学ぢ な証ﾡは附択めげる e にかし袋っ か、の点学邸ﾡ令 

は向ﾡの一般師な高糸とﾡする上で月用とﾡわれるかゥ・ 本スで鈴 

ずることIする. ネ々はこ力」う A概令 めーつか るお yろ- x:す

る。

4タの凸を くJメ CcLcメ ペムシ<5X す c ぴビーt >
樹分初面の肉 囲 に樹水、の はﾡ* 後裂っ/»子ﾡるあ。=こ

tんごい ・ 災:ﾡの 各部 ・ 

が又らて ろ っ ごち ろ.4犬って ね十ち卜Iz 
コへﾡっバンドてめぐらせろと. バ ン 
ト の 内倒 の面 俄 ほ. 枚ﾡ高ﾡ 

4り大モくなる のな番ﾡでち 

る. この ゴム バ ン ドでイ う N 
る %T お KV っ そ o 内 ダ の4城 

総何挙(に おい て4塚の凸 5 < 
44c cmuvxc2e..uc た 2 
2< みiot )

・ Fi 
こ ク ﾡ合は 

く内ﾡ /に対 

る。 い 

みた右 ± れ

着 株然の 下 部6にば凹 節または 起伏

Fテ」 Sﾡク&

こ よば る も ので

/ 失尺 ・

こ 4tか ゥ方 え て り

［てA 町 と 思 わ ft
、ﾡス*ﾡ ﾡ老入のたみは 断 風 /凸 へり 形状に 0

るかハでめる・ こと (こヒ か ビッ テ ル り) ッ ヒ の



-114-
" MんcAv夕化と "※に 7 い て *いえ み ・

ど ェ う &凸でない人坂 C : -cowt * 2: > でる町ぶはど 

の 包よ り も小セ く ・ ま/た風国は凸をよ り *大ョい,ﾡﾡ面の凸 

このﾡﾡとﾡの出面ﾡヒのﾡを=のﾡ断否のeotex +eそ と 

い う ・

レス 下 a o 両承 2 ? て表わ す .

[ ﾡﾡ ﾡ ﾡ ( G心ucた ocxa.. しとuou花, )

消にうし/ 念犬 に 

えぼC&統みて5。 

※2ダす る。

適 径 : 

ﾡ ﾡ :

従って。 はCなる 

伯"C i4-c - peuシo.cdtic 
はﾡケ町ﾡでない 成 

c4ctuctue在zcc Ae以 ed

よ →てネ々 本出町が ク凸&のﾡ価、(例

さ う C て次ク公式2用し てﾡ径およ び 面

D。 三 C/矢

旧岡そ為する円の木でる ・ 田iの"番ﾡ 

Pc-ctt ) こふばtる質 ク為 に ・8°
+りも大そい。 た?。-と行月た C 

> こい.う.

I 直 経 表示法 ( Mcそaひc " んcaoutcz)
我々 の回ﾡIに (a繰 断面含径と こ断ﾡの凸をに対する=フ " 

平行 Kりﾡ向み姫ﾡヒ して え系 するヒ 仮利 て、ある・ このニヒは者 

登の及で直径 &後サヒる こと に対んす る ・

ﾡって 秘々 は 踰天 わ K 及収 (4t> な面上 の 一ﾡる句にな 

すび。 各法 対して、 一～の良径D(け)2る こととんる ・

Fテ2 少R
*々は= の橘跡面クﾡ経 とすべて の商&に つい てﾡし/ DCt)

のダ府平効登と し て え役 す る ・ Ca..efx か /タ"/4年 に発表 に た

< BLucん&c, P. / あﾡ必点公式 によれば、この平ﾡ回径ば 

にﾡしv。ﾡしﾡと同びようICは凸をへ月ﾡてある。 にo
比Iについ てﾡに Ch. ミおいてﾡる D。 と入Cた。

Fia2 平行 ニっ の切報商向の距紙 と してえ表(/各 

っいでに Ca.cc/y のﾡﾡの念味かな ク様に 系微的 に上べ®れる 

二こ2をﾡしてお-う.部ろ. 1し豆をラングムαを向る ﾡ差 し 

に数の製の 直経2生街平ﾡ4 ¥+ ﾡ出契星お上 び到星あ送 

そた丞するとてD区塗入て型差したと=の多数のAのそ反ゴ区に 
登しい・ ごれは断ﾡの形状の女何にかかわ 永成立す る・ 断面の 

&2はﾡ社についての、 とゥみ平河品径D。 クまわりのか欲2 
認 5 ○ で表わ す ・ ミ 代な々 に は皇・ろ向るﾡ差し/=っク血名 
回 の担 奥係数 のﾡるもぬ妥でみる。 にの保数こYて表わす。

亚. Orbifor m
すべ ての 巨径の双 えか同 い 位 ヒなる場合なる か"、このと 

は c.cfy の尺察 に よってそ は 同 西洲た低 か ゥられ る4 D。 s 
ﾡしくふ分んけばな少広い・ れはの ﾡかﾡの ケ o のAに 

生するあのでわる。

ってはCめにば凸をか叶てめる と方えるかも Cftない。 し、

・ "ば凸曲 係か く 4 よtorceu/x 
= 切解 商の距 ﾡケ ぼべての方向について号 

て 特名 ずけられる - っの曲ﾡ(にすざない。

c〜zv-e の中 で、平行な 

○いYいっ株負バによっ 

こ(らのﾡﾡ(に対 cて
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ノククみ年 &Ca c4Pz.. "な る用諾 そ役 条 しr ・
ctcr /2e およ o Bcん/ucit ノfs夕 そみ照 ハこヒ・

oziLcfezwt の三っの刷と Fiテ3に示す ・ 34s Ce..cdwx の
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三西彩

て s

うえ 3

と よ ば ろものご/2パ で女るうっの件しい円みによ^ 

るるのそある。 34および3c"解杵ﾡ な表 & Ia 耐祭 で

・ 三っの曲稼の番田(i2cmvイ〜e 4ct > の大

は ノ/、ダ% (32 4,2/

る ・

ク 乙

こク合の dkcet。 は矢高務 

かる。 Rxじcax 三 ﾡ f(は

そ とイ ゝ か ﾡ 大と/なる ・〜とと/eon ・
に 三 で乙っ * ラなﾡ齢 ケ ゥ 4 ・ 
ﾡ株、ﾡﾡかて. すべての方向

ろ

て

3& , /.4ダ(うc)であ 

パーセントと し乙 あわ しバる 

容 A上 C と2〜euゅ.cるcc 44- 

あ a ,

同→の路D。 2有する場合

でや、師画が今対代する日名工Dダ/と よリ小三(バそ¥ 

もちる,

柔に本々次ク ェ う な 銘除 をべる こ とかる全 る・

各あにお1る幽ﾡ置グりムっている場会。も.一般にほ当 
高検の河ﾡ域ﾡﾡ について正産ん益ちをな う二とはてセない .

Fi8 2 の三 →の例

/ ・ イよccCec /ク P、今に従って、 ドイソにおいては 

(' Gし:ccL28 ゥ なる単諾 を、 ﾡいら/る、
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▽ ラン ム は方 a で剥ﾡ c g後 ( D..ctow。 ca&ueccイ p.

2 cev ccc cびenud >
名々は 血径 烈 ﾡ位 から

X シ/4
なる形で曲面がを桂たする回短クイをるえることi-すろ。 ミこ 

てDは一?る/はニっ の記径和 定か り 2々な方も て•記 尊三 乂 た直 

経でうる。 ここては次のグ方法2方条することにする。

/ Dは テチ グム な一方向て烈定こ/= 資経 である。

- Dはラングムな方向て測し「含径○()と. DCv)に産 f 
スあ向で如た した麦径ヒ"平ﾡ信て みる。

3> ②ヒﾡじてわるか. Dは=良径 炎 子均でる。

> Dは悠立:ﾡん/ラ ンダ ム な ニカ 向 で m 定 し/二座径 救

平 てある

二の条ては 系錠ﾡあ2(Sete42e> "ムを R扱 うミ 
と-する 。従～てな々 a基2し/画が数ﾡ期44 . Fろ可ﾡ 

バxすべての力向て早ﾡ値2研 しな tずな少ない 上 こ " X 
方表でﾡえし/ﾡ面ﾡのﾡ着像とえ/どれ8/, 8z, 3, 
て表 わ す. ﾡ式額送CSa28o22) is cAで 次値网) 

ょってかするこYにする・

cん.町 て平入(たあ9&いﾡ畑の条学公式2用する 

と

タ/= e+子 e

『.= 。+季eく+r

% =。+ チ。r

%三 み。

二 o よ う上契そのオ"の 力※は平ﾡ的Iにすれば岡団測 ﾡ に ・ 

る 断f武ﾡ粧えと 何ﾡになる ・ そは脈には用 いゥ は な いけ / v 
も. このﾡのためにここI-あげ/のてある。

受iに

子/・
ふことI
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は?: ケす と 庐 の術平均 てある こビIに をﾡ し 工 

す

・アョ と相受比致し・ま/。 (Iち3ッ とﾡ

• 的に C/. 巫 て阪殺ﾡンニ○のAには(4であ

る e こゥの方法の位は. ある程及までのYの仕に依存する

C "才かる ・

\る,従って状々

Y=-/
-YくYくの

Y=o

. 一般に

*/ ウ・ る

Yは-/ かダキ/ の:みる相係数

次よう 広に比ﾡ2る こ とかるっ

とっ
る ・

○<Y く

Y 三 十 /

り( か

ゐ く犷 - みぐ

8 <。 = a く 

み=2°^み. <2.
9eラ8 く& <力

。分 = =み

子/ ～"派 t 協大なﾡえﾡ か こ ILこサた チュ

. また F か 丘 な り次 く 二 14! と グ *り六ミ
て・ CA.I で示しこように、 Cut-ex

行 周 た ( u レouとイvc 4 cそそ

とceそ十

番 し い 大足 こ与え る と

い う こ とこ法ﾡしなければな ない;

お よ て 正 何

しかし、 もC
何平g こ点い る

「が烈みう、 才3のるみ 司ろ 銅 な 二 登本の ﾡ 

方がして8。 より小さい&与える。

づ と 一たとす

Iイ ゥ 

はユZ
、その

るとこ

大*こは

s 可尾な承小の他はY=-/

の ﾡポ J不こはなり得ない

のとこ

加’一 ( ラん )の と/る,そでる

・ ﾡ然 てく は次の不式

2 子+の

乙突する

くことかでさ

がイ ク 1t る

が、 こ&甲いる と

み2 尸 -手のc2zみ+す。

, このス待式かりな々は系た次のふうんﾡかを*べ
る .

出「面の形状の如何にかかわゅす、“良福ツ(字戸 と "段後"く

2o22、あるいほﾡ)ﾡ怪回の平的区と、"優ﾡ模 

た他 と凸ﾡﾡﾡのmの平均より大くな る 二 はない。
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CR・Tの Cak/cwt の分さが少明かなよ うI=、二 っ4 し 沃 

両 のクそは ・ 凸4ﾡのﾡ検か» の 、そ4A -※通 ち る 足過ﾡ秋よ り 

はる か,Iに小、ミ い・

文秋 中 には岡回都えに sるﾡ称2 d.径烈夕か殺足し/ﾡ検ヒ 

比戦す るとそ・ 非絡 に 火りい ほ大株た終のペ っ10る ことを報告し 

ているるのかみらる。ﾡえばん..4とc クノ, P.P2こ兄よ。

の通大ﾡたは烈た誤准 ・ ﾡえ区兵の誤及 .ちるい(ﾡえﾡR ? 

氏 と ま ﾡ的 に朝郷し r = ビIに帰すべさ 4 のに注いない 。Cct.

イ ど /夕4 P. // 以 下分 ﾡ、.ま A4J:a 九レ /P今ど 2 

よ。

Y=-/ ク場合は才に注& す る価みゐ る。中位のﾡはﾡ と 作 

する格円では Yは-/ ・ 非術に 近 い& C/る. 例え ばﾡ向クヒ 

かの,9の神HでばY =-22P5 でかる。 Jシらルは ノクニP 年に 

こ o ﾡ合に ついて4フ の方法の救位倒は比ﾡを行 っ/。この 

方 茶 の小位は Y=-/なる ﾡ合 上 堪 に教と非術によ く 一致して 

い ろ ・ くみ述の */表&みよ 。格町の ﾡ合に お ( る る一方 向岡 o 

私は、大面終バに対 する そ ftらク大面ﾡに比ベ て例合に大 I

もう-っ スﾡ 場合は Y=+/のx ゝであ る ・ にハ合にd・ 

/、2 ・ 引のる宏は同ほで力るが. 河岡倉入クろが ﾡか よ い種 & 

テえる。 ォ/ を今 .

結参と してこ章くおよびCん. I)の力法I 普面かﾡ確に印 

序で、ない 岐 り 正、力 漏り を◇っ ことのわ かった-。

W ﾡ大 お びﾡ小 直径 の 那 た ( Hcain子 ?のズシouct &" 4 
?ハイルかイし c amcイv3 >

エ てな々は 断画ﾡか最大 z ﾡ小 o 適終和 史盛 . 6昇さ/る帰 

合にﾡる ことにする. = の場合にも 営.座 は凸名7に対す る 子行は= 

切練岡ク ﾡ額* 新名 する .即ち 鹼 K料 ﾡに* ってら/t A てち 

る 。

本々は こ で、ﾡIめげバ方法にﾡに次ゥ もの乙 ¥ガ すろ, Kろ
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公式C ラム > げにおけるDIは

$ 浜大ビ ﾡ小 ﾡ径の軒衛子均

4 ) 敗大 と浜小含径 っ数何平均

長大K件 と. 二ごをﾡな方向 て副っ r 造経 y ○昇ﾡ平
8) のの幽径 の衆何子 均

糸小ﾡ径 されとﾡな方向て烈っ/直経とク行ﾡル

e )の良の感何平ﾡ

と しこﾡ>る ・

法 〔はげればらいクあるﾡ合にはク)一 c> の方まで 

/Rられる椎 足 •値 か明2/ Sゥない 二 とんめるヒい うこヒごらる.

パ1えば 二っみ妥なる方向にﾡ大をならっ て . 対応する ﾡﾡ方 

同 の 自経ヶ寿 ・くない 場合な ビてゅる. しのc下の 3ﾡ て は . 

二のょら広 ﾡ合は税 ない ・

.人にょっては上をのリス ト/っヒラクケ丞 &m c「かも c

広い。ペえば ﾡズ ニA/-ニっ クはﾡっ=※の平好 & とる ょう
& 方 京など あ z, cかしﾡﾡ式

- -(-:ニ ・-Pj-e, ・

にって ・ ニ系平好の0&問いてCへ@原は: 富街 年 匆、お

2 α常何平ﾡ か今粧た( た 面ﾡから与易に求ゅることんてミる.

めー/。) ○方:ビ〜てるえるヒ、 cEg な対杯 . 岡え 

ぼが門 てあぬは、5スちよみつる方法は同ﾡしなゆまた48々の力法び同となるこヒかb 

0る.呼の場合には48/00方法は包の正し面ﾡ名与えろ. 工/$, ク.ヲの才 

は9およびみ, ?店平を与スる, Cl. 2Aド.［かし

の形の凸ﾡ坂(?い ては、 S o 4 っのさ※はそごﾡなる強

果 &今え る ・役2 に こ 方送 で*め/ﾡ面始○4 2を*

sみ4, ............ 2oで表わす。

数価平ﾡは昇府4ﾡよ り大こくなる=Y&いという こ よ かろ 
次の不ﾡ式か塔のかる。

&2,み2み み,zん.
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要に こ fれろの方法の ﾡ殺か ら ﾡ

み2&二& ' みゐ 2 %
なさことがわかる。 Ch.四ゥ例か5わかるよう. ニゥの 

不行式は-般のﾡAと多している。 受に・ このﾡの方法ぐ得ら 

る僧およ び こa そか単 で麻ﾡ っ/:本犬伝の商 こH以外 の〜般 

師 な 不野 式2ﾡ出すこYは不可である。

ラ ンムな方向でﾡえ和ﾡしr Aな 2用 いる 方まと対照例ハ. 

ここで並べ方※は次ク細るら明うかはよ う ・ﾡも凸をのﾡが 

の少差ノ僧を冬2る。

一辺か/ス ク丘るﾡと. にo外ﾡ円の=っの向こ合っ/Fろ 

か、らっれる凸図形をるえる. この場合にほ

$=/+ シタ =27 
今;=-(-ヨーープ=ュ= 

でみる ・ やって 二のﾡ列&例て-

夕e =.彳/ =テrくみ = み =み? <テ

z&る・

これら みろ表について は次牛てﾡにっかの祝卵をテえる こ と 

にする.

町 数例( Moaueticd6 こCcotxどnv。 >

= =て上に示し方法そ4 っクﾡなる 商品領域 ( w 6 "印 あ 

に適用す る ことにする。

こ4ﾡほそ4らの女着殺区本くS.r.czなny # X 次屋m,威 畲て 

"StutzfunKtion" ) によってﾡ殺こ4る ・Kん公般内の回 

ﾡたI/.々、同ﾡの切ﾡに対 ・ て vは々傾斜で下 c /-&承の 

長たを与える函ﾡ pcひ) っ て定後セwる のでる。

Fi? 4を見よ。検 し「曲麻は次の る ○でろる ・

& p() < / /ee Ceoレ+ 44 4iu v
二は ンんt /ク2夕年にﾡ位ﾡを与える/めに用い/畑径 

系ﾡ のそかそ f ぞ｛Pおよび/。 の消 円である。
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4 ﾡくじ»=ク+Cd2v

この 回用はのと非甯 に 工 くαてい て ・ こI クﾡ大ﾡ在 と小ﾡ 

ﾡはα と同じてある。

-我平 "というこ と がでミ る ・ 系大血ﾡとﾡ小直経は直ﾡ zは 交 

わシ&い.

f みく)=4+Ce4
これは<月とうるゆ/た丘方ﾡ"のまうはFをしている。 E方

・同じく ﾡ大皇径 とﾡ小宮経は 4s°で夕わ る .

これゥの4っの当ﾡセFi3 $、示す。

こ (t分 o 由無 o 花ク特共 と受にォ/ネにかか る. このなには 

ﾡ家の方法 て未た c/ 画相 も一にﾡせて る,

上I、あ/-とっ 八ﾡ合は単なる例Iにす ざないか、 ォノ表んら 

→般的 広 話命 2尊び くこヒはてさ/い。 しかしこ0少の例におい 

ては、O.I<ﾡﾡ測ﾡ e >おょの(.マ(ランム広をﾡ 

,... . /〃 )のるは、 (.孤( 系大 および最小@&?s
---,テe > み &-か 法より安ﾡし た 組黙 2今える ことか桜条* 

る. */表のCi. の力まにﾡする象は、 可ﾡなすべての方 

向 て僧人 ﾡ(へ盛 ﾡ会体、に→いての "教呼的期待催 " てちる ミ
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ご とたれてはなら は い。

-の板に・ Gckfezne の場合合うれてい/い,ぱみﾡ由は 

そくかルず しも凸 図形 面がりま好な椎 足 な と今えるこいう=と 

ではないか こ～場合に・ ノ2③リク布表ばすべて同ﾡどαる 

小 ら ごあ ろ-

上 と々メ表 :らﾡ91る並リ・例2 f。 函r数 PC-) は三ロ 

数の和 となっている・ 附録の f3:お いて ・ 々 (仕&の 西 c/ 
凸尚森の女ﾡ弘家か ニみ形ク 細 ce 表示 て2る=こて な 

ﾡするであろう ・

こで、上契 の4を用v て ・ 殺っ力. ○表え a 済 す る 羽4 
契差 C Saハム? ンい1〜2 こ3してよう。

オ/表 ﾡのんっの例、3ﾡ"特徴、ﾡ々なるによる面挙椎え/、

-125-

ペJ 2 c d 上 f
玄ワイ数 c/ee%。> スコ ク" メニ 夕" / y イ?

ﾡ小直径/ボ大 t社 2cco ◇ Pce ○マ ◇ク/ o シイク c アー

自 4 二皇径 1 ク 相 見保 炎 (O) -2 PP$ -ccoo - ◇ ◇co 一 o ccce cc2ce oc。 ◇

3国術 &/cseであわtf と - 權关如酒 

9cC=82 2/ア /テ /◇二 / ◇/フ /2se /23e

/ーニ今 /2=5 ノバ, /一 e /os /S

- /◇ア /◇/P /c-z /◇ P /2ジ又 /◇ラニ

? / ◇ /ヨ /ージ / 2 / 4 /oo スゴ2

夕* /◇/二 /eン /◇2二 e<く /ク5◇ /2マo

ジ /ce ○ /c < /e/P /ク/ / /C2e /ー く

/◇/ユ /0〃 /eユニ / //ざざ <

・, • /2eo /cc ク/P /cク5 <女 ～4s

/e/二 // /◇ニニ P ァラ/

______________________________________________________ /◇ 2 > /cぐ< /e/P タシ ・ア c

長 六 " 信 が低 ウ (そ法 / / / フ ク, s

ﾡ 小 o ﾡ ク itそお表 <. P /o < S,c Pc 。」 /ウ ―ニニニ

こらの あだは、双さるべュ 应存の お向&ランム-逆ぶガ 

法っ場合に現わる ものである。がって こハれゅは C.Vの才なI 
クみ生するるウて、瘓 限割 たくc.I)およ ひ入 ・ ﾡ小 氏イ a 
ﾡたするを法 < ○.ﾡゝ aこの染たと魚 肉魚 でゆる。

も C凸aw Cェt保v〜n. ( c.取) なゥﾡ設変かない =ビはﾡ分 

人 ごある ・ 何み ら 二 ○ﾡ合に どク+ う : ・人烈え2行 なって 

もD。 の位か行らるかてゆる。

な«は独みメク大ここを、&々へa松を是像の基をあ星 ( 

S44ez4<w2> まってうわすこてIにちる・ Ch.Tの。 ノ-4 
○ﾡﾡ営 "がﾡを & そ ビ1( e,,ざュ, ごs,auで表わす二と 

する。
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どつ2A対する ニゥク株 え み他そ才2衣にみヅる・

カノ未 のな塩と区する Fゅ ・ﾡ不統人は凸領ﾡの良のaポ 

4と/2○。 と〔/ヒ の4 で表わしてみる。

こら "株子妖X ほ絶ス なるる 何ウ安字 と台紋っP s=っ 

ウ愛グおよびYに依各すること3ﾡ白てある。 Caaxzc (/ve 
の月番の S2ッ.ク にサえ ゥ/: -般的力 法によって求ん/次並 

AX的な肉魚 は*2衣 "gﾡとﾡ に+く-致した名と5える と 

かわ か z。

～ 2 ・/os
・Y-一

C4 ～ 7

不2表 品領ﾡの 4 っ の別 •松々の ﾡ検をたﾡの く置京 こ 

,o。。 と/こ=ハ 株産びﾡ

2 Q 4 C d f
バタ o P ○ /◇/ ノノジ > /

○. o み s ? /

? * / メタ 夕 3 ? /

oz イ5 //3 < ¥ ク/ J 3 < グ

Z ビッテルリッヒの " か:, 勺〜リ " 法

#分ﾡ向が面項 &本ﾡする ・"ルo,.&.cc "はそ n R例 八ﾡタ

“東#■係 な芨自 そあびて こたた。(B2&uc タクy ). ん...

/9$○ Gzc:-et&9化 /ダ今, S-/t /* 今照 ・

々はこの方私を 土か平広場合ﾡ して方ﾡしてみ』う

このと ミﾡﾡにおけるすべて の株除断証 は同一平H上 Iに る 

この方法と 過用 する場合・ H内のラングム/愛 ん/ざ点、か てい 

て・ ーﾡの府αに番しいかェ/はそより 大さいﾡ及に対す応する 

よう/ﾡﾡけﾡそ角する 対争 をすて数えあげる。 のﾡえらげ 
ほ名てﾡの本浜について繰えこえる。
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ニェうに〔て 救え/-太除本ム平悠た!"来数 C ZakHoしto) 
( e */= )2条する と林公ﾡ品断面ﾡク求ﾡ像の &a 4 
りクっコ てられる, *か小ゝいと=にはこの糸表2($0<ア 

:とるつとかてきる。

ビ"ﾡ所の今ﾡ天クボ争ケ2くQる角火でらtる H ○4長 

?品求をGx とする,我々 は 以 を 二 の廚翼 の曲面断面款/令表 

よ う /に犬&す る・ たうして

? 二 戸 dt-(>

&4る。 "!ri..xyoc " 及 ほ防面加 円なり, QC"加知製の 

・のルﾡ 新 電A 子ﾡしいヒ ・ う 爭疾 N &とす 石 石 のを あ 3, 暦 

ゃ期 Eか叫でなし ニヒにェって よ丁る 二のぁ 強の缶なろﾡ り t. 
そふ自9(x) のみからつﾡとヒなって現われる。

*' こ て4 S4で示 す1う、ﾡ阪に お いて ほ 9cの=み'と 

なる ( 1、二 こ テ/ はラ ンム に更んた一方向 てな入ﾡﾡと«なコ 

て る 平力 a面てあるくcf. ▼)。<小さい合 g( 
に// 生術に並 い.像 ヒみる。 欠察の場合〜ク大>=ロ / ◇ォ 

一?- てあ る?.ゥ 次クェう なﾡかの奪のか a ・
D型2翌英4HFで4しり2 ことに 夷3 ろ 扱り _!494zC 
4ラング4堅^/一向でイザ2盛天型えするうと回 

基442そ22 しかこ -クなは G水 千 てカ。こ L < 
1「: こみる 二 とそﾡしなけハギなゥい, 

代软 ノ 年料 に エ - て こハ「=ハと 内塁す るろa 
3. 岡当四か凸であるこいう- へ糸件かう 断耐称不ﾡﾡた 

他を与える-と とえ思しておく 。山の方云争入 6 「:日 曲 ﾡこ

-平行曲ﾡ/調ﾡ:おする 1 "公式か○のハ/も 

て、ある。 C BEaoclLe ノクsど,公式 p. 二/)；

Z 測渊室 に お け ろ「ﾡする 画期 ついて のた

〔 A 2omuaぴe ・4ctイ <-ctc zどイatead /z〜イイと.t らt メeそ 

フuバvしtCしそどu つ
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ﾡの高 本2昇する緊 名 す る 西ﾡ ば ・ 請 ﾡ " 外 ダ1ケ少 

ﾡた するとしうことから生するるのてりる. これこきいかえI. 
&合 クもヒ は救ス "列足するのか. cf.Inﾡ係、/におりる皇及て 

みって、 手経 ては/いヒいう ことてある-

てりろうビ広かろっ土包ﾡん、 < しえ"内師ﾡ . か” ? T 
径て に 永た iti/こハ" や確 ・測!えす る ニとル、'' s 

ん二? ﾡ負 ク 不ﾡえを何ろここがてゝる。 WVろ岡単な式 

えYておゅる=とかてゝ, 二=乙rラングムなおほての+ < 

ク長こでマゅる ・円条5 4 2今ﾡ ・ t c数ﾡﾡギ径例えェ r, 
YaYs , Yy a ﾡた c - • イ ば- 不権位 a

テく Y r+ ゲ+ヴ

なる で衣 わさろ ・ﾡ-ク2てr とるく ニヒす* 

Y4r キ経 = 1••用徳 とな る,

ニ の 点a太の木ロ 断ﾡﾡのﾡ定催お X お緑及ﾡ面か○社
た役件こ るらて はえ る ・

Zﾡ綱:缶熱 二::

短東4 <告d .6る % x 公魚断ﾡの形がめHPで ? 

るとほしてい 。 し、し竹面タルヒる常:円用ヒすて ・ 

そ. =の食塁にょって断面林っ坪-ﾡえを生ホラ -^4兄 

げおい て - が毛は ﾡ何学的ﾡんと常造的 は性々 &A する 天雇 そ 当 

用し・ Aヌ岩 っ行について" 一級的 な令倉 &#: tr.
房/ に网 也す 乙 戏何承 の 分好に-脅通氏してい る教なる v P h d 
愛ﾡﾡかっ 深測府知故& ﾡびこ得/であろうこと &A知 しこu

樹砕の除スた と か、点留烈人 ・あるい、= (ゅ と領似 の"水 

納へ4 ク "ﾡ足法、ﾡえは "ビッ テルリッヒ "表にェ る糸坂? 

数え上 ヶ など z 矢行す る ﾡ合は. 学 I 跡風の回らヶ合ま( 4 ナ 

三な い・Fi/ お+の2を3+。の 断面瀚 は一祭(に eo品e 
ク 面名 りも 小、< "couez&et を点する。
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る 周 2 ( tosfuuシ.ズv と ムtcct > ヒよば1(るも

、.この

イ代te
とげ

こt)は

ニニするも

6 a 町線 に

面ポ ゲごの凸と 

って生まるもの 

香通区そのす ヾ 

八てある。 ニt 
ずなu ここI工

ど同一 重を有 丁る西の 面ﾡ よ り 小

でゅる, 周ﾡ( スクaw人“X、 e
てクカ向 て一ﾡで あるよう な%Aで

に 円 が ・ン&イ〜zt ロろ定当径<4
ろ。 Fia 3そ見5・

上を "概急 はC.I とユおいて 入 これ/にものでろる. o.
I・II・▽. おいてu ﾡﾡク こに普品に用い られる方法.

1え丁点 田 ﾡ だおよ びラン ダムな方向 ての ﾡ径烈えに よる才ﾡさ 

ン 承 した• この方なかゥ号のi(る ﾡﾡ 凸このほの項称 Iに 比 

べるとそ 円形場合を Pい て こ の胸 り 2為 すること か"わか、つた. 

"領ジこ "主タイプ にか規す るヒ・ とざタイパにつ 

いでﾡ"入そたペって&々 広万去にAA並をつ( さことかで 

-る・ 凸 と か-, 楠 円 の よ ろた もの” て.、みる よ う &4和 はﾡ合2除 

いて、出 乙nﾡに対す る 大る面本に比べて ・ ニハらつ方式○年 

内ョイ 及いIよく一ﾡしてい る。

み大良を斗ﾡはﾡ小、ﾡ経、お+び=○因※を甲しるガ去は、さ 

っ師品 に対 して今えら tる依たに-Aた点 こ湖 .. ヒ いう 

で 安ﾡﾡに久ロていスェうにﾡわれる。 こについては 

O. I におい て ﾡﾡ っ / ・

g 品領城"女が品悠( F」 o to〕& F一uえc条ﾡに及 

南して &ス な面 萩桎 足風同 に残 っ か 一般ﾡ 不考式&び く 

ことルで三「・ この方云によって 式に凸独2牧4町I 究す 3 
ことがてこ/。CR・皿のFi? 5 (に伊こあ 「が , こはぷ型6 

ヌ 少諾弦 してい るが 一 に円ﾡからの②々なかけﾡIをﾡ示

した もの でみ ろ. 二 綱ふキ r、 E経ﾡ2行A うカ同&ラッダ 

ムに逆ぶ う 伝方法ハ対す る袖ﾡﾡ 2祝するのに用い/。

cA- 非 にお、、て豚扱っ/ビッテルリッヒ""I.....クんく 
決はﾡﾡ許面か円形てウるヒ いう ﾡにﾡ うる ハである .しかし

こ の 南、てIは ビッテルリ ッヒゥ方法 (、る松ﾡに ついてランダム［
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互ん ビーガ回て納入 ﾡ1たを行なって 商ﾡﾡ高ﾡ 2ﾡえするろまと 

回でろる。

tC夕少ヒる円/並 い.水ﾡ とゆっみの 千 & 消!足す るここよ 

っ て "(nA "ゅ. ○祭コす1t ば • "イト例 ・ . らﾡ犬す る ﾡ今に生す 

3満りそ 蛙ける ニ ヒシでモ 4. af.区 参ﾡ

ar番 な:ﾡ な か ■•彳 ・aえ? る 吸 こt
れ該 の一部分2号える-ナ ごス u・ 访贫 検 り 工うﾡ 円 

ﾡ 2測えす る ﾡに4 • 工確なた系へﾡゥ し工* 不ﾡ会に道系、クギ 

覆、うるu. ﾡ叙6町!- ・る考をﾡ山 広(ァtざは & い, 

従って以下? 的埼は活名 n見新そ 答え的 I- 表ﾡす る ざないと 

るえてI子 しい,どiらは々 か•ねい 三6点 と号と す ろ場Aにス 

&ひくゴうう・ さウよっ広とにニク 立 て o ﾡ何 チ ケー そ 

ﾡ ほスポ zナスてあろっ ・という は求 々 ほ^枚囚 = ^ 

利各を可廷は呼り絶少( 工うヒするの少てうる・

～ク 食彼測比ん,う 試 面杯 2地1る ゅ合 ・ ﾡ行平拓 2用して

t み句 そ2 月いて 6大際Iこ っﾡ認なﾡ1生じGい。

ﾡ大おェ のるiAみ t *すく ﾡﾡは 家隊ク樹今高P こ 

調 ヾ ば、「く )#共てそない・

こ n み何学 円が 冗 か う ・ﾡハみバリバ乱団 &入 と用しる ニヒ 

夕神 ウ5入れる・ cocふえ* ﾡス の かみに s t にもタく り 沟 

子2芝点 しはけハな au. 代って ニハェ うな疑向 タいﾡ

ついて 明8なﾡる tう とるの は専に す ざェ う ・

ニ コ てﾡ じrﾡ、及夕の大 *:ついての 知ﾡ2行 ス/:内ミ 

i ・ 似間木ク前ﾡ うな木2まべ & けJ/a ならない・ ﾡ列位は特: 

E確成うi法て求のムけ心ばならかい。 って別妖をは崩幹せ香の業灯1牲質のらする迷 とけかﾡ , 

Z ミ とかてさそ ・ Cet～< ムとそ ・ 4•冏 と ( と4d/uとtァuイれイ : 

ム4ed ) "かﾡ番 "方ﾡいヵ測ﾡをﾡp れ ば.、航一 力 鉄

何字かe 2広ﾡボ方なの ス行ビへ 4 う に期善 と今え そか2く 

(/) こェう広ﾡ子につvて 3設 i工 7 C/9ュタ にエるﾡ本G
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解する 二 とがてヨそてあろう ・

W く魚稿 同と通-、Aなべれ そ号えらイr Lau アししス 

*スお1 計質 2〔てい「rい Gactnccez 文、 a2系し 

そい なだいた イnucccceae zxdcieC 大人 ぶ者そ杯げるごのであ 

ろ。ﾡ検に突文を打正していただいた dxcced 大学 学術 史 Tの 

Pefa T..x坪士 スお礼をヤ し上げる。

S / iじr凸4城太す る-般公式

く チ〜tとと4- だれッuuイd -メ2 4 ofcdc co.t4 チビ

W ・、は為 肝 な 用 C た 4 Cの吹点でみるもとする。メォ

祭 -い ◇"プーしイざハチ tcてiot ) ﾡくv)は F;4に示L
た极じ足秋 こる、

み(一) が 二 ﾡﾡ分 引ﾡこて、るとスえす、( C.x) 
る系件(は 。:

. e» + 尸"< V>N C すべて^い(に対して の)

てる。

C外ﾡく Covtca > へ 気％ 星米 :ついて次ハパラ*-9- 
テ イそ ハ る ・

て = A"> Cs F -メ i.. r
y = P(t "*- - P(い) - -

じ/るガa» 区 .

D() 三 P(ゲ> 十 わ(じ十x>
Cゥ(平均) &2 (C.I 本ﾡ :

D。=そ Dcr 4c→=そ p( 4c

()

C のﾡ* :

(2 -8=。(P-ア"") ば _)

ﾡえ &みよ。 C 「 同 回 C zC いて E U・ IL Iにかバ(「 C...ef ク公ﾡ と行ろ。
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「て 「兄- •^Cr) d V ニノ DCハメ(ト> =そDe ピ

c の直径の分ﾡは

○=そ「(D-D.3/v g

ﾡで夕るﾡ径同相同係な 公式

○=そ(ax-p)〔oc+/ゝp.) 4r e

っ 4 ボ りゥ Y 2 ・
cl.皿もょびTに おい て高牛 o •ニ い に Y=/z 2 Y て ネ ハ( 

た ・

)にまって殺々D。, 2. rそ () "依ヒ ・ てな』 

ごとかぐ上るC
委が糸会に っいて カ—公 夂尸似み政何 のW物にカ る。 ベ 

式⑵ ー タフ は がcb)かA スﾡ力た、て不て も成立っ二と と社 

た、しておく。

S2 ﾡじ/凸A域作

P(r) Z 胤般 ケス オ の包 々 な 旳/； に患び二 七二 丄 C N 住々. 

型式み向じ/凸が域のらる。 cl. お、孤におuて 

々 a
p(い)=α。+三のム C(&-+Aム)
' k=/

&る刑の式をH、た- ニニ で右 阪点 ? “/く つ・ キ, て エ) 

/た帝ﾡ公式の z浜ﾡするように r る ・

この先合には 8
D(ビ)=2de+ 今 -k C。 (ムv + A=k )

ゲ ゥfる。

もしの。と除くすべて ○4坂を目 のa々 か。々/5 , oAI
の %/%忆/1 杯 ゥる・ Fa 3 "二の ok+r- . よ お 

よoCは

P ・に> =/0+ Ced ビ

Pc) = 3マ + C (3v+テ) 

にる式で表さハる。

問町の度 殳應照 は
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(sx)
(3C)

x=Q。Cい+ | しk,(ムナ/) Q〔 ck-/)ヒ+4、) - 

- (々-/) Ce〔<+/ b +

一 の. 2i. V -/ シ a く&r/4n〔(ん-/ ・+A々)

+(人-/) Jいt 〔ん+/ル+Ax〕］

かう符る こそかてたる。

(3〕-(?公※:(P またたは o &代入す a と

D。=2a。

テ (4-/α
C= 2ca。

・-2 S
< =2三 aヨx Cs。 (-&4 )

とはる。

って x=み 
r=ラ 逞氏

(o)

(ヴ)

いユ>

()

(ミ)

ズ0てよ:
・-ゲ/テa

(ダ か、すべてゥ o ○I-対すし て .イするY»ペ2ヨ寸る

点をり4る ことかわいる。

つ今っ去を C4.IおょのVみ公式にべ入すればg。—— *
& (3)の係救で表わず にこかてゝる,

しかC Ci.口のﾡﾡﾡ、ﾡﾡは三角社式 2話く ニビ:ょ-て 

そ 化 ぞ2 場合-? い て々に求ゅなけれならはい。D： s 
の例 の ﾡ合には = fte 7方ﾡ式 ? 終 はふ易 にポ式 、-み 

場合にう非術 げに恐ﾡ でちる。

C.T ﾡが犬常の米卒がﾡ&来 ゅる:は aす雄え it 
町ﾡ &三用 函数の 一次式 で衣わ す。

例として Ch.辺 "&例にっいて才sの力ﾡて用いて史 こ



-134-
れへﾡ糸 そとると. それは
-て(?+ Ce。 2v) (9- Ces ユレ)=(///一 C αレ

こなる。ﾡってく3ゝ おける c 同旅は力を て 41るあ

そ分糸。 s(のかっびか4る。
ﾡ円の合- cf. m n例—— "教催的なﾡ/に向する
項はTンこoル ノタ N タ 2今彫さよ。

s3 ch. 7の不年式のﾡ興
平品よみみ石平かっHic/ 凸A戒 は T魚・H町C 

をみ分ﾡの お+ び公 式(一の)のえこIに わ るハすべて 
の 中性、と. テえら//ケ の対応す る 州住に 点立く はるよ
うげビったロ受ﾡ:よ っ てしくする こ ヒ がでさ る。

従って、 三 ﾡ と合む白 愛用形について成ナる っヘ方
ﾡ式 ・ およ び不終 式,スー及 の 儀 4に t+べて立する てァろう

この とミと 女 も初 ては Pc) は合 限個 o 不逆ﾡ局 2Aしi 
/:そ 有界 受物で みる。従ってこ ァﾡ合公式 (5)-▽) か皮

立する。受 Jctc/cw 力 検え
ユ3二i-+って、 P(1-)3a

( Tて。/_nul% /クミア S
るとこス 会［げてv-の)+/Cv+o)］2収

するFみ化2cとる女及膚ナろととがごさる。項列ﾡ分によって到るスて及立する アC)の 

Feuedv2. 厩を常る. との本めしケと用いるとよべ(の一つをるが、2のﾡ合は共ﾡ投数とラス 

るこのとナる。 たって
て

。p(P)
r2た, -

アく+く)イレ )。 ( Pcい〕 4 r
ご「う はポか * ワoueoェと"交: tって 6(分) # 

で衣わずこご か"で, 全 3 。

そみべ式(一 (ダ)は夕利形対 し て も反立 →。
) に)(③ちtびO.Iのだ義 みe=Cんえ&月い

8。- 透。?=ユx 琴(ギー/) る +2～ ﾡ 
k(k+/)cょt,

(3

が 5/1る。
ご コ て方必の 式は べてﾡにほならない。ﾡって ﾡ高 c%.
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7不将式

み。28+一
か番 っtる- cど式の専透はF s& 办, 植 円に火 たり 由無 

てﾡ 示さるよう pcr の場合 .ﾡろ人>2なるすべて ク2A 
か○となる合にう炭立する ・

ム代cメ)、今え5れ 六入お よ び景

小置ﾡを点す z 凸領域 の 可桑 耳 に 肉 十 る 各不息 Mに 文献中 に 里

すことかでそる。
B b；レル3■*>7•レ & FィtclcC ノタョ«, pp. ク«A下・ SatxLs 

/Psョ PPジクム下ガ点 ヒ よ ・

〃• ビッテルリッヒの方ま同する公式
( F ccotatc。 fz Bょd.c。 ウcxしcイ >

ビッテルリ ッヒの方C研先する場合にますルﾡなコ こは、
C&+と ざ2月及2く となこような○の平面内2 面ポ Gx
&表わす式と求るこYである,(C. そェゝ
やれゥ:ぶす る魚ﾡかタ ﾡﾡがﾡ料角 し お+ びえ+レ-< 

にウるょうはニフクワ不 に夕株
て=(んい<ゝ〔やくv)ムか (v-4) + p(v+て-<> 4. v)
#=〔グ4れく)(P(い)C～3 Cu-よ) + P(v+スーく Cv) 

てそわさ。 →,マCﾡ的 な計坪 グら

Gx=チ 丿 cxy- yx4v
, /2 / •三(/iィ) / 7(い>、わ«レう+Cく・カく+た一く)4いく・が(び十た一く)) dビ 

この公さにつてG4 -はCの面ﾡ合式る。
次Iに役々は(%.I :おいて導入こﾡ

)= ムルコ (た・G のッ)
&おえる. もくケげな分、 ﾡく)はすべて"〜の位対し

てぐの ・ﾡ み号しい・ ー振 0 幅合 にほ 妓何学的月 索, ◇メ 
本盤ん府 ら(る。

Cc) ャ ﾡ(て - (ア)
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ご こ で 9 はm と 团 し ムラン ダAな方 向 で号人別犬を行なっ て 

ﾡた平河位でみる。くな○か.ゥえaてﾡく と ゝの2 o そ 

A は Cofcot ○公式.今氣めらる ( Sa..toc- ss 
P・2イ 公式242今脱>。

て『+リ x イy = /3 とo
二こてくはた(メ, す)の8C2見ﾡ夕てろる。 係か ば e 

"外側!つすべてっの上てYる。 (っe -G と代入 するヒ公 

ベに

えみ+。(ux-xっ4e。= ス

とそくことがで、さる- c/s と し〃) と甲uるv
4。(4メ-4)・G= , &a〔caiu < ーイ)/Z,广 (メメ入〕= ?

る 二 とかrわいる 。次っマ額 分ﾡ余 月

G く /- Cx イ* = -

が' お ,

た F?cん,4<= S/なた = 。 m

= = てロ 犷 に 函田河てイら /、たﾡ杯て る(cfT).
公玄く および(ユ/)i・ズの日坂み() み迫っuての 

町み とえる ものてちる ・ Fir ど-3&, 4 テイロの2っ 

7領みに料する c そと示す。 Frとッ"わ"る:ク 44 
小 二い.とョ ?くう は9/ tり小さくもへ大・くもなる。

Pcヒ)($ てサえらtると全すく について
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て - /+Cゥっく・Cょ(くく+んて)+よ4ンれイ・u(&く+よ) c①-29う一" - c
なう式& イゼ る ・

数か長ては みるか、ﾡﾡな昇によつて、祝々は () o. 
今大"不番式を将のく こ とかでミ る .

I み(2) -子el全e-? Pp
Icx3 一1 I全(み。-が(4/ ・p
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(23 茨0ら ・ 3) は繰 坂C夕2 湿ﾡ +り小= ・/ほ々 

いことかわかる。 矢ﾡに用しられるようなふこいメはついては 

(2の> から8 (ズ> は cf. 皿で「ェ ラ : み, /に非常 :立uこ 

とかわか る。

s s "・内Aから " の面が測ﾡ

Re fC YChCeS
4dよペル化; E-, タさ4: ムム とce s cwnc#fickcx.uvnc化a 

Dxccet-Vct.ce化-/Cc:e&ot チec..c 4sそcmwイ cc2dt ?- P ん24- 
な そ c / Cアzs # % Jズとzr....どo.xf す etc花

( Heasttケ cfe cとc2 " f一t
C.区<の . は頃 ﾡ 「 放烦 に っ U
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z の本倉米で衣わ s 八 r.

とし・

ついて、 レはる力向のギ任ウﾡるかY() 
る一ほ、で安の堤邪と女わるものとする。 このと 
はﾡ分安の登物にリ れ る近り
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げすべての 
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イ ンドネシア:おけるメルクシ校の炭長と女ﾡ 

子-c..cん ル"/ みこ4% $ P*uc372ctん.〜d+d らt ンイo..a.cα- 
ノタ J・ H・ A- F←テー士ーー

Pcnu ク,1c以“4し： JdNGrH. & DE Ve ・ ほ・ スく トラ医点 

るのであるか、ジャバ、スマ トラ e更い てなﾡﾡにﾡ投たるIに し, 

たっ た. C戦すのﾡ響により ﾡ会とはをえな uかr) . 天山の橋王地 

卜りﾡ/ A件により、収後うは、 s$年まで、岡令年総ﾡ 

り$価 o地位故 について質た/れた。 3*s ～tの書通の松お向 

雨の平ﾡ ク地て ・ 埋年平成長ﾡは ・ コ 年 のﾡに最大 と&り、 

対及&除いて Fお株 < 4•ス ..e-イ )2仕当 り ココク

立才米(エーカー含リ52。立おフイー ト)点する。年キ2 生会 は. 

派材 ハ太お同同次オでわり・ 2*2wtの向ﾡては.2。ﾡげにイ< 

ち り 毎 24 m +り*因岡では よキの時に/ク バ: 

性す マ .

・方 ゐ

Pru.。 m.とtんし.しとど 3UNerH&DE VR.、スマト北2 
回得もて力って ・ jaか(飛合:ンa)iたは・ E 
s a a. は る 総名 <Iっこ知1分ている。 2。せを 名 シ ェン ・ V 
?ガ役う. P. んメu.〜 RcYtE. P・ ou.tCct。 エッ&4 ¥ P. 
catiCcc MoRELET ?よスﾡ々な他外時松こ一が・ ブャマ 

スマ トラ:おいて粒様か試ム5/. べ.お ほ、 ヌかフロリッ 

加除龙 てゆうう ・あCて、 4rowt II. +リェ ・松ﾡ <+り出 

な«及シ &示す・ /ラミ/キハタ 並 ・ / &raw P..は、スて 

ト ラ・ャバ・バリ ・セレス 島0枢々 &方 でなﾡ町にﾡ 

桜 s Ar. 坂 イ ・おな分. な条畑 とﾡ夕し/製代ﾡ地ヒ し 

て、 足上坂比ﾡでゐ済林Y土比が会&旅々て並及さ4た・ ニク 

河行の は .林究方 並株 で クニっのま 安ヤ てク調ﾡ2曲 

采を取扱う < 才-中 心延 は、ﾡ安的にも、他 垓的 :: 、化スマ
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ト ラ " T-と <た、 方。4 っ. し- :かる . 

な坂ゐは・ お ハノ e o 、キ ﾡ才く ﾡ府 2よee w. 、.3 彳/> 炎. 燥 

手(6c 下ハ〕 平ﾡして部2ァ月・ﾡ千 ◇季(c。 

の 。“ メ上)は内『女7月- ノルしみ & F・.と～- によ る /

咲型らてろる。 &rowe (a ﾡして. * 3t0向同で. 洋 な る 

穴 . ズ"品v平やシグやA木を点するハて「+ /盤 L 
らr= ・ み初の年 : お け るﾡ後な皮長に ・ ﾡ小のキ入 o&

・ 受と(たケ・ﾡしい防メ計面そ/てる=ヒ な波ﾡっリゅ/(ている 

これの か 影紙の 叵接の目的 乐. ・委よ成み長っ「4 
?7調会っ平は 田ジャバワッドッ?北 JoyL./o. A...ム. 

一*スて。ウァt 吊付mにある < ・./n ◇並く:うる 4ukn .( 
ルスイ と目 じ年な湾氷ると ～心 マみる。 ～.ん. ? とかﾡは

所え似寿2 I/aceム: ( Acon ムと.tzou. T.c.4 一人 口 

"*ふ系ﾡ状てらっ 「-・ がえ奇は・メok a / “イ に おける Z ハ 人 

り も通税にス くないか、 ホ入ェくこている. 、糸研が よ 

るﾡんど"研欠ば、ニ中ル比 <4 っr・ もC.何災かみ中ルだ 

て 十余Aパル本の生ﾡゝるり林野方は パルプえ 

生へﾡみのも て る ろっ -

チ$2年に・ の 松林 かを為 す る a -メu. t
なや・少スくとも 22ceccのﾡ比以は. i百6の 

-相、ない糸件にらるヒﾡPる・ 成反と 收穫;/: 肉彳 3研 

キ、平峯く . 段初 o こ本 ﾡで始め ・ﾡ鳥 . ヌ灰のﾡ え株 地の州 

とともに、 iすます多及に2っ/・ごク段台の ﾡ材 o ﾡ え的衣 

修 技。も う一7" 収援 るは ノク○年 (イR らr, そクﾡ具は 

ミの報や考の保減まの光立中とと教之いる.てう一つの必のたば/タタ/キにCoeなt&yRより cな 

aこ/なかっ/ケ)スマトラク 4ブuA ・ P..u. - ムL... めで 

一都は、 天然生の役生林かより、一は・な紀園にﾡ任している 

並旅 よ ク 系ゅ 6 a ' 料/に 4 りイタハ/。こ。 収復表は社ァ方の 

所材林分よク水ら収びをとけ全氏は秋するととはとさかい。 eﾡの団底ﾡ地○締票は、 m % 
たゅ利用払求る ・ そう受くは ・殺て地べらる那で、
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B 6 〇 Z 段面 の 夕区 み研究の/めに利用払系ない. ノタック年に. 
戦段やの昇加をか行なわ1. 夕 く の概手地 は ﾡめて向&セ 
=・ ノクな2キ/○月//月バに、 ﾡ卒ﾡは. ﾡびﾡﾡさ商 

似 ミ * た - 現在 十 うな 料 —— ﾡたでる oもI 雑 々__ 
水な表げに和 ﾡ出央さだろう。 そウﾡ ての 函全ﾡ地の太4は .

ユク 年生の杯地 / ケ

23キ生のポ年地 コク

2 ○年 生 杯年地 S ク

ノ4～ノ? 生っがﾡ 比 3～
/5〜 /今年 生の株狂 地 ノノー

o 〜 ノノ生 o禄 也 2yヶ

林ﾡ方 I* ・ ﾡ え的にラ。年I 鈴伏 堀 こ 定 cたハで.ルく とも 

う5キの 妖令 1で坂る松公するここかﾡ1しかった. を" 妖. い 

わに。表 る卜去か受であるこしは、ﾡ5のてある。

着 そは こ "妖衣をる /。 不務2炎舟す マこ*&枚ぷこ 

でイ ン ドホン ア林.オ次行 ・ «年2ﾡ切4ぬ76 ・ とて会 

林画ずと株米研 えがの意 :が意、&表 しfい。

利用 し4る資 料
計ﾡ 1 .X資料にも こuた.

/ 林糸え の$○ケウ 回ﾡ ・ 火りようバﾡ別こ』る。
4 • とcwtとaッr 、カ に 口、 32 タカ 原莓 処かあり ・ ﾡ*古 ・ボ率
地 I /タョ2キ(/タョノにﾡ校これ/:)こ ノッ:4く
/タニ4年 げ燈総 こ/)に始うり、 /。ヶ ク燥半は ・/ 
斗か少/?ョ P年でにﾡ投も Ir= 妹公 て /夕 4/ キに表なこ
/。 ノク7の燥量地は、 /ァ«2年ﾡ立これ/.ヨケは

ノ2" 7オに发出fれ た,両方とも傘々 広松戒同ﾡ く" 商品式 
験" て、/ 9 /キみ送点ﾡIに役広こ/に。

&、 ﾡブヤバにおける 4株手地 ・ ノノ タタ マ ハル ノタ4 / 年の 
逆林で. /$ノ年に設立こ/.
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C ・ Azk りバ Fouca太 の 

砕かおかたたか格述5* 3ot
っ て ・ 並林光 に /ク52年に

2 . 林 ﾡ方 の計ﾡﾡに」って. ノ

" 4のがポ地のすべて I・ 引岡 

て、 /?2ア年かゥ ノタ V ○キ勉 

ﾡ立:/.

948年キと 949年/に欠行さ

<wr&eチ で イノ： 

の複料グ.用状あほ

t& &ど h.t げお!)るがを木調か 

. /omのなこて、は、 /。○ﾡに

こっ/- /c。n伝"ﾡ令松株余っﾡ料Iは・ 列々ウカー ド 

写:r.そ. 被卒クするﾡIに 対(. 立広谷足に xるこ

と かわ かっ/- ・

戦字マ. 政沼的争 "総果 こ［こ、そ "和表林、は・ E常 :取扱P 
ハt: かっ/。ﾡに おけ 2 向代 は: /?40か/ァ4 
での店はこitfもoもpり xこかっ/* もPそ ・ さ 

してこは、成みっ千 い.松八幼や秋 こっては、 ニゥ/。+ 

ムしう久いﾡ向でつる。 Cmay 地る "すべてゥ 標革 ﾡ で点鋭 W 
な似杯ル行はわ4tr-すべてっ林小ほ 帝:金5こﾡな4・/ 
々 :る係 こitて u 5って・々くク場合、林太 ク及長 &必ん( り 

なくな っ /:林木 つ本質&ﾡ昇1る ニヒは・ 可ﾡ 〜あっ/. 林 余は 

け→して ﾡ こはxかっ/:いう ことをﾡておこう。

地位衣

承オ n件 考 . 私&/ ことて、かっ/=, ﾡ端 -・ 透名 マ こ

ﾡてa い,林か/にお ) る 土林木りﾡ高成長は・ ムホ及にﾡ容: t/ 
くて ・な的に・ よヤえ係ウにェるこいうことが、一般町

る ら1tる ・ イ ン ドネシアにおける次 -般四係ﾡは 、 なかそ 

そじて 平番: ゥ かれている-fa 替 り/, 0 ホの景 心岛 いホ 

の平岡樹高である "上A高 "a. ﾡ止の状 ヒCて問いめる。 

すべて。 ﾡ群 地 上倍 品ゃ ・すべてク#状 各木 が去カ ート+り上 

g高は・ 本人に対 C て回げにを入こI/ ・ あり るﾡﾡ地 里 就っ 

る ﾡﾡ月、は、 質ﾡによってﾡ ft r・ ニゥ方交によ→て、出ﾡ

統 Eる 二Yは 席乙» り ・ そ のふz 本、 要 っ/-地めA対 丁
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よ角司"及長ﾡ向と衣』している。 二ﾡだは、のんの &

ekr.acfcて の魚ﾡよる・ る 林Aに お る上月商 対 する-般 
阿 て平拓同ﾡ歯談が引「かハ 対乱ク林平倫又か各A数をに年さ 
(、休人2動じ て平ﾡにこれる。 ﾡ傘のに. 紀々く○部※ 
ほ、 平清化>べ承率傷たに イa1 し < ・ ー般的点平町縦かろ な 
?点ここるここにtってsonる. toしはかタ. ニクカは 

国 ボ ・ 府 に ﾡも悠u 地位 対 す ネ 皮長 不統 剛性 こ生じ 
"すい ビ数 地年成永登占練は・ sの平ﾡさI. ﾡ初み地 
ﾡ銀報は とれになじてあほミる. ビoく^いの地述叙に会ぶ 
こばならないかヒい に ヒかか受とこるか:畑ない.ﾡ 
ネは 代期会で、 着高で3ot"をあば. 塗→/地佐改ク余 
と こて一ﾡ:ﾡゆてい.いろう・ 7< りク:おける一ﾡ命お※. 
世 定ニメI た根明 より も受 ル公 い 秋念のとこア で. /。フィート»

がで報2引「・ ﾡ々する地つがにして ニ(ゥ○お高2用い 
「 耳根な 力 法 は. ジャバナークにでitて w 4

よ フ てなこ /・ Pどuu qtん.u.. 対しては:救々は、 ﾡが 
快令2ユ。で、み2叩み同ﾡ:3～でc^. eの座x上 
ﾡ品タ長げ称は、 引につ枚とユ。キで とおるェ ラ に5loん 
T ? xかっ/。 今旅は ・ 化Kをなり していs. 画ﾡ邸にば 

ﾡ シ ? 仰 と承食叙とれ:こIは甘で»る。 しoし.イントネ 
シヤでは、系及?比は 成も高し級今に+り指これる. とu 
こォ/る光に- 豉を Aし・ﾡﾡそﾡけ:/p. &報、ほ常。 
に杯キ り ・P「よutうである。工 屈 高,感秋 か人 a 
・のて・アっァ を/ と 今け マ顎ケらった. 平 比仙 (IF)は 
おコアてある。一表おいて分れる+う a 良u 地a、t 
憩 い也位眼の 曲 議 口、 大マと工そある。 く指ﾡとP)は、ズ。

に着若にまって炭立しんごのより娘分ﾡっている。 LかLなが 
らﾡは、 森林夏深のﾡの平に望大な彩ﾡを兵えない だろう.
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テ c a«4 ユア•ク ノコ 2< ンダ ==
/ =s o 二3 イク s/ 少 *シ な=

-4 かP ラフ・コ o <コ <s P
ヌ さ y -タコ ク S” * c 6*

ミク -4a -< シ/ s< < ル c c マス2
ss 4 ミC, ○ 5s.S ミク ○ <o メタS

ダ 主林かにわけるホ数と商依・岡商

主ﾡ分み 木数は、 平A ここる (父化 するかりでなく ・ ﾡ に承 

初"植校商ﾡおよ o. m ハ残 工 (メ合> ってもﾡる. イン 

ドネシアては. Kﾡ&相対的向席Cえしc。て.。め.。とと) ・s % ・
/

別う

S=/o。 5/ ol
にって 故役 的に 衣 いし てい う. 二こでoh林か上ﾡ 品 で 

Smt(a. 三ﾡ形の位置にろると%えめら/る 林木 商の士受ﾡ離て力 

る ・ 3..は ・ んa 当りみ本教(") か今

Sac = ノ◇フ・5/VY
のようさる・ 上月高 o i /はい幼会分に おい ては :

S はた いイ を為する ケ林木炭長す る にっ1 て ・ s は少 す る ・ 

次に方好木は ・役みなﾡ本木に役及: て枯烈する. s c介2 
会べ m代 し/tけば・ ミ o ﾡ示 ・ ピ八ﾡっ 林余 み成長Y子待を 

ほっど ろ ろ か少相対的同岡I ※小ク位に金するrろうう。 こゝ 

。 ﾡ表 (/ク*◇て 岩着 は、1死ネヤ ﾡえホ ・除い六合= 

ﾡ、小イ か"、/?イ(はると老え:。 C»し/バ 承 ハデーヌに
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よ れ ぼ、 Pジc 7ucvんu でも って快い向ﾡのﾡ分か 双1 ミ 

かも知れAい・ これみで経々のﾡ伐同略か賞少ら. 米あ:れて 

S/たか・ ﾡみ"ﾡ代及合に対 する高見つu て t ま/fuケちる。 

: 7強 にえら ているょうく.収桜衣は ・非ﾡ ハチ々 用い 

れている ところ2 ラ*5tのﾡ坂ﾡにもこすいて いる。 :ハ 

合今は ・か、点りﾡ好ん外ﾡ2ﾡする。 ・*«両岡"本令て 

は ・ 書通 密木 や ヌ本木活 不 ﾡ木み生する ・ ﾡ投可岡 &4くする 

とん弘り経済6でないが 6xな い。可税X合に岡 し こ は. 燃 

表は・ 林分5が2。アク個に戒ルす8ﾡ、何でもSを>ょ 

(及すように両校と救行すミ てuう夕足にもセすいてい 3 .オ：

表くオ2 *今. お丄 ひ、オ/疾>じ •同栈及合と . ﾡ両ﾡ ^ 

をuに対す るみ正 &チ 女 字义 る ・

今 主状かの平ﾡ府古ﾡ径
平ﾡ府高血在。 上 /ョoにおける 平好断面ﾡ :相当 レ 5 

互径 と(て・ ﾡ子地 で年 こる. 主林分の 平ﾡ品r.商ぬ ・ 

ﾡ さ に方石 ・る。 ニっク獲由に4 って ・ aすオーには・桃して 

小 さ い状太み刷 たて大さ い林木に衣さ る と い.う 新欠のた» 

I、向俊 これ る に っれて 平互経は増オオる .オ=- 我友同无 

2図Lた林分の 近圣双长 氏 砲助阍則分の 謎務や大主、ヽ。→般収で河えのAの函ﾡ深半 

光 は 特定 の原則 クるいは一だのう天にって 向伏 さiる。こ 

よ ラ 広ガ合 ・ 千 消イ化 さ tr: 当径段長歯点は ・ ﾡ株 . ﾡﾡ4座 

と対たづける 会く 係求6 ヘおネで 見いrこれる、 e0. 彼 ス ? 

间伐 方 ヶ色用 こるなら せ、収ス衣バ ビ か &々 = 対 してイるこ 

とかでミら. = クーﾡ命川に&L て. くの架まの夕 く 

P々かじ ゆえ こ/ガ式によらす、 乙しろ仕ﾡに商A ・fれ/ , 

考み大 師余は ・ ccdコt 2にﾡべてhるうに・ 殿 分薫就刨 

x代な株か*21 えらてい/。々 "様光は ・ ノタな2年--タ 

け宿/ t- 現よﾡ"研久に尺す る ﾡﾡ地 &送べ ばﾡ品 っ/ 

採半地Yなるか. この中 ・& "It . さ、どハ ノァッケ/ン とノsュ
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年 二回に P -→て 间 伐 : t ・造クハ・ ノタS2キに -夕 だ 

け同代たた. 二れは、 すてタル題期6に商Aこれr、林公に加 

A ・ < いて 5 ヶ名、み報ﾡとが冷する・ tかしヶタ ・「ﾡ 代長合は . 

コ/"メゥノ ニス5% わっていろ ・ ニ ﾡ料か5 ・ 主林かハ 平

同 た ? 商べ点 ○相対甲向岡 c 5メ) ビ上月品 に対す る古回ﾡ2 
た tr・ 岡天方表ヶ5用さir。血-上ﾡ高み偏ﾡj/は. a
の用 i「か s*りにおし て if旅的て おっ/・ た合公に お 

そ 上ﾡ品 州. ﾡべ烈 より も 早 く おとろえ る 二 と か予知さ 

tる、救々»ﾡ料ては、 ミハことは・ 土/だ現れていαかっ。

んどビハ料根て も • ﾡ和的ﾡ向 oh引 の は ・ 宣ﾡ対林々ク回ﾡ 

て力る・ べ的に・ E径対ﾡ高の 回帰は、凸ボである, ・かL 
おでは. 商定と 料高の商向 o ﾡ麻肉 因伝は 不 規町 でなu. 納えば 

T..ム...... (/s。 をよ・系総同や後の相対缶向科対す 

石直径の 屈回暗 は. 田K的であるこヒかわかっ「・ こクカ法を当 

用すれば. 私的商代張及に対する収桜太&成する 二とか可ﾡ 

てカる。ニの&さ・ 丁& 2タダに次yら/- こは・経験的 

な平ﾡと そう 大 く近って い.ない・

表 2 .
ﾡ々 A対す る 本林公宜社二

_回似急 力 担 対的回向 興 S 2 二名 コーと’ T s そ っ3% 24ご二2えジ

こ :対する 悠モ Cい 一ノ." -メコ -<. -o5 o +".ど-/7 十ユ7

ﾡ々 ウ 商1段メ合今に 対 す る分正I、ネ2かク 株かさ る。 えと%

こ た公、る Sn個対1るイE・ も～とい他っSと ﾡ会には 

一は いこヒ か明 かてかる・ これゥ こ用いると =タみ会

及マォチろか+いと叱わ1る。

6.形 数

コ の 他白老 にあi えら ハ/坂ﾡ衣における太救は、花及を除い「-

女ﾡ ( ..t/ゝくお*科で、» a " 内ォ ( こcんと......c ,-ム... ...心.f
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厶M>〃 ﾡろﾡ付7 メ上会太木"浜とたなする・
P m.uん..... の料及本税は、 平して反付 •―の コ。% 

よ り 桜分 い目でちるが・ ニIs へ部かの#ﾡの も/4りもチ 
い・ = & い皮っ尺めに二れゥウ石は. ム大キに/たえるミヒケ 
宋 石 ・ 木の 形&ハは・ 料とL 商称 の括 で おﾡ 2倒っ/Aでろ 
る。C尚ﾡﾡは、ﾡ上 /引。t"胸ﾡにお" ミ 幹の 旗 航風種"

ゝ・ 林への熱なポ2.子ﾡ材高Y 総断面ﾡ(町面ﾡ 
合計) ウ領てeコ r= 6os "林介ﾡ教 "とctr1tる。 四おﾡま 
り 就算 と /形女の一般田ﾡ日は ・、最、 料ﾡののこ と も大 
=くはり 私人イ "せ てか ・ ﾡゐ »ﾡzヒY も骨びい?く 
り淡レする。二ハ 便向性. よく 知 ら れてい る よ うに喪給的に記/ 
する=と 来る ・ ゃ数 上角高. 収ス長表成 ◇もと た'水 り 
ニo8のげ対する 本分形数ク 歯系回帰 2見出ミ りにな ろ なかっ/: 
しかし 総々のﾡは・ 本ﾡ測た2行 っ f &水ﾡなの 上Aﾡゲタ? 
¥2クtのにか布していてい/ということで力る。 そ夕 収 
ﾡ表は・ より小さ上ﾡ高のみなすヌ・ より大さ"ﾡ(約"さ 
ウtて> ハお〔ても外しなければならなかっ・ キい・ﾡに 
=箱では。 記表かむしろ-ﾡ!なるクて 大さし&ﾡはんい
い他。合には・ より受くのﾡ熱かあるか、 coし ^常合 

I: も本たする 株橘のそ f経人 さく六いから ・ 総水税置 I: は トヨ 、 
ﾡ衆 しない・ 収紙示ヶ ﾡな さているの 何ﾡ類ののな およびﾡ 
表の 4et マッウ枚がと相形に向するﾡ究○絶緊と2終する 
と ・ Tate 3o ようIなる。 名々は すべ<を0っくる ウ「平 
形 ○s«o代り 、A伝径炊細 でないこの同発を問いる ニヒ 

4 5 ・
衣っ け商(一部海略)の位何に よ さ 反内松 箱 に対 す る 林、余形ぶ

二5
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3O

ユタウ

/SO

50

5O

上盾ﾡ (t) 
i..i.i. 
oラG 3S

十うメ?ス 
*・4x3n 
□«x«t

6 ク s /o /S o ヲo e

2.32 ossダ o,348 e,ss2 ◇ッ — o5s5 c, 53ョ
翌々の植桜府ﾡ対する 

今 才環 , ート押すろには 

mうそ 力えス。

ﾡ項のﾡwと上ﾡついての 主

上み舌が /m治すど 2総収ス枚せ2.ど
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7・ 主な分の紀航面がと救ﾡ

ﾡ動面統は. ﾡ分の千塁ﾡ と点欲つ救てある ・ 田ロ子か 
x:いr尺(4ス •广後)五秣分S 福断面危. N. 平方糸貸位で斜 
Fした。主球分"お点. 司為 平好料ゐお、びふ公む数? 
約てみ引。平ﾡおるは 上点向に向サ 平もほ か 対o・(t< 
(1:+コ こ な不Aﾡ と 上局 a A :aぶゝtる・ ご

内保 a ヨんビﾡ森て図にくにみて)示ゝi(ている・水破ス 
にムか～ほ日役:/-とたして・ ニタメ^お内品 同 対 

T 石 三机木 り爱 M项京 とムね"河う "キ tていさ, 2C •士 
&n岡仲 ゥう式:日uほけ本「点いL=/ ボ. - 4 ・ 
長愛と すると 去ﾡ会"町面が と 地A 円 e ? a5.- 示すて P 
- こtタク救4は う2ハハ〜/ェス迫ほに対する年正を当 
司 ［て化ク5メ に対応 ナ 3 ス枚ん" よ ケ ん 乂7. 1だむ公 ラ っ 
和 て .xくて ・ ﾡ対0商因のニタダ上にって ・・るうな及 
おいて は 断r面か およひ本ﾡは L-○べ「炉つ示こ!( 4 ・ 
も受に小モ ・.そとる・ こ ・次ﾡてガする - と-1 ・

? 義収穫置
をおﾡ. 主林木りﾡ負こ . きちゥ て 商伐本がと^会 

てろさ. 各て雄々っ樹経にtて行/わit/:烈えのゥ 船団 
々ぬかの え本れて表わ L「収緑ﾡ • な、ほ ガス エ り 破め 、 
な、、 : 3 十余ﾡﾡ/商/1ﾡ し「秀合= 、、点ﾡに4 ・Aん 
合-と茶同保 てろること 明 か -/っ「 ニ ?部5米は不』. / ・ 
ニヒては 点か- /た・ネﾡ p 生准 ・ 同化総系てちっ て ・ 体 d 
ﾡ紅合4が日火し土1 t分利 周Cてい5ﾡり ニn生た 
本 菽 と*日係て 6る・ 総ﾡ候ﾡのつ特る* 一般6 に、 ヒtが 
林人 斜品 と 縦相内 c示すヒuう ことそろる・ ﾡ央扱此 
っても. 昼径成長:工 っ に本造ケ tていそtう 片 分
おいては に内保は永しないか・点Wこ/林分ては ・ 」 、 
政ﾡ _引1す 1-ヒ # - , お、み子 な/るべさひ»z ,
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ﾡたﾡ地み収本ﾡ 2昇えす るたゆにほ、点税ﾡに 向代こ t六枚 
ﾡヤ月次し/林ネ2雄たとるんする こヒがM長て力る, こ今? 

糸かイ。 当り/e 。本上と広るよう点ﾡ地は、ﾡてられ*
1広なu, 一方 て ia や-/ 国ノ父 っため に・ 主状太 ミおりる所 
こ:不ﾡき4工 う/ﾡっか禄地と 現任 用いるこヒかでさ/- 
紀水ﾡ 1 ﾡ材 "A根同 ﾡに非常に大当、ﾡ毎 る ことも宜 
::明 小 とは s . 系ス o 本救か . 正術 な本* とあータ 大』く かり 
Mtn そい ﾡ平光 も ・ て /itばな広かった。正. 希 な造林 力

ヘ ク当 基ﾡは ァsx っ相対郎向用に対応す る 本でちる. 
二 ○規千て役用 末ﾡ革っ 数は表4ぬら ッ ヒ る= とがてさ
る ・
表、 . 収ﾡ登のっ調安にﾡしら/ﾡﾡ地り女

ﾡ シ 円 商 (t)
スx = ッ x] 3x:|〜xs| ンX , 1

甲 、, ・1/ ﾡた標野だ 2 二- R -?ア- じュごンこ cズ

A.., 4 tcイ と一士

ノ

2
フ

C
s
c

今 計 5 2 lJj 」
ゲ*/ の標ほ ・化 の 林かこにﾡてうないて素 平〔/・お 

木伝mしか〜ヌ坂てらって おか 合く足すべミボﾡにP= と 
ェﾡ1は ハっr-。 と fみ • Lﾡﾡこ 珞在回 2A女立 製欲 と し 

品水徴セ エ代爲 &数とする 回帰研えハハにみこit/にウュ2? 
(田～坪子ヒ/っ/。 二のネは お*く 同用べ部系でちっ/ほ 
"全く不十分/も ウて、ちろ うか： こか L -てっrよう: 
一般、点は人から ・血ﾡ区の会く適当でウる ニこル予ﾡこた。 
しかし な小、6. る点 は駆する 愛ほ 向ﾡみう一つ»る・ こNM 
て、-河代 = x r ハっ「-人株分 -おn る 総収スな、工 i ・現茨根と司 
いてPる・ こ林ん炭長 L て も担お円向帝 w コ sメ トに a 
てこ^ﾡ係が成立す a ・ それムく役3な久にﾡ/=同久Aグと

ることIなェか、だ(にもか か、バ ず主林分本 枝 は 師 述べ
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「-ﾡリ ニうス"相対臼同ﾡこもととしこ、人向似と行っ/ば 

か,り "時の本がて oると え校さ てい:・ オ段岡ル具れ、 

2s >相な ﾡ同商/にこする ヒ = o 上月 初はってくう. -は

表5 にそ/ れ 合 » 系= Hている・

at: ﾡ報向用 ,

& : お犯ナ る ﾡﾡ的本衣

e : 元ﾡ本欲 E7ろ ・ ﾡ称6 本。ッタズ

4:ん4ヨ , "現 ホ名:対す っ必木»F 産品

L Smn = /c75: /“ )

と:2タX "相対 四3河 (0A= バc P..:2s におんす 」 

々あ(cん ? a
:こ ハ昨 スス

ケ 々 r根救ﾡに対す る 次

& ・ 技町対南 * 二 ax,月 3*コ ミ*5 ス 3
& ・ 書四本数 -- << / 55 ハユタ

c ・ ﾡ受 本数 2,/ニタ /• PFP イシコ2 タ“ナ ク" ラ/

a ・ 泥 ﾡ s. ニ・5ョ ック 36 3.よo メニタ 2/4
X • 8= 2sXに対すする of タア イ シ /,o 心コ /P4
チ. よ 4 3 イ/ 42 2 _」 *

フ承でべたよう・ かみ本

、 保条 . っ 総月 ・ れ r=・ 尚地 ゥ よ 

ハ 過対 ヶ同用で丁及 円A = 4 r: こ 

い.林公に おける ネ終、々表 

てろる。しかし、工騒高ほ、 (2)
ﾡSは>今Xより六キく4る。 ミ 

当和女(Cﾡの) ヒ今えら 

に応する並人木数vの &ﾡ u.
* り六夕ﾡと修工 / 剳 新てさ 

商ﾡに並〔/- ﾡ役 4 . 毎収皮ﾡ

は、 上人高Yﾡﾡ称と 

うにこ 命 林分パ 2*X 
・ ・ っみた もとずいzいろ 石

P C)がに示" h/二 もゥど同い 

に示 Sfる 工 り 小てあるか的 

ゥ ェ > は岩 ・ﾡﾡて校林 . 

た 上ノ倉 o ニタ%" ﾡ対 69 同 ﾡ 

て、上為 命一友段 カ国師 一 小り 

る。 そ○ﾡ系 コ今Xの相対向 

ヒ 玉林かなﾡ 対サする 回帰直
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相洋 す・ そ時うではこゥニっ チ しい・ これゅ野ﾡの枚 

執お び上ﾡ高 っイ と表 今の (f)神こ (L) ﾡに示す。=Hヵ催、 

くく"^Mお商隔。そくに対する も>に・つ=り crただ.とし

ゲ=フになハtス 品水番? 営係に* する 超点として 用 いた, 

こ「グラフ うメでっべハュ? ﾡ、年 部*段委 そ対にす s 
にﾡ向 "イ: いて ロ •ソト した C 袖数岸 離 は. ﾡ3てこmいて

る。 Tる良ﾡの田っ/ﾡ分は・ 4→"っ rﾡ枚同 に対 

i 3 , 号 ・ て u.なu(ﾡべ的国ﾡの2夕 2総えて uる)な分っ 

みが・ケえる,ﾡ森は ュタメ。相べ的3同に対するそ放余むﾡ 

A す～ こ^向町にっいて 一?^固ﾡで浜わ し< いる・ 系係に、4 
? ? A々6c? 区麻は. 各格袋町府 にー ～えっ上®部 I: 8 3 <品ネ 

ﾡ型っ 回帰& 表わしてuる。 *4? 同ﾡ :対する 自ﾡは字会に 

う る ため/:如；t て ろざ お,前:のrようハ、 二ほ ﾡ次 なもo 
ては な ・・ 総収く桜そに対 1 る a杯ゥ→般 な方向 a まとcて 

2*5とミ*ョ ○向所かゅ番びのれ/・ 直魚同力间需に、ﾡ夕 

本ﾡ町ﾡの "死締府ﾡ*、グもヒずいている。 ﾡ に経兵的余2 
行 x ラ ・ ec 、"点、'る方ぬぜすに弾と行えげ. 直ﾡ商ク 

ﾡmがかに名って . 総水スﾡ ﾡの5る* (化 すお-2 o・tっ か 

マ。 二の .は、石 て つ とはハかでめる:品桜受 6 ・ 
系 $ ﾡﾡな符桜てP る ・ ニ ◇総叔な党の 箱&は・

。= x(y-=
ぶン・X = - -

、一3
っ、昇 = itる社え値 ?ポ年ず そ-つて表tる.

= て ンe坂ﾡを "ﾡ希イ メ は本えﾡ、、ﾡが数で 

みる。2 個 o研衆に対す る ニ?ﾡまずメ冷 ニ ム, oラ てみえ。 

卜S /-他は • 々か 余り 社穴てαい, /#法. (そク)～契 

収複 a 引 *ョのﾡﾡ岡ﾡIがする e ○てある ・ グラフめ 

み こ ったた処" 後校 向7に近用 すべ ﾡﾡ 口玄 c バテ: さ,
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表2. 祀々/谷向「ょ る(こ私 ヵﾡ正ﾡ

ﾡ ﾡ 向 ゐ (2.)
』モ (asゝ

2* 2

+ クニ

"//

ナ 44

5* -

T 2

* 3

o

*-

-5二

・ノズム

-

9. 杯秋表のみみ年み

a を

今 1 て坂兵 ・イ-デーク- .タ学 的«式、表 と: 二 ・み可 

ﾡで8る. ニウな大 /:ォロ ;ハイち? + よキ。・ テ キ て 

5キ? 円府で、コ/. 4, ? c 、 ョ せみ ナ? .ウ 0タ 

つマ効ゝチ。 ﾡGほ、 5ﾡてハ〜「:&み"て新、A 

「・/セ" メ ・上ﾡゐにするほる月ﾡ るか -は兵 

こ qおス太点系引+総収ﾡﾡとﾡ炊分みﾡヵ髪と してチこ 

h 创 ゥ ﾡ止 今ヶ年間ク岡内成Aは ニク逆ﾡ/可似松検緊 

っXてらる ・ 千 キ タ &名 a ・ ﾡ z 太人 て除(て M " 

る, 私殺ハみSIに 3 r の 植我 同 荷！： 好す ぶ 年％ 史分 龙反載 J 

品坂表 ﾡ21こゆてみる ・ 上A 高 % 3owt e え る 林分 :ﾡす 3 ;

てﾡは ・ 外 かイうハ/:も てう3 こ と&母び張 ﾡ C

て い - ばなバ ない,ぬっ て ﾡ希点ほ奈件 てべ、則 3 ・ げ/ 6 A ・

-^死nウ、 こク系はﾡ えい 人 &と 君 久れ ぱなら . 

い・ tか. 主ﾡなﾡ百、すふわち総収ﾡ長と平均年点永ﾡビは 

上常 各 -1る 百.K回 f:まつて爵びかハ7:もつてって 、一 然 

内 ﾡ森: tり.ﾡ 6ﾡ9なﾡや期- 1でるて 3る いう - 

こ かﾡ でそるでる。
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ユ ダ ※の祀対的 向おける 向伐

京 ワ Tイれcんu--=dC - VCune の 収衣 基求商商 3*3aL

主 な 杜 A
羯”

み f 完 1 a ・ ・ 〒 ぶ
. i4. か 伶・ 座 U おう ¥ k

c.. 牧 S 名 ﾡ 須 ベ す 今 9
•メ,んく ヨ で 4 苏 な ?シ%c

忙. " 2 2 - も 位 居 改 2 4

s イ2 2

コ 一 →,< , ○ /? P 7 ヌク
S * コと.? /4 s やシ く み = セメ

ユムタ ーノフ < みダ コイy クタ JS / 二“ &
二/ コァ = 4 ニ5 今 -?< < ク7 ss2

み 2 s4 二“ →ぶ / ユダビ く ユニミ シク/ /sプ
< c コノ S -ク フみ 二丸3 z2 e コニ3 22

や ね 忒 、 - ﾡ を a & 二 メ

4e 夕-6 <. $ / サ o

ノミ アs フ // ○ 3 / ク/ ク/
4 55 -や o / スc -4,3 チ* クヨ ?

= o 二/ 5c コニ 工2ッ < 夕 ラ< 力
®./ ラP/ →<今 3/ コケ - ニコク 〜クダ ータ

/ * « ク コタ =J • y =ク s*

・<キ <7/ 一 3 タク 5c2 ッ 5= <と スニ

延 住 釵 タ- と t e 条 コ ク

クy み < / 一 /

プア みs? / バス - =/ 今 / c / ○ 〜→ /ス*
ニク «c3 -P / 夕 * < /ア ア ク 2ラア タク
スc ジョ ラス > ス ダ pe <ッ →ュ

>/ ・ 〜女 ○ テoe ダ 亠必 cc ナジ 二バ/

44 ナ ～P? sラ← コルフ 3ユマー 4/ < / y
パ ビコ・ 5 o ン2 :< z- s = -./
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林 Znerz-
主 秋 か A

本 卷 本 品 か 禍
"/
イc ﾡ 

こ わ、
樂

6ハ
<9 ン

抜・ / 発 . 定 

5.

比ぬ 咳 s - 地 4 2

夕く バ・ニ フ • バ 一 一

/o <ヨ2 コ ? * ・ $・ ク * y ﾡ ア ・"二

ノー ン/ >/ 二 -ス チ --ラ ・ < < / >グイ

二 ルノ 今 二•ふ, ュアク ・ー = -c オフー

S ' z ラタ か ミ→/ *ア <〜e

c ”ア ニク ニイ スz :4o ・ わ;'

メ os / S" 一 5ク ■- ク ・ クノ』

花 / 4 - 北 4, 当 3 ヨ

r /o/ クシ /コグ ・ 一 ど

4 シP/ -< /o &< ザ アア ニミー

✓ テ ニクc -夕3 アグ J6" =ク チ -テ //丿 二" • ←

一 AL • 夕 P クe ・63 コイク -sと ラc= ゲ/ -/

■ 4 /ラ/ / 27 →ジP ss< < ア-/

< ae イイ/ ラクア < "フ »/ン

必 o 4 44 <xo 2 αエア シ/ 〃" "7
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ネ 伝々なﾡ桜商所におけ る総収ﾡ受 ・ cp と平力翌キ成長長 

<A.A、I) (イ,.3n.;. う

ル &み:

2

. eる:

二 /

で

• ◇

夕

ノ

ミ

ミc

<

1ハ

3.A. P. 44.1 P 44. P A4 I LP A.A !

我 商 商 ユ2*2 •ンし

sc < ダ -二～一 c <・ < ミニ s

r ‘$ ュニク /广 ;c- ニク デ * ,ヌタ o e y

• < ・シ2 マニ 戸心 -< クs c /勿 卯

F -s ク/ ノア s -二 ムジ =* / ウ っと 5→।ドイ <-P シ * コ os ク FP? ;c

"ど / ク W 7PC - ク ク 2

投 回 函 ミ*5 2こ

「 ワ クノ フ / m / →ラ マニ

。 バ / ○ →ニク . 一 アバ 2e ”ク キ マ ジ c

-ア? . ・ " < 二2 s5 4 / ミ

乂 s+< < ックメ ノア s4 ニニ フ -”

ック/ • < ダ* - 4 -/ クナ 二 シ =

-5 S <シ ナ 2es - c c2< r、■* w ょッ →二

二 根 裁； 商 商 メ・/ た-- 二/ コ <c / アー /“ 々 ク V一 P と < /o ココ4 p -< ミク

レ コ.々 Pラ * ク/ .少 → コア ュ4

ラニニ /こ ペ o / ～ / ? ユ ク •ソ。 ラクク / Y cC < 广// P ビザ“ ニ ニ e *

ゲシア $*o ・← s/ .•よ クコ -/ 广々
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文
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チーッなッ /e/S : ノア/-/タ/.
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〜/イ^. 〔ス4ムと.:シズ 

Aチtc・にい ・ 5/
/ク。 - /ccぴ-uc ユョ: Pクイ- ; イク

5 ・ケー と 「.Hタ テ HA F y ヒ〜t (J ・ん.が ) - /

6*iee み/一 ぐ" 「 ・ "7 イ /.ビ・イ ?仕 

* ソペイーt←& "YwZ Wc.イcz2 r G,rcce Yんr..Lじッ ； 
・ . P～ーイ.. パ/zZercre <... G./こ.く. D.....。
Wiムax E : E.な.p化...c..c. ルッ, d ～4-

"ea...ccAe 6o-eCイプF-..xitbcイc. J

Co7cみitt<c〜ズm。z6c Fevc.そ P-cacc& /u.イび,.t。

ルRα3 ょり;郊探

edae/toイeと Pcue
3 分

の月令分そおけん 

的系○効系

そと ect/Fo2イcc2 Cutt イ &ven - epcd
eo子e/tc-と /-ne

Pucct A

A W. 84yt%

*そantイ
8

殍 ﾡ

e /たとれe く Px. ce7t在otそa 2e 合 み2%
どa分の/に生百 し 

ていっ. ttcu 4u8aイuc地力 (よ)Kおいて、 ﾡんY 代も林 
と し く大記ﾡをちめて\ケ. ーカ央み会北らうに行く したベっ 
て. こみ 林ﾡは ポ プラ &Aacた スxcc « ～んな wucu で 力 
ナダハルムキペ 時にはカYﾡ夕していろ. 厶"乃りム 
れグ今成及が. 殺らくその系通ら次ﾡて注すろらは. こ為ら 

力 て» た項し斜っ林分○ん どべﾡ:ろ○6スこの地力 
でろろ。 このような分布区数さ通して マツ林分はほっ性お%八 
す. 42&22メu。 光方ハ又はそのKくでは 本釈粉庆 の 高い 9 K 
帝だて力り そうして 化の場mY円じ位○材承収ﾡべろろへび知

いY\え 個々の木のき径は介さいでろろう. 北う地& 
おくは. 分密ほは小さくなちﾡ向べあり その結采 a々の木 
は よリ平い例合くﾡ長しより少くの産ﾡべ生産さろ 球ﾡし 
たマツベﾡﾡでろろ地うに なのゆ係か 及年○府糸中*て:た, 

Eduen と CP2et ○町は 大キら松べ週去おいて収殺: 
現4る収殺*て\ろ地みの太体の中べあ方. そ○主き物は パ 
ルプ材 ﾡ材くヌすク材 次). 枕木 大 て社用材てカり 
系材 机材の ような少量 の創座物2用 する パルプ材z除いく 

天際にはすべくのたは. 明分的は②吸々型Cよって 収段 ろ

)は. &ンムル ○ず面ﾡのらﾡ人
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研り目的

この研えの日的は み存林分み直後ﾡ長 材示成長におよIぼす 
◇o4子enLone の部分的係ら効系を決えすろことてあった。

状検のヌﾡめ ﾡ分的伏係そ 赤お林分を成さす/»○う法 
してほす ろめに研え た. このﾡ炎そのべろﾡKに この承台 
るで しはしば足 らるﾡっみのﾡゐそ え表 チち我べろろ こら 
○桁発 c そ ②定数は 次の とおリ くあろ
都分的牧禄 : 分○系引引ﾡの新分ふ除去、ろ係 そYは 

普通このよ う な係ら達所そる味ろ.
派林分: 牧係○直前各そして林分

改 ﾡ ;杯ﾡ岡に除去*る原林分りそ分
残骨分 : 状の直及各在していろ林分. ﾡ林分へらは深 

登«減じるみてろ2
現任林分 : 測冬時に得伝しくいろ林分 残骨林分は採似& 

登した期mのﾡ政長愛%次え &o.
ﾡ 死 : 保以状ﾡ死した救ほ林分のち分

依採力法

4&eとそ〜 Kておけっ分み期ﾡみ依は. 私済的な直役ﾡ系 
け<ﾡ理*ていた. る桜老倉は K引研能で力り. 刈なみ呼ら 
ろこと べ後求へ ら 判 っくいた これ ら ○林木を禄 し に. ﾡべﾡっ c 
って より般な香理べ 派小材神改極限系②形でﾡ入:/. 
この官理方法は. なお. 夕く②地域ておいて有効くろり ほ営着は 
し林あてよ って冬"られん 太の# よッ小ミ 木る似系 す

ことそ *ていない. こらﾡ小古ﾡは 個々○林分○状後に 
よリ /2入ら /4インチてまっていろ. 展近 の 否 ろ 種の水丸太作 集 で 
は、 小 え太係の林木たけが桜林さ所に大ミのある り ②小え太 は 材 キ製量 
さろ. こらの杯官理ら真の効Xは 型及 9■こそあ终. 林会 
○涙大へっ系良ら木べ係* 比ﾡ的に小 さな木 料来○採 

にえくミろとやう ことそ方いて同とくろろ. Ceu 地 & 
には 過去と2年向にスロ 3ピ式は«日以上&係、れた林分べ 
スuみろ.

林分○将性

標木ﾡ孫は. 主としく松みﾡ林で. /函なけﾡ夕依示された分 
に限、文さた. 偶々 林河 の一部 /海成すら トウ ヒx一ﾡって 
#eoxた ucc " wん.な イと o まばらな 下ホへ許り況して 
いろ. 大分の林地は ハコヤナギ. Xポプラ、 バべ林ﾡて本 
phて\ろ. 板本綱美林分は. ノス早から30年前 千均224の 
級通mmて採: てい

衣 1
仮探根の修遇牛故に よろ株本ら 分柄

杯限。 そ込年長
—

/ /
- -- ・

/4 スo /3

ス / *〜〜一 2← s

24 3o / o

ﾡ令は. ﾡなﾡは何時でる 山林辱め/録久ら 氏を冷* た.
例木に のさっけたり. ﾡ々のトウヒついて 状役に 成会そした 
生状の女そ女えろことよっくホ*た. ﾡらハは 用材マ 

ﾡ用材として依採さたが この林地の大キは枕木ヒして切リさ
た. 保"み林分の平均林令は84年でろった. 伐揉時林、 定期 

のかなりいととはスﾡハら分ろ. 叩ち. 木の80%べ80年L70 

のな係入って いろ.

涙 2
依採時の林Aて よ ろﾡ木○分布
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採ておけっかみ令訳 : 標 木 K
タ 0 /

4 o /

? o
s o Ζ F
ア o /?

/2o ラ

//o /

原林分が限え た時の承る為 し いれ 一 つ 义 立入る及べ 

いYい こヒ ぐ力ろ。

Cckzontan (/)は. C&czta oB /?地&のアカマッ収及表 

を7製しﾡ &o年と7040際にカけ々平均本素は そ* 

n/93oYPス←であっこYそ発ユした. こらmえぐてっ«$ 

ﾡ本○体ﾡ前 ○平均ホ女は. S4年 9平均令 て 3o木てろっに

Geeeowax. ○収双表ら永料と この乱メして収糸して料ら 

平均催Y②会な比牧は、 私う2示してみ»。

浜 3
収ﾡみ預料X 保ﾡみ林分ら 料の平均値 x ○比ﾡ

最人

林、 A sz
ネ • « 288 o
新 面 棟 /よァ 2
合計除材 ﾡく父カフィートゝ ダスク/ 2 s。 *

平均き体 ss ス3

このは. 糸承ス○平均地位と比ﾡミっ様木の地位とのﾡの 

んめ ナしどLしくはないくろろう. しかしなべら. 私い1ﾡ 
は相ﾡは ﾡ本ら平均直後が大さ\ことでろリ そ営有次この分
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に 肉心 を し たした もの は. 比の因子でろろ. 収ﾡ示 よば、 番る 

みﾡで 平均 直络 ク3インナKをすクは」 / ス よへみ。尺ろ 

う. 保本み本次べ少いは. 幼令時にR引可○木材べ生さK 
たのでカろ. と方えらろ.

ﾡ、A A 料

犬ミ 2エーカーの総計午問○標ネアロット 太のられん.

ら今大"分は 2ckat平あ*でろった次 条件べこのよう 

六 々さ いとさ には. / cんawt * 4 ○kaxx o プ・ロッ トな用 い 

ら/た. 各々みプロットは 条っ9今しい大、*のプロックて部分 

* るブロックの与木西径べ 列々2記係**た. るブロックに 

おけろる ご及段 で 記係 ミ はた 武初の 木 は. 成長登力 よ州高渕えネ 

として印べつけら な枕準遊 で隶小 2, 本の林木木こ 9 よ クな印 

をつりられた

ﾡ高そおけろ広長ﾡ初会は 内長翌 网左木毎に行 なら れ 千経は 
は採評と二ﾡ用るよ年ヒし依禄和はくM円ﾡまて禄みよ4月 

うくついてﾡ条ミLた. 呪&ら半桜"宮後。ス祭:Kた. #木。 

ﾡ マボ 壊 形 測 贵用の 鋼 と &u o <and &wce そmく刈 ら 

れた. ﾡ新ﾡは.標ぼ地ごヒに2つ光にﾡ令P*R o 
みし合a.c%とのaucczat て銀*/c. 地表ﾡ生 土感に岡 

ナ る ﾡ沢なt。 & 又 プロ ットことﾡ、た

保て 生したおが○天かな* ﾡ木は 父別 It て ダ : 

た. この文4は 快 採 師、の t◇vm:セ た#I不らボAおよび 

ゆ# み「クッレ」 とおﾡ木e 「クサレ」。 ﾡ及ら比執に ょ2tら8 
お ろ

結 票

d後成長

この助/の 主な 目的 の一っ 因 るし 渋得したマンベ #分的て 

ゆ探 ろ時に 研に 本えく 成長 す るん と ラ 久を 兗 見す ら こと ぐ
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あった. 杯そよっゅみの割今は 存林分のずっ客及の測宏値Y. 
岡係つウ呼ろとﾡ裕*R. こらら探命のな林分は 疎く方 
ったって. 休木○大初分は神文の地位に対すち最大R は そo 
4いﾡ長条でﾡ長 していた. しかし xべら小ﾡﾡの林木は 通ほて 
枚圧さくカリ そして林分公郭分ﾡ*Pに、 直後衣へ促 
さろ形ぐ解がさちことべﾡﾡ:た。 ネ"は ゆﾡﾡ根ら 

年m各○林木ら直径そ示す. ﾡ料は <内②音で分ﾡさY<い 
»

Pcvhe/toそc だCU め 系骨示そ ダブっ直子測承
依み時にお 
けろインナ並 
位の 松

承な 千向1岡つ イ ンナ ¥4○a
-20 -よ -/2 ス係 +/o +/ケ t2ク +ケ 2

ス /2 < 2.0 スス 2.4 ス 2?
ラ ./ 2 4 2.8 o ヌス タマ 4 s タノ -

o ラ e ダス 47 Y ・2 $4
«2 ? f.e .ラ e 4 44

< 48 4, *« *? 4o 4 4 4 ク ?ケ ?8
フ *7 4o 44 j 47 クo 24 &o a. a4 s
s 44 ラョ I フ? . se み a7 o «« ク7 /o./
ア ス← ク? 3 &7 タク o, /2よ “と /2

/o a3 2 P4 2o l /o /。 ふ //. ス 4 /.0 /ス.3
/ / クス 夕? /2ス /o.4 / o / s : /ス.ス / /ス? ラ

/ス / / o? 〃ス 4 /え o " /.8 /ス 4 /e /«

枚みの任ﾡ衣には受々べき※加はばなく ﾡ木は そらか伏 
状和示 していんoY 口株一の#令て 内長を所け ていろ にウ 
くカっこて公 表々 から ほっき リア ろ,解の 効 示が なという中 
失は. が、太綱会 ミ 林分べ幼Aで あろという ふから いっく 不ﾡ 
染で力ろ. 残得木つい て 3 っ○ない材ﾡﾡ列て 成長求る 作力まみ 

べなれた。 しかし 直径ﾡふとのオオ積攻ふの英化の円には. ﾡ 
囲 はな久 った. ﾡﾡ林分の各及景ﾡて賞料*分換した 時える 
円林なる欠的な 結采べ将 た。 平木間の 直経ス衣ら一林性そ検ﾡ 
«すろたて. 宏ﾡの旅年系は 検/0年 2○x. 3o
の7インナﾡついて計ﾡま/. そのﾡ天は、 表$でうえら 

る
ﾡ 5

/2年 ス0年 ○年につ\て試みらたﾡ高直校?イ 
ンチら 存林木ら ﾡ定値 ○ﾡ半浜ﾡ

岐 探 検 o 年 会 世大 ○が4が込
/ 2 t ◇。 (P

-2 2 t 、フタ

3 o 士<3ス

$みら貴は、時り&週ヒとる訳ﾡは増加するが 株役み 
る時々におけ々直後は かなり EMI え でまろヒやうことそ示ナ 
クそ役立っ. 7インナクえスは 残存林力 の 平均直後に此い 気に. 
べﾡゃ たのぐ»方

材検成長
共通及救直経成長回表(8ゝ公 る状4地ざY作らん 禄許 

ICおけ ろ現在林分の位校分布べ次ﾡ *れ/. 現を林分の材\とネ 
○分○机べ. そへら計* ポ未林分材ポへら現在林分材 
検さメハいく. ﾡ成長愛久状光ごXIボらた. 依採のる量 
耳默“ よって ﾡ成ム登そﾡっY 伏ﾡ検の平年和長ﾡへﾡ 
らち. 次係似の元木○材ﾡべ. る状率地ごヒてメさ

ft. 平均午摂ﾡ矢えさた. 平均年加成致ﾡからこの女 
をえくY. 伏杯喚ら平均年成長ﾡべらろ, A衣そと 

統或长量を用い て. 和々な向休欠検文さた. 系初にﾡ述承広ム置 
が. 現在生 月Lている林木 o 残存材ﾡ対 し て プロッ ト*たくォ/因



-170-

そﾡよ> 直際岡係欠示*. 表小自水なな問いて 函○よ>な際 

ベ5Iム々. 円城に. ﾡ早成長受"ぬﾡ年成長そは 残存初項に 

対しくプロット*くその 失材根は 現な林分み放骨材ﾡに ﾡ 

択我を加えたるみにし> 函ﾡﾡへ久たくオス図*えよ) 

ォ/ロ チ2因の勘ﾡに対すち花えdのポ平降メ.源択& 南 

係表は 表く そ与えられ%.

表 6

a (全クフイトゝ カ2イ ト〕 相 岡 休 &

現在生でしていろ林木の敗得 
材承み布注年アろﾡ<オ/ > 土 43o 土 /ス./7 ・ 478

残母材味Z対すろ招皇年み長ﾡ
(メス@) 士 /4.o 土 /«P • 夕7

鉄存ル係対 , らゃ化条長 ・ 
くアス日> 士 2o.3/ 士 スク ス2

表くば. ﾡ存材独と 欧衣型向のﾡば松めく小く. デーメ 

一そ々切直祭は. そ。 社え値のが坪みメべ 状半偽メて比べ余 

り小*くならな\ことそ示す. 残存材承て 対して プロ ッ ト*/堀 

成及受は /%水ﾡで有倉α相Wそ示バ ﾡ長番そ行ん/にめて 

おﾡ型そポ入す»と こら岡係は平共上ﾡくろ. ﾡ2因○加ウ水 

ﾡ勘係とﾡ成及ﾡ歯際○商の岡りは ろろ将えなみ骨\対。

弁お損番そ示しくいろ. し久しﾡ2図②正ﾡは、 ス/召○ずﾡ 

で花え*んから 状受えは国有○釈メへろろから 妖円を生し 

かちでみろ. ヌ 章ったる老右よって依ﾡ:た分くは 振 

ずは 係木の水を翌ヒ共てスり 火災の平均の。もな求りる こと 

は因ﾡくろっ. しかしおﾡ型は 系び入さ な労#材翼な 有する 林分

は州大ナっヒう一父の係向べろろ. ﾡ本紹本 ミ た林ル K は

保検 ② 極% x込 り く 木)の形 ﾡが ないヒ こヒは注日に 
値す ろ

示?は. るの針系#別 一般は針な別Iにクイcしgucdcaを 
cよ2 立木えそ 示ナくﾡ高で4イ ンナよりゼ 小* い木は. ※の 

米材はxかに体前久 ら成立していろべ. ヌ木として 一た分糸し 

た) こらは すべくのデーターに対ナろ平はでカリ は探亥 

スス年ら平経通年状さ &? /8o。 o guadaut。 t づいてい 

ろ。 本7

材ﾡ別の 72c2acce uaoo。 Iてよろ 立木戻

1
--- ----------- ------ 

ウ木及*

ロジプロパィン 4 4

いんイて 2イcce ? 4

ジeace ・グイCと ス. o

全計系ﾡ 4

・ス 糸場材 288

マツの夭折は. 全くへえ分なるらくみ 矢敗ぐろろと方えな 

はならない.(表?) ア様ことは. すべくら糸さ一おした 

ﾡついていきえろ.な系ﾡらな価は タく○景平地おいく 我 

係役係入 してミ た ハコヤナギ、は今では 直径 尔 / 乃至 スイ ンチあリ. 央# 

として録まなヘったのる 非ボに校え»な救佐くろ る. 发凍復 

て段入 し. 現L在 も 氏力直低係現Y くろ < ツの央新木は倣々/た 

ろるのて力ろ

ﾡ求に図すろ汚系

卵分的係りﾡ求. み将林分の直極京衣は発んど な全ぶ欠止 

さYなかっん. また 立木本糸べみ少すのて ﾡ材双成長は. 

示林分よリ&少分少な\くろろう. 総を広長登Y 残骨材AYの商ら 

相 隅 は小ミ いの ぐ. ナべて○ﾡ料な一階た, 標平地○林み 

爆別②平均値は 表S示しくあろ.



表 8 /エーカー当リA地の平値 - 173一- 172-

添、林分 久 保

林 A 弘 み* /ク/

ネ 以 o フラ 2? 2スo
a ﾡくそガフート) .2 →48 4s 6*.

材 預 く劝フイ・ト) ス8oよ &32 /7? 2448

2 図 ﾡ得材積上になされた達午ﾡﾡ致をと 年 
成長モ く α←標浜地 cとっく)

1 因 現在生弓中のﾡ存喚っ上てﾡさた達ﾡ
成長登 く ←ﾡ準地 そめヒYしな)

a 
ェ 

成 

長 

量

垃 
ラ
米

チ、 存 • 材 ﾡ、 く立カ米)

税在生月中ら残舟材 く立力n)
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/2く生て. 承らく示くいっ分り生ﾡ力は. エーカー 

当り○依ﾡ材項に呪在材ﾡさ加え◆材込 ナなりち S3ス+ 
2448 = 3.イP0立カフィートてろろ. &し部的なしにか 
ったなら は•. 示系林分は /24キ生そてのくら今 材 *生ﾡアろ 
ろうか。 zいうA内次ﾡ々。 プレスラー公式から ふ8う成存分 
,或長卑は .. - , 。。 _

7スタキララ> フ - 3イ "

<ろろ. み骨林分 おけろ 空経成ﾡは全然低地 *なかっRから 
この政長ﾡは同じ2スケ午の期同の材承なﾡえすっんpて たや 
したﾡ炎なして. 係 分 Iに通用さあくみあっう. このミ/ハら ﾡ 
休分は もし. そのままみタな らば o4 生く 3s?。 立 
カフィートの材状Yなろくろろク. ※大で成長の派り平い不な 夕 
ﾡ + っ <Rn 2○そ. この太偽らくﾡえ日 の*催 で め 
り. 子列て用いらろ成長ﾡは. 係林分みﾡ芝なﾡ分うづて\い 
ろ. この計算そいてヒしく #分的係は 2スそmにエーカー当 
リ的8o - 3クP。 = スク0立カ フィ ートの材八の他ﾡ央てﾡっ 
ていろ. ここに示*カナべてのﾡ米は / 回の 部分的 俠抜 k & と 
づいていっべ 林分ては○翼竹材がないから ス因日 3国目o 
ゆ株は. ﾡ承さいどくらすことZ改てろのは明らかくろろ. 内ちで 
系新○見地から 松て対ナ ろ 部分的我然 の E当仕は. 少ようて恐 
わろ. このよクな伏ﾡ方の系体的ﾡ承は、ﾡ令な欠ら軟多くの 
係によって な大な地域で著央上マツ次なくなリ 分べまし 

くない な系料に ﾡ化 していろ. Eouon 方ておてらかて さ は 
てなろ

2odpsne.c / e なけろ柳分的 依林 ○自系そ確久めろたに 

の&&ct。 oeLxou 地ﾡの杯林分で研がなPた ◇4個 
の 24エーカーの プロ ットケ. /2から2年 前 r 株 *た林 
か内に設けらた。 径成及。 材状成及 契竹Zおよぼす 似杯の

-17
彩容さ決のっため 解べ行なわ 六た.

7 ﾡ分的係によって. 砂林分ヒしくﾡ、ん林木ら古伝長 

は報のらろﾡ加しなへった.

2 号林分らﾡ材独広長ﾡは少く. もし林分べ似ﾡ:チに& 

す ろ こ と公できろ場令比く. 成長ﾡの入 さいこそそ系して\ 

方 ?
3 松 の 系新料は 井帝に少く 分の承生は会く不た分く力る. 

ﾡろ林分は: 林 カバ キ楽ボフラベ受すろ米、 &糸 

ﾡ林分な ろ とやう林分ﾡ上の"らかな交化な生ずろ.」

4 8分的状係ら統行スより. マッの高状はゐ水低下し 双供に 

は、林分へ らて ツはん どえ会に除かて し ま >.

参考メﾡ

Ccbewmtan. 乙. 免
Swtんeとd ez 日 /ア 
/c2才ん<wt C#aゼd

/$ 3uイdイodyeんeォtc イt
/そ子イeu 子 Cイ&cvta. Cantada. &et・ # 

Qtd 7イいeC Rc4cwucとる. cとd4オ

2
Bzatc化 そ/uu4Cczイcdd M S
84ん,み JPなaxdaa4 ルム/% なA&. fx

3

2edae/to-de. . Canada.
and イ2aイotaじ C4owced,
/5
Cんoket, C. 子 /ラ

・&t亡 ダ 2a2オイイzt C#ac4
プwoexイa Bzacた. u4Lkcdd

たと パれ今くcん
Qし Z れイ?レと 4れatイ そowazcd 202m&2

4
•ね. クく">

Chaxatat. 及. . ax4 w " 
ウとクレイレ2スイ。〜t tc と4^ - 4&

合4c2
4なocx子 J

"タ ? チeuオ

Cr/a- . 2tC・
5 Aa夕とゃ- ・ と.&. /ア2 G Peut cCadu4tcoon

Coado. 24そ. / ウイu4 atイ Recewc.x. 2vx.uon

6
3ouと eセイtco. クuどイeイッt . .

。セイ2ッた & u. /P42 Q
6?
メ2と&・かルイt夕 4e4
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そ6eと メと イととccひ子 cuて イd子efe。 /と <な4 2 Soz 
a(8)

-177-

7 72#た, び バ /アダ 纬いプ イ 々ム*好,水
*exdec^& メバtと Pezexオ ゲ そkc PacPce つcutfweッイ S
&t % 2y2cu少こuc. ブレン SwAetn 6o7

mxそんe&4 4./タヘア c cctcaucnx /x.uck.Ce

ﾡ習におけ ろ 日本7 ラマツ ②一糸材ﾡ表
Se2e22と 0a2mれe-、o夕とex fez &っ火ancそe 合ocた 

< 2aイ Bacそoッe ど 受 C. Nwwtwuc2 .2 
〜とイてtと- . イ & 2effeu.

ぴ cLdo?teイc 夕をcx-1% ctaパa Catoda &* % 2uウ
and /Ze.owvccx. . ex. o. 6. P/

S とoしccそ. タ ダ /74S ビoなッtcaピ muctんow 夕W 
ow& Za Ceeeae ・ アzex

この日 本カ ラマッく 厶んん 合んそイend Szd ) て円す2 材込 
表は 山林泉系ヒ し て 分母列行中 o - ﾡ材Aえ < )○中o一つく 
A2. •

カシ ブナ カンバ 欧州アカマッ. コルシカ松 欧州カラマッ
州 卜-と。 材ポ表は 印て : っ Kの中に求 し. 米なに っいては 

円製中てろろ.
こ②ヨ本カラマ ッー>表を 含 む 針<树 9材み 我は. ﾡ高で分沼

(ﾡa H Q6>と 総高て よ って与えらる区付平均ホッ プス
( スは四分周立カフィ - 卜 > 材双な示ナ.
ﾡあは地よ、く材Y地がﾡ司の上側で夕ろ点>かハら4 フィ ート3 

イン の処 で•測リ . 材検は地よか。内付系大直なな3イ ンecこ 
ろ 迎 の 反 ミキー区分 とし く刈えした.

卜Y 状糸み材迅は全公汚慮に入 < な. この日ネカラマッ 
ハラ t=っの大さな ﾡよ の 上二 作製 ミ れ た.
1) 林米表京会み63 く林米会A会 2o > 死ふ* ・ 

え 収 本そ例裂すろあに まにしく/アノ?甲ヘら/タ/タ4 
か、け < え / 普え株年 地

2) 秋々の予のと快く ﾡ料でﾡ供 / 木供台め 糸定 、 
合み大考の ﾡ着の力々てよってチー ネニ次の出不大牧く 
係べ行 Pて向 行 : た刑X

'3) 林求み八会て よってﾡけら/ 函条景光
上端 直径 ライ ンチて 発ろ逸ら 才損*示す主 大く T/表>亿般っ 小 

②神功示が加えくろろ. ォス オ3表はそ*上ﾡ直4インナ 
タイン チ 名 の 林 植 を ホレ チ久ネけはﾡ/表く上ﾡa社ライン) 
の 倦利後忆 対すろ こら ○材ﾡのx そ示ナ
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井 ﾡ4. ﾡ7表は上ﾡご4ラインチ 4インタ クインナて 

ﾡろ平均材るそ. 井と我は別氏材痍の区竹別肢に対する%や表わ九一
上をした 三っ○因子のすへては主ふの作成に用いらたべ こ 

は神め表2 考 ら 函先源地ら ﾡから綱製 したﾡから 通当 と湾えら 
.

印ち 国夕係弾地で は た たる ¥ 木につい て 最初は チフィ ー ト似は
/。 フィ - 卜み岡同で四回と料皮○月さら送受寸法2対えしたズく 
力ろ.
消次の厚:はスエー デンの#次2よって 別え したも ○な平 

し た.
ﾡ手はすベて. 材あらヤ央の位司の材内の母:み式戚Yしくい 

ろべ こは優か通な えAな 夕えてなろてﾡわy%
何救ならﾡ高の中央部の林次辛はﾡﾡみﾡ部Iにけ々より &週 

少な値そ与えろからてろろ.くJ mo24oa24 /P33 )
こ ②材項えの柄製2 当っては ホﾡK多く○円恐につて共ア作 

糸べ行わん
印ち F C /wmtn&公伏用法ら速.仕ﾡ○構成、 基びて表② 

取まヒ必系任そ者ち TW 2uwtu. 矢会※料でRまYゅ 上途 
の林ば季に岡すろもそ念む仲のふの数っかそ系限の J 
は主表○ﾡ 名担当 した.
こら②日ネカ フマッ2円す ら材根我ほ 欠 国 で この材燈公 生角し 

てやろすへての地位から 当なﾡ令く枚、払さK /s7札o 
永料木に城賞z置いて いち.
ﾡ問ﾡ及び材高スﾡ ナ っ木のホ秋は附表救 してあっ.
主表によっく与えらろ材水久ら○合次料木の材びの茨系係よは 

//%で. 不本み作成ス台っくその#な木«令のて\ろこYへら」 
不太 は非常に采ﾡな木っ\て わ7(まろ
林ﾡ委系会えよってぬりら/ 火グ個の日本カラマツ図 禄4 出 

○全郭ついてﾡ及②検えな行っん.
こ ら○ふ平地の材ﾡは 状ﾡ地9平 ﾡ団とﾡ高Z対ナろ材
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そ 比②材項表よ リ木ゅ そZ標半地ら本氷てxし てらた ・
こ今林そして*た と今個ら状斗地っ会材承は、 祝千的な 

朱及系公ら裸ﾡ地法2 よって 面桜刈えから ②よリ a 
%なかった.
材系 よ り 植し た平均材小に対す ろ火材具○役系ﾡはゅ4 

%であろ.
今 考 糸る京会 /ア22年 

共回縮島けろ針ﾡら 成及ﾡ
系み京会々 ﾡ 33

H- M. イそ2そ4ot2dが2c
ロンドン /タス。 平 く尾版)

owuc。 uo.cc(onaCd /タ33
米料 ○#形

Se2e.と m (2) /タラ3キ ノユノ〜/スタ风

材オ系人用 上ら注意

材状表は茶系で 林行有次立木の立力 ふ釈る児承ろ 時僕 
用すろ.

こ今あに材ﾡ表の伏ﾡ法と吹用上ら爪孫そはっ ・ り型解して 置く 
新が区受てろ方

アーみ ﾡ高 ﾡ団と高*。 木くゐ ってじ細リはそぞ又ろ <ろろ 
う. 故忆材机表は 個々 o 単木材承を正ﾡくえﾡろﾡは糸ないか. 
一団み料木 会林分9 令計材水は分ﾡ八ろ こY余くさ ち,
ﾡ通ﾡ及の タ少はゐっても. 全林で: えﾡ形べﾡに系ろ o* 

か、ら • 系夕 与えらた状ﾡら下で一 般材求え a伏刑ナ2 場令 に は 
こ今継 っ下に 成長 L たタ吹の探木ら2 ついてテストすろャ不 
ﾡ災受くろろ.

と し 表べは ?さリL た 俺純 を 禾. チ 林 くろば、 その光役ガけろ 
立木の材ﾡ衣そよ々見ﾡりは. 通当に修Eし なけはら ない.
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・ し林分べ非ﾡ 小 *めらそなけn 者 a c は 平木αついてォ 

ﾡ系を乱用 ろ受はい,
走も玄衆樹林に於ては 子ァ番日分ら木ら胸ﾡ四分岡をﾡべし材 

ﾡそ社ﾡナろらへ私るよく n○ははそら株ネベ少くYU ノoe 
本位あろﾡにえめ方 ベてろろ
例え今o。本のホのろは$本目年て又力. そうナは 林分 

材はこのﾡし くら「材ぷの令て"そ水じくﾡらろ 
め人&系掛林で会林令て ◆じﾡ々林分で神長み執メべ発となふ様 

な 場令2は 全林 ついて ﾡ囲そﾡって平均岡問 く分 ○千ﾡ品 
ﾡCメナ々ア団)%ボゥ、 ス平均料ﾡは平均ﾡ田zfい考干の木の 
高さ さ刈っ く木めろのなﾡい.

こ の平四画えど併ﾡへ ら材ﾡ表 よって材ムそ4ま本収セ*い 

て ス承 *るユ 木材承 そすろ。

大杯分"。全林ろユ木用材々状をれすっる念 こテス4>n 
ら と 似 しRス 法べ全あ つてメくなく 表的ﾡ木てつ い て 
しよく用いられろであろう.
とんf#除なる合て。 限& ﾡ効な係林四交 ○衣物を又ムすた 

は 、本納査ら運ﾡ々地う的条件②招な妥と 。
恋し分くの天用上の百的で茶条へのお殊«尺用2ついては / 

〜/ナェ ーンのな*の子行ﾡ スは会湿α一え岡向隔くYっ 小 
* 円形のか4地の行か ぐ /。 * ○扱4光そ u はた分病ぐ 
行ﾡ且つ不ﾡな花火ﾡべﾡらる。

円形 ◇か木神4 ¥位そ用い»め合. 後タクフィート3インの 
おエーカーみ区ﾡスは*社8フィート /eインタのそエーカの& 
灰をとるうかー級汽放し伙利と思われる,
く子eue4才 Cett24どont, 3occ4t Zecezd 2w4合2 /. /?よ/ よ 
り:孫込)
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